

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──好き！」




　その告白に、ハッと息を呑のんだ。

　彼女以外の女の子の口から、そんな言葉を聞くなんて思いもしなかった。




　そう。以前……あの、十月も終わり間際の日曜日。

　俺は彼女──初は鹿じか野のつぶらから、告白してもらえていた。

　せんぱいが、すきです──

　好きという気持ちが、分からなかった彼女に。

　俺のエロい視線に、拒絶反応みたいなものを示していたほどの女の子に。

　そう言ってもらえた。

　……なんて素敵で、奇跡的で、嬉うれしいことなんだろう。

　世界には何十億人という人がいる。だけどその中で、本当の意味で恋をした相手はたった一人で。

　その相手も俺と同じように、世界でたった一人の俺に恋をしてくれた。

　しかも俺たちは高１と中２という年齢にも拘かかわらず、お互い最初から結婚を意識してた。

　そんな相手、他ほかにいるはずがない。

　ちょろいちょろいと、周りから言われてしまってた俺たちだったけど……。

　それは内心、夢見ていた未来があったからで。

　その部分がお互いカチリと噛かみ合あったからこそ、こうして結ばれることができたんだ。

　だからきっと、つぶらとは『運命的な出会い』ってやつだったんだろう。

　つまり、その日。俺たちは本当の意味で恋人同士になって……。

　ハッピーエンド。

　後にはもうなんの憂いも不安もなく、ただただ、つぶらとの幸せな日々が続くんだと思ってた。

　今までのように、素直に。大事にしたいと感じたことを、大事に。

　相手の気持ちをまっすぐに受け止めて、嬉しいと思ったら喜び、きちんと応こたえたいと思ったら、応えて……だけど。

　──違った。




「……付き合って」




　世界には、俺とつぶらだけじゃない。

　俺たち以外にも、いろんなことを感じ、想おもっている人がいて。

　なにより俺もつぶらも、まだまだ未熟で。

　そして──俺たちの恋は結局、きちんと始まったばかり。




　そう。これからだったんだ。

　恋は成就すればそれで終わりじゃない。

　恋をしているのは、俺たちだけじゃない。

　だからこそ──




　俺たちはこの冬、少し大人にならなきゃいけなかった。














　十二月二十四日。いわゆるクリスマスイブ。

「私をママにしてください！」

「いきなり何言ってんですかお母さん!?」

　夕方の初は鹿じか野の家。今日はここで俺とつぶらが主催で、友人たちとのクリスマス会が催されることになっていた。

　なので俺、星ほし井い出で功こう成せいは早めに来て、支度を手伝っていたんだけど……。

　頼まれてお米の十キロ袋を運んだところ、彼女つぶらのお母さんであるみさおさんにそう迫られてしまっていた。

「今日はママでお願いします。クリスマスイブですので、洋風がよいでしょう」

　と、お母さんは今日も眉まゆを吊つり上あげ、俺を睨にらみつけるような恐こわい顔。

「実はずっと憧あこがれていたんです。重たいお米などの袋を、たくましく育った息子に運んでもらうことに」

「いろいろ憧れがあるんですね!?」

「はい。そして功成さんはその腕で確かにお米を運んでくださいました……なんといいものなんでしょうか……私はもうあなたのママになりたくて仕方がありません。ですから、私をママにしてください！」

　相変わらず、表情の怖さと言ってくることの落差と、スピード感がすごいなこの人は！

「さあどうぞ」

　むにゅんっ。

「っ!?」

　し、しかもいきなり俺の顔を引き寄せ、胸に埋うずめるようにしてきた！

　顔を包み込む温かな柔らかさに、俺は前傾姿勢で思いっきり慌てる。

「ちょっ、お母さん!?　ですからっ──」

「ママですよ？」

「そうじゃなくてっ。なんでこうなるんですか！」

「たくましく育った息子を、胸に抱くことにも憧れていましたので。こんなに大きくなっても、ママの胸に抱かれると可愛かわいいままなのですね、と……ふふ、想像通りでした。功成さんったら真っ赤になって」

　そりゃ赤くもなりますって！暴力的なくらいのボリューム感なんですから、お母さんの胸！

　いや、ありがたいはありがたいんだ。娘の彼氏である俺を、この人はいたく気に入ってくれてるっていうのはよく分かるし。

　だけど、これはさすがに困る！いろいろ急展開すぎるし……。

「こんなところ、つぶらが見たらなんて言うかっ──」

「私がどうかしましたか？」

「!?」

　そこでタイミングよく（悪く？）、リビングの方からつぶらが戻ってきた。

「なっ……」

　そしてお母さんに引き寄せられ、胸に顔を埋うずめている俺を見て、グッと眉み間けんにシワを寄せた。

「……ありゃりゃ。んふ」

　さらにはその後ろから、悠ゆう伊いまで。

　俺の妹でありつぶらの親友であるこいつもクリスマス会の参加者で、どうせだし、と俺と一緒に早めに手伝いに来ていたのである。

　まあ、といっても悠伊の場合、リビングに食器の用意をしに行ったつぶらの後を、いつもの調子でふわふわついて行ってただけみたいだけど。行きも帰りも手ぶらだったし。

　って、悠伊のことは今はいいんだ。とにかくつぶらにこの状態を見られたのはマズい！

「いやっ、あのなつぶらっ！これはっ──」

「……ふぅ。お母さん、それは失礼ですよ」

　あ、あれ？

　つぶらはやれやれと息をつくだけで、怒り出しはしなかった。

「また息子への憧あこがれでそうしてしまったんだと察しはつきますが、先輩を無理やり前まえ屈かがみにさせて、胸に顔を埋めさせたんですよね？　それは一方的すぎますし、お母さんの胸は大きすぎてそうすると息がしづらいです」

「なんと。そんな弊へい害がいが……!?」

　冷静にたしなめられて、お母さんは慌てて俺から手を放す。

　……ちょっと名な残ごり惜しいような気がしちゃったのが、男の悲しさだな。

　いや、でも助かった。いろんな意味で。

「失礼しました、功こう成せいさん……」

「いやいや……お気持ちは嬉うれしかったんで……」

　恥ずかしそうに胸を覆おおうお母さんに、視線を外しつつそう応こたえるしかない俺。

　そしてつぶらは腰に手を当てて、

「あまり先輩を困らせないでください、お母さん。どのみちお母さんが将来、先輩の義理の母にもなるのは確定事項なんですから」

「確かにそのとおりです。正直待ちきれない思いはありますが、今は極力控えます」

　極力なんだ……。

　と俺が内心で思っていると、お母さんは娘を睨にらみつけるように見て、

「しかし……つぶら。今日は私に妬やかないのですね」

　俺も気になっていたことを指摘してくれた。

　そう。ここ初は鹿じか野の家で、前にも似たようなシチュエーションはあった。

　そのときのつぶらは部屋に閉じこもっていたのに、お母さんが「私にもっと、『息子がいる母』を教えてください！」と俺に迫せまり出だすと真っ赤になって飛び出し、お母さんに食ってかかったくらいだったのに……今は落ち着いた様子。

　それどころか、ただでさえ身長のわりに大きな胸をさらに大きく張るようにして、

「当たり前です。ヤキモチなんて妬やくはずがありません」

　誇らしげに、えっへん、とばかりにそう言った。

「何か、心境の変化でも？」

「ええ……」

　お母さんの問いに頷うなずいて応こたえると、その頬ほおがみるみるバラ色に染まっていく。

「だって私は、……もう、大人なんですから」

「ほう……」

「そうですよね？　先輩っ」

　つぶらにしては珍しい、弾むような仕草とはにかみ笑いの上目遣い。

　その可愛かわいらしさにドキッとしながら──ああ、と俺は理解した。

「先輩にきちんと告白できましたし、その、じ、事実上の婚約も交わして……」

「……うん」

　俺が笑って頷くと、つぶらは遠慮がちに、だけどいそいそと身体からだを寄せてくる。

　そして俺の手を取ると、甘く、くすぐったく指を絡めてきながら、

「約束、しましたもんね。先輩……♪」

「二年後……ってな」

「はい……ふふっ」

　そのささやかで可か憐れんなスキンシップと、誇らしさや嬉うれしさがにじみ出ている微笑で、俺の胸にも鼓こ動どうと共に、誇らしさが込み上げる。

　──結婚。

　俺は高１、つぶらなんてまだ中２だけど、俺たちはすでにそこまで視野に入れてる。

　この歳としにして、結婚前提のお付き合い。そんなカップルはきっと、俺たち以外にはまずいない。

　そう思うと、誇らしくって嬉しくてしょうがない。

　俺ですらそうなんだから、きっとつぶらはなおさらなんだろう。

　なにせ……ついこの間までは『好き』が分からなかったのが、もう今は、なのだ。

「嬉しいよ。ヤキモチなんか妬く必要がないくらい、俺はつぶらのものなんだ……って思ってくれててさ」

「も、ものだなんて言い方はよくないと思います」

「あれ、ダメか？」

「先輩は、私の恋人……です」

「……うん。つぶらは、俺の彼女だ」

「ふふ」

「あはは」

「お熱いことですね」

「「あっ……」」

　お母さんの呟つぶやきに、照れくさく、慌てて手を放す。

「し、失礼しましたお母さん。私たちったらこんな、見せつけるみたいに」

「こういうことは二人のときにやれって話ですよねっ。ホント、すいませんでした」

　俺たちがそろって頭を下げると、お母さんは俺たち以外には相手を呪のろい殺そうとでもしているように見えること必至のギロリとした目つきで、

「それは別に構いませんが。私はあなたたち二人のお付き合いを認めていますし、今から結婚を視野に入れているというのも素晴らしいと思います。真面目まじめです」

　……彼女の親御さんにそう言ってもらえるのはものすごくありがたいけど、だからといって照れくさいことには変わりない。

　しかしお母さんは、そういう次元にはいなかった。

「とにかく、つぶら。妬やかなくなったのは、要するに彼女としての余裕というやつですね」

「は、はい……そう言われるとちょっと、おこがましいような気もしてしまいますけど……」

「では私もママの余裕というやつを見せましょう」

「んむっぷ!?」

　ま、また俺の顔を引き寄せて胸に埋うずめさせてきたし！

「功こう成せいさん、つぶらをよろしくお願いしますね……」

「いやっ、はいっ、それはもちろんですけどっんぷぷっ……」

「だからどうしてわざわざ先輩に苦しい体勢を強いるんですか、お母さん！」

「女は可愛かわいい息子を、胸に抱きたくなるものです。あなたもママになれば分かりますよ」

「つまり私にはまだ早くて分からないということじゃないですか！説明になっていません、とにかくいいかげんにしてください、お母さんっ──」

　ヤキモチではなく『理屈に合わない』みたいな感じだったけど、結局怒り出すつぶらだった。

「くふふ。おにい、モテモテだね～」

　そして一連の成り行きを黙って眺めていた悠ゆう伊いは、心底楽しそうに含み笑いをしていた。

　いや、これはモテモテというか、なんて言えばいいんだろうな!?




「まったく、お母さんときたら本当に先輩がお気に入りなんですから……」

　十数分後。俺とつぶらはいったん初は鹿じか野の家を出ていた。

　料理の支度は一段落したので、飲み物の買い出しがてら、予約していたクリスマスケーキを取りに行こうということになったのだ。ちなみに悠ゆう伊いは留守番である。

「まあ、今まで娘の私しかいませんでしたから、男の子と顔を合わせるのが嬉うれしいんだろうというのは、なんとなく想像はつきますけど……」

「だから妬やきはしないって？」

「ですから、そもそもヤキモチを妬くなんてみっともないことはしませんっ。妬くまでもなく先輩は私の彼氏なんですからっ」

「あっはは」

「……言わせましたね」

「バレたっ」

「もう……」

　と、つぶらははにかみ笑いを浮かべると、そっと俺の腕を抱いてくる。

　最近の俺たちは、二人きりのときには自然とこうなる。これもさっきのつぶらの誇らしげな様子同様、十月終わりのあの『告白』からの変化だ。

「これで、言葉よりも伝わりますか……？」

「うん……温かくて、柔らかくて、ドキドキするくらい……」

「そ、そうですよね。胸が当たってしまってますもんね。こんなこと、先輩以外には絶対にしませんからね」

「だからすっげー嬉しい」

「……ふふ。はい、私も、分かります。ドキドキするくらいに」

「つぶら……」

「はい、先輩……」

　……以前から、可愛かわいかったけど。

　自分からも告白できて以降のつぶらは、いっそう可愛くなってくれてる気がする。

　ことあるたびに、俺への想おもいをつぶららしく生き真面目まじめに、そして率直に伝えてきてくれて……俺はその都度、胸が高鳴ってしょうがない。

　本当の意味で、付き合い始めた感じというか……。

「……すき、です」

　ああ、もうっ。愛いとおしくて愛おしくてしょうがない！

　俺もそれを彼女に伝えたくて──

「あっ……」

　そっと、つぶらのバラ色の頬ほおに唇を寄せていく。

　そう。言葉よりも雄弁な伝え方。つぶらから告白してもらえた日も、俺はこうして……。

「せ、先輩っ、それはダメです！」

　キスする寸前、つぶらは耳まで赤くなって大慌てで身体からだを離した。

「……ま、まだダメ？」

「は、はい……ごめんなさい……」

　……実を言うと、何度かこうなってるんだよな。

　俺がキスをしようとすると、つぶらは真っ赤になって拒否するのだ。

「謝ることはないって。……でも、理由を聞いていいか？」

　そこはきちんと聞いたことがない。一度は、許してくれたことなわけだし。

　するとつぶらはモジモジと両手の人差し指をこね合わせながら、

「その、その、先輩のお気持ちは嬉うれしいですし、い、一度、していただいてはいますけど……やはり私はまだ中学２年生なわけですし、そういうことは早いように思いまして……」

　さっきは「私はもう大人」みたいなことを言ったものの……。

　それで全すべてが片付くわけじゃないのが、乙女心ってやつなんだろうなぁ。

　なんてことを、彼女のその躊躇ためらいっぷりを見て俺は思う。

「な、なので、その……そういうことも……二年、待っていただければと……」

　そしてつぶらは身体を縮めながら、その『約束』を持ち出してくる。

　──二年、待ってください。

　──二年経たてばそろって、結婚できる歳としになれますから。

　──そのときまでは。そのときになったら、私を。

　それも、あのつぶらから告白してくれた日に言われたことだ。

　もちろん俺は、それに「二年なんて一生に比べれば一瞬だって」と応こたえ、頷うなずいた。

　当たり前だ。一生懸命、精いっぱいでつぶらがそう言ってくれたって分かる。

　だからきちんと、その『約束』を守るつもりでいたけど……。

「……そっか。分かったよ」

　ほっぺにチュー程度でも、つぶらにはまだレベルが高いんだ。

　俺の本音としては、もちろん唇にだってしてしまいたいくらいだけど……。

「そういうことなら、もうしないよ」

「あ……。せ、先輩……」

「前にも言ったろ？　もちろんしたくないわけじゃない。だけど、俺はつぶらを大事にしたいんだってさ」

　申し訳なさそうな顔になりかけたつぶらに、被かぶせるようにそう付け加えた。

　すると、つぶらは再び頬ほおをバラ色に染めながら、安心したように表情を和らげてくれる。

「……ありがとうございます。先輩はやっぱり、大人なんですね」

「あはは。まあつぶらよりは二歳だけな」

「それでも、私にとっては……」

「といっても俺だってまだまだだから、じゃあ何もしないっていうのは気が済まないぞ？」

　笑いかけながら、んっ、と腕を差しだしてみせた。

「腕、組んで欲しい！」

「あ……。ふふっ、はいっ。それは任せてください！」

　つぶらはパッと笑顔になって、即座に俺の腕を抱いてくれた。

「あ、相手のことを感じながら歩くのは、幸せで特別ですもんねっ」

「あはは、そうそう。だからありがとうな」

「そんなの……、私こそです。先輩、ありがとうございます……」

　本当に幸せそうに、そして心の底から安心したように、俺の腕を胸に抱き入れてくれるつぶら。

　……うん。この顔が見られるなら、キスやら何やらを二年待つのだって全部望むところだよ。

　むしろ、我慢することが愛の証明というか……。

（……でも、そういうことなら『つぶら的にどこまでＯＫなのか』は気になるところだな）

　つぶらのためにも、そこを弁わきまえておかないと……。

　なんて、彼女の胸の感触についニヤついてしまいながら、考えていたときだった。




「ああああぁっ!?」




　いきなり響いたそんな大声に、ビクッとさせられる。

　な、なんだ!?　と声がした方に目を向けると──

「…………」

　俺は、きょとんとしてしまった。

「星ほし井い出で、功こう成せい……」

　そこにいたのは、俺より少し年上くらいの女性。

　脱色され、パーマがかかった髪。色白で目鼻立ちのはっきりした顔立ち。派手で露出度の高い……有り体に言ってしまえば、ギャルっぽい格好。

「……え？　あれ？」

　と俺が頬を押さえながら、声を漏らしてしまったのは他ほかでもない。

　その女性には見覚えがあったからだ。押さえた頬に、パンチを食らった覚えもあった。

「先輩、先輩、お知り合いですか？」

　腕を引いて聞いてきたつぶらに、コクコク頷うなずいて応こたえる。

　忘れもしない。つぶらに出会った日に──もう一人、出会った人。

　あの朝。俺が落としたスマホを拾ってくれて、俺が告白したら逃げ出して……。

　そして後日。俺があの告白は間違いだったと謝ったら、思いっきりグーで殴ってきた……。

「俺がつぶらに告白した日の朝に、もう一人、告白した先輩……」

「えっ……それって……」

「……ねぇ」

「は、はい！」

　キツい目つきで睨にらまれて、反射的に背筋が伸びた。

　スマホを拾ってもらったあのときは、天使みたいだとか感じてたけども……。

「その子、ひょっとしてカノジョなワケ？」

「はいっ……！おかげさまでその後っ……！」

　今はもう、心底気に入らないって感じで眉まゆを吊つり上あげっぱなしだし！

　どう見ても怒ってるよ、この人！未いまだに！

（ぐ、グーで殴ったぐらいじゃ、収まりがつかなかったってことなのか……!?）

[image: ]

「そっか……その子と付き合い始めたから、過去の清算みたいに、アタシにああ言ってきたんだ……」

「そ、そのとおりです！その節はホント失礼しましたっ！」

　微妙に経緯は違うけど、そんなことはどうでもいい。

「まだ気が済まないんだったらもう一回殴ってください！」

「…………」

「それでもアレだったら、えーっと、な、なんでも言うこと聞くとかそんな感じでっ……」

（先輩、どうしてそんなに下した手てに出るんですか！）

　つぶらが再度腕を引き、耳打ちしてくる。

（だって、どうあれ悪いのはこっちじゃないか！好きだっていう気持ちがなかったのに、告白なんかしちゃってっ……）

（っ……、そ、それは……はい、確かにそうですよね）

（だったらこの人の気が済むまで謝るしかないだろ！それがせめてもの誠意っていうかさ！）

（り、理屈は分かりますっ。先輩のそういう誠実さ、とても好ましいですっ）

（ありがとう！誠実さって話ならつぶらには負けるし、俺も大好きだからな！）

（先輩……）

「見せつけてくれちゃって……」

「「ッ!?」」

　慌てて身体からだを離す俺たち。確かに、彼女に腕を抱かれたままでは謝罪もへったくれもないどころか、これじゃ見せつけて煽あおってる感じだ！

「何？　今日ってイブだし、これから、ほ、ホテルにでも行くところだったワケ？」

「ち、違いますって！」

「私まだ中学生なんですよ!?　ほほほほほホテルなんてあり得ませんっ！」

　二人して大慌てで否定した。

　そりゃ高３でギャルの先輩からしたら日付的にそういう発想になるのは当たり前かも知れないけど、俺たちにはまだそれはレベルが高すぎる！

　……そういう意味では、つくづく俺もまだまだ子供なんだよな。つぶらにはさっき、大人なんですねとか言ってもらえたけども。

　いや、それはともかく！

「俺たちはこれから、ささやかなクリスマス会をですねっ……」

「……ふぅん。それだけなんだ」

「すいません、すいませんっ！」

「先輩っ、そこで謝ると『本当はホテルに行っているべきだったのに行ってなくてすみません』という意味になってしまいますっ」

「言われてみれば！そうじゃなくてっ、ええっと、ええっとっ……！」

「まあ、なら別にいいんだけど……、一つ聞いていい!?」

「は、はい！なんでもどうぞ！」

　改めてバッと頭を下げつつ、そう応こたえる以外にない俺。

　すると、先輩は一度視線を外し、ちょっと躊躇ためらいがちに、

「……アンタ。アタシの名前、覚えてる？」

「え？　それは……」

　一瞬、考える。謝りに行くときクラスを調べる必要があったから、その流れで聞いたはずだ。

　確かちょっと変わった……そうそう、青あお原はらと書いて……。

「あ、青あお原はる稀まれ……先輩……？」

「ッ……う、うん、そう……」

　合ってたらしい……！よかった……。

　が、なのに青原先輩はますます眉まゆを寄せ、恐こわい顔になる。

「…………」

「え、えっと……青原先輩？」

　な、なんだ!?　さらに怒らせちゃったのか!?　なんで!?

　と俺がイヤな汗を掻かきながら戸惑っていると、青原先輩はやがてキッと俺を睨にらんで、

「アタシ！名前の方が好きだから、呼ぶなら名前にしてもらえない？」

「わ、分かりました。……稀先輩」
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　ってなんでますます怒った顔になるの!?　呼べって言ったの、自分じゃん！

　とは思うものの、どうあれ俺は謝る以外にない！

「き、気分を害しちゃったんならすみません！でも、どうすれば許してもらえるのか分からなくてっ……俺はどうお詫わびすればいいんでしょうか!?」

　こうなったらもう、と素直に聞いてしまう。

　稀先輩は、それにはすぐに応えなかった。腕を組み、そっぽを向いて、怒った顔のまましばらく考え込むようにして……。

「……なんでも言うこと聞くって言ったよね」

　やがて、そう口を開いた。

「は、はい！それで許してもらえるならっ……」

「……だったら」

　稀先輩は組んでいた腕を解ほどくと、機嫌悪そうにそっぽを向いたまま、綺き麗れいに脱色された髪を払って、

「アタシもそのクリスマス会、参加する！」

「へ……？」




「…………どうしてこーなったんだか」

　と、数十分後の初は鹿じか野の家のキッチン。

　悠ゆう伊いにニマニマと聞かれてしまったが、それは俺も聞きたい……。

「いやまあ、さらに参加者が一人加わることについては、主催のおまえたちがいいのならオレたちからは何も言うことはないが……」

　と、友人の戸と間ま九く郎ろうは相変わらずクールな仕草でメガネをクイッと直しつつ、リビングの方へ視線を向ける。

「功こう成せいの気持ちも、分からんでもないしな。そりゃ、話の流れからして断れんだろう」

「う、うん……えっと、だからとにかく功成は今日、あの人の気が済むまでお詫わびしなきゃってことなんだよね？」

　その隣で、九郎と同じく友人である小お津づ梅うめ香かは、いつものように背中を丸めつつそう聞いてくる。

「そういうことなら、こっちも了解っていうか、仕方ないよねって感じだけど……」

　今日のクリスマス会は本来、俺とつぶらにこの三人を加えた総勢五名で行われるはずだった。

　悠伊が参加するのは当然として、九郎と小津が参加というのにもちゃんと理由がある。

　といっても、まあ、つぶらからの告白の後、俺が二人とつぶらをきちんと引き合わせたからってだけではあるんだけど。

　なにせ、俺たちが今のような仲になれたのは、言ってみれば二人のおかげなのだ。

　九郎が美化委員の会合の代理を頼んでくれなかったら、つぶらとは出会えてなかったわけだし……。

　俺とつぶらの仲がちょっと危うくなったとき、小津が背中を押してくれなかったら、俺はたぶんあんな風に、打開のための思い切った行動に出られなかった。

　つぶらもそれを俺から聞いて、二人に「私からも」とお礼をしたのだ。

　九郎も小津もつぶらのそんな誠実さに感じ入ったようで、以来、友人関係になって……。

　なのでこのクリスマス会にも、九郎と小津を呼んだんだけども。

「ってわけで、みんなにもつぶらにも、悪い！今日の俺はあの人に尽くさせてもらう……！」

「は、はいっ。分かりましたっ……私もそれは必要なことだと思いますっ」

　つぶらからの同意にありがたく頷うなずいて返すと、俺もリビングに視線を向ける。

　そこには、ソファで脚を組んでいる稀まれ先輩。

　相変わらず機嫌の悪そうな仏頂面で、髪の毛の先をくるくると弄いじっている。

　い、イライラしてる？　だったらいつまでも放置してたらマズい！

「ってわけで、俺行ってくるっ……みんなはみんなで楽しんでくれ！」

「無む茶ちや言うなぁ、おにい」

　悠ゆう伊いの指摘はもっともだけど、ホント悪い！全すべて俺の軽率な行動が招いたことなんだ……！




　とにかくそういうわけで。

「ま、稀先輩！飲み物注つぎますね！」

「…………」

「あっ、もうコーラじゃなくてウーロン茶とかの方がいいですか？」

「……ウーロンで」

「了解です！とっとっと……あ、あとチキンお代わりします？」

「…………」

「ってもう充分ですよねー！えーっとえーっと、そ、それじゃもういっそフライングで先輩だけ先にケーキ食っちゃいます!?」

「べ、別に要らないし」

「そうですか、すいません！じゃあ……あっ、テレビ見ます？　つぶら、テレビつけてもいいよな？」

「……はい」

「ってわけで……ポチッと。あっ、俺このお笑いコンビ好きなんですよね！稀先輩はお笑いとかどの系統が好きです？」

　と、俺は必死で稀先輩の世話を焼きまくった。

　コップや皿が空いたらお代わりを用意し、そうじゃないときは一生懸命話題を振って盛り上げようとしたり。

　だけども……。

「…………」

　ああっ、稀先輩の眉み間けんのシワはいっこうに消えない！

　どうすればいいんだ、どうすればこの人の怒りは解けるんだ!?

　分からないけど──俺はやはり、ありったけの誠意を見せ続ける以外にない。

「そ、それとも肩でも揉もみましょうか？　稀先輩っ」

「……ッ」

「あーっなし、今のなし！そう！ならゲームでもします？　俺の妹がＳｗｉｔｃｈ持ってきてると思うんでッ──」

「いいかげんにしてください！」

　と、そこでいきなり、今までは俺たちを静観してくれていたつぶらが立ち上がり、大声を出した。

　それも腰に手を当て、ふんっと胸を張った、持ち前の威圧感を思いっきり放っている状態で、

「黙って見ていれば、これはあんまりにも理不尽すぎます！」

　思いっきり先輩を睨にらみつけ、文字通りの一いつ喝かつだった。

「い、いやつぶら、待てって──」

「待てません！先輩が下した手てに出ているのをいいことに、ただひたすら世話を焼かせているだけでっ……これでは不公平すぎます、そうやって先輩を一生、奴ど隷れいのようにこき使うつもりなんですか!?」

「ん～まぁ、ぶっちゃけさぁ。これじゃおにい、先輩が『許す』って言わなかったらずっとこうしてなきゃいけない感じだもんね」

　親友の言葉を継つぐように、悠ゆう伊いもそう指摘してくる。ただし怒りも露あらわなつぶらとは違い、目を細めながら髪を掻かき回まわした、かったるそうな態度ではあったけど……。

「……先輩はおにいにまだイラついてて、その腹いせで嫌がらせしたいだけなのかもだけどさぁ……」

　代わりに、言うことはつぶらよりも相手の腹を探るようなことで。

「ぶっちゃけ卑ひ怯きようだよね。どういうつもりなの……？」

　そして悠伊の言葉に、九く郎ろうと小お津づも顔を見合わせる。

　その表情を見る限り、二人も悠伊と似たような意見みたいだ。

「…………」

　稀まれ先輩はますます恐こわい顔になり、口をへの字にして黙り込む。

　そして俺は──正直、悠伊の言うようなことは内心考えてしまってはいた。

　つぶらが怒ってくれたように、理不尽だと感じてもいた。

　けど……。

「ごめん！みんなには後で埋め合わせする！」

　それでも俺は、がばっとみんなに頭を下げた。

「だから今日は稀先輩の気が済むまで、俺にこうさせてくれ！」

「せ、先輩……」

「俺は稀先輩を、怒らせちゃったままだったんだ！今日こうして偶然にでも会えたんなら、きちんとお詫わびしないといけないと思うしっ……そうじゃないと、俺はつぶらと胸張って付き合えないしっ……」

　そう。相手を怒らせたまま、胸にしこりを残したままにしておくことの辛つらさは、俺はじいちゃんとのことでいやってほど思い知っている。

　だから、稀まれ先輩にはきちんと許してもらえるまで詫わびたい。だってこの人はあの日、そう、つぶらも言っていたように、まるで当たり屋みたいに俺にいきなり気持ちをぶつけられて……。

　あげく、それを単に『間違いだった』『実は好きじゃなかった』なんて言葉で片付けられてしまったんだ。

　戸惑っただろう。腹が立っただろう。理不尽だって思っただろう。……今の俺みたいに。

　つまりこれは俺にとって報むくいなわけだし──

「先輩の怒りきもちだって、きちんと受け止めなきゃダメだと思うんだよ！」

「ッ────!?」

　びくん！とそこでいきなり、稀先輩は身体からだを突っ張るように固まった。

「え？」

　と俺が視線を向けると、その頬ほおがみるみる赤く染まっていく。
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「ま、稀先輩？　どうしたんですか？」
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　唇を噛かんでうつむいていたかと思うと、ばっ！と稀先輩は急に勢いよく立ち上がった。

　ま、まさかめちゃくちゃ怒らせた？　俺の言うこと、先輩的にはおこがましかった!?

「すっ、すいません！俺、生意気なことをっ──」

　とにかく謝罪を──と大焦りで頭を下げ、詫びようとしたそのときだった。

　稀先輩はギュッと両手を握り、まるで覚悟を決めて跳躍するような勢いで叫んだ。




「好き！」




「…………………………えっ？」

　とっさに意味が分からなかった。

　すきって……え？　ど、どういうこと？

　稀先輩、俺のことムカついてて……えっ？　えっ？

「ま、稀先輩……？」

「────っっっ!?」

　俺が思わず一歩進み出ると、稀先輩は首から上をどかんと真っ赤に染め上げた。
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　そして上着をひっつかむと、ものすごい勢いで初は鹿じか野の家を飛び出して行ってしまった。

「「「「「………………」」」」」

「……なんだったのですか？」

　ひょこっと顔を出したお母さんの質問に、俺たちは誰だれ一人、答えることができなかった……。














　稀まれ先輩、マジでなんだったんだろう……。

　好きって……そういうことなのか？　でも……。

　と、いろいろ気になりはするけど、どうしようもない。なにせ誰だれもあの人の連絡先を知らないし、冬休み中の今ではクラスに訪ねて行くこともできないし。

　なのでいったん置いておく以外になく、そしてクリスマスが過ぎればあっという間に年明けだった。




「明けましておめでとうございます、お祖じ父いさま。お加減よろしいようでなによりです」

「おぉ、ありがとうなつぶらちゃん！今年も功こう成せいをよろしく頼むよ」

　元日の今日は、つぶらが星ほし井い出で家に来てくれていた。

　というのも、じいちゃんが三が日の間は一時退院の許可が出て、我が家に滞在しているからだ。

　つぶら的には、自分がお見舞いしたときに、危篤状態から奇跡的に目覚めたじいちゃんだ。それが今じゃ一時退院の許可が出るくらい病状がよくなっているんだから、年始のご挨あい拶さつと一緒にお祝いを──って話にもなる。

　その気持ちだけでも嬉うれしいのに……。

「も、もちろんです。なにせ……私はせんぱ、いえ、功成さん……の、彼女で……こ、婚約者、ですからっ」

「そうだよなそうだよな、功成と一緒にひ孫の顔を見せてくれるんだもんな！いやぁ、ひ孫の前にこんな可愛かわいい孫娘の顔が見られるたぁ、おれも幸せもんだよまったく……！」

「そ、それはまだ少し早いですけど」

「っていうかおじいちゃん、孫娘ならもういるんだけどね……」

　と、真っ赤になっているつぶらと、いつもどおりニマニマしている悠ゆう伊い。

「だから幸せもんだって言ってるんだよおれは。可愛い孫が三人、おまけにそのうちひ孫もだ！そりゃ病気もすっ飛ぶってもんだ、あっはっは」

　その二人に囲まれて相好を崩してるじいちゃんに、じ～んと胸が熱くなってしまう俺。

　じいちゃんもこの調子なら、正式な退院もそう遠くはなさそうだよな。元気で長生きして欲しい。そして、俺とつぶらの……。

　ま、まあそれはひとまず二年経たってから考えるとして。

「にしても、功成。つぶらちゃん和装も可愛いわねぇ」

「その上、受け答えもしっかりしていてなぁ。俺たちもうすっかり彼女のファンだよ」

　と、父さんと母さんが俺に耳打ちしてくる。

　フッフッフ、と今度は誇らしくなってしまう俺。

　なにせ今日のつぶらは、お正月らしく晴れ着姿なのだ。

　赤を基調としたあでやかな振ふり袖そでで、髪型もそれに合わせてアップでお団子にまとめたものになっている。可愛かわいくて綺き麗れいで大人っぽいという、期間限定の最強フォームみたいな状態だ。

　来てくれたのを玄関で迎えたとき、俺が堪たまらず「可愛すぎか…………ッッッ!?」と膝ひざをついてしまったのも無理はないし、両親がこうして目を細めるのも当然だろう。

「まあ、つぶらだからね！」

「まったくだ。しかし改めて、よく思い切ってくれたもんだよなぁ。こんな可愛くて利発な子が、この歳としで結婚前提のお付き合いだなんて」

「本当ですよねぇ。うちとしては嬉うれしい限りですけど」

　と、二人が（みさおさんとは色合いが違うけど）俺たちの付き合い方を受け入れてくれてるのも、嬉しい限りだ。

「功こう成せい、あんた本当に、つぶらちゃんを大事にしなきゃダメよ」

「言われるまでもないって」




　──そう。言われるまでもない。

「先輩、寒くはありませんか？」

「うん、俺は大丈夫」
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　と、数十分後。俺とつぶらは連れだって家を出ていた。

　前々から、「一緒に初はつ詣もうでにも行こう」という話をしていたのだ。つぶらは例年、お母さんと二人で行っていたらしいけど、今年は先輩と……なんて言ってもらえたら、当然頷うなずくに決まってる。

「でも、先輩、手袋をつけていないじゃないですか。防寒を考えるなら、末端部の露出はよろしくありません」

「手袋してないのはつぶらもだろ？　つぶらこそ、寒いの大丈夫か？」

「私は平気です。その……せ、先輩と手をつながせていただければ」

　照れつつも、真面目まじめくさった顔でそう言ってくれるつぶら。

　……これだから、特別に意識しなくても大事にしたくなるんだよなぁ。

　つぶらが俺を大事に想おもってくれてるのが分かるから、俺も自然と「大事にしたい……！」って気持ちが湧わき起こってくるわけで。

「その、今日は晴れ着ですし、帯などが硬いので腕を組むより手を──あっ、ん」

　笑いながら、サッと彼女の手を取って握った。

「実は俺も、だから今日は手袋はつけてこなかったんだ。つぶらと手をつなぐんだから、手袋なんかが間に挟まってたらもったいないし」

「わ、分かります。直じかに触れ合って、体温と感触を感じたい……今日も一緒にいるということを噛かみしめたい……と、いうことですよね」

「あはは、正月からつぶらの分析癖は好調だな」

「い、一年の計は元がん旦たんにあり、ですから」

　つぶらは眉まゆを寄せてそう言うと、きゅ、と握った手に力を込める。

　今年もこうやって一緒にいましょうね、と言ってもらえてるようで、ムズムズとくすぐったい嬉うれしさが腕を上ってくる。

　ああ、ヤバい。めちゃくちゃ嬉しい。やっぱり手袋してこなかったのは正解だった……。

「…………」

　と、そこでつぶらはふと視線を落とし、少し考え込むような顔になった。

「ん、どうした？」

「いえ、その……ちょっと、思い出して……」

「何をだ？」

「…………」

　俺の問いに、つぶらは言葉では答えなかった。ただ、ますます眉み間けんにシワを寄せたかと思うと……。

「んっ！」

　いきなり勢いよく、俺の腕を顔の側まで抱き寄せた。

「つ、つぶら？」

　ただ腕を抱くだけにしては勢いがよすぎた。なんだ？　と俺が思っていると……。

「……はーっ。は───っ」

　つぶらはそのまま口を俺の手に寄せ、息を吹きかけ始めた。

　かと思うと、頬ほおにそっと……まるで頬ずりするみたいに手を当てさせたり。

「ん……先輩……」

「つぶら……」

　──寒くないように、温めてくれてるんだとは分かる。

　だけど同時にこれは、今までしてきたことがないようなスキンシップの仕方で。

（め、めちゃくちゃドキドキする……というか……）

「せんぱい……。はぁ……、んっ……」

　妙に色っぽくて、可愛かわいくて……まるで、なにかのアピールをされてるかのようで……。

（そう……もっと熱いスキンシップを、求められてるみたいな……）

　たとえばキスとか……つ、ついにそういう気になったのか？　ひょっとして新年だからとか!?

「あ……っ」

　と、そこでつぶらはサッと頬を染め、我に返ったかのように俺の手を放した。

「私、どうしてこんな……」

　無自覚にしてしまっていたらしく、自分の行動に驚いた様子だった。

「う、うん。俺もちょっと驚いた。……どうしたんだ？」

「その……、私……」

「い、いや、俺は別に勘違いしてないぞ？　つぶらも新年だから一つ大人の階段を登っちゃおうって感じでキスしてみたくなったのかな？とか！」

「あああああ当たり前です！そんなはしたないこと考えたりしません！」

「分かってる、だから分かってるから！」

「そうですっ。私はただクリっ──」

　と怒気も露あらわに言いかけて、しかしつぶらは途中で口をつぐんだ。

「…………」

「……つぶら？」

「な、なんでもありません！」

　……ホントに？

　と一瞬思ってしまったけど、まあ、つぶらがなんでもないと言うんならなんでもないんだろう。

「そっか、ならいいんだけど──」

「はい……」

　俺としては、すんでのところでギリギリ踏みとどまれた気分だった。

　──危ない危ない。つぶらの気持ちを大事にしたいくせに、それをないがしろにするみたいに、衝動的にキスしたくなるとか。

　それもこれも全部、今日のつぶらが一段と可愛かわいくて魅力的だからだけど……。

「な、なんですか」

「いやいやっ、今日のつぶらはホントに可愛いなってさ！」

　ギロッと睨にらまれてしまったので、罪悪感的なものも手伝い、慌ててそう言う俺。

「しかも、アレだよな。振ふり袖そでって基本的に独身の頃ころにしか着られないもんなんだろ？　つまり、今のうちだけの特別なつぶらなわけで、もう見てるだけでドキドキして嬉うれしくなって……すごく、大事にしたくなる」

　結局、思っていたことをほとんど全部素直に口にしてしまった。

　すると、眉まゆを吊つり上あげていたつぶらは途端にボッと頬ほおをバラ色に染めて、

「は、はい……なので今日は是非ともと、お母さんに着付けと髪のセットをお願いして……」

「俺に見せてくれた……ってことなんだよな？」

「……せ、先輩。最初のときに崩れ落ちてくださったのに、また、その、ほ、褒めてくださるんですね。つまりそれは、重ねて褒めずにはいられないくらい、その、先輩的に……」

「可愛くて嬉しくてめちゃくちゃ大事にしたい！」

「…………せんぱい」

　噛かみしめるように囁ささやくと、つぶらは胸に手を当てた。

「私も、お見せできて、先輩が喜んでくださって嬉しいですっ……」

　ああ……花が咲くみたいに笑ってくれた。

　うん、これを大事にしたいんだ。そして俺が『二年待ってください』というお願いを守ってるからこそ、つぶらが安心してくれてるっていうのもよく分かる。

　だからいくら愛いとおしくっても、俺は決してキスしたくなったりしないぜ！

　その辺、俺もまだまだ未熟ながら、多少は大人になったってことなんだろう。つぶらから告白してもらえたことで、心の余裕ができたというか。

　うん、こうやって俺たちはまず二年後まで一緒に……と、そう考えていたところで。

　ぴろーん！と電子音が鳴った。

「ん？　ああ、俺のスマホじゃないな……」

「あ……、すみません、私の方です。ＬＩＮＥが来たみたいです」

　つぶらは大急ぎでバッグからスマホを取り出す。別に焦らなくてもいいのに、急いでくれるところがなんというか、つぶらだ。「会話の途中だったから待たせないように」とでも考えてくれてるんだろう。

「梅うめ香かさんでした」

　そしてスマホの画面を見せてくれる。

　覗のぞかせてもらうと、確かに小お津づからのあけおめスタンプだった。「今年もよろしくね！」なんてメッセージも添えられている。

「ははは。小津のやつ、きっちりしてるなぁ」

「はい、梅香さんってこういうところがマメですよね。昨日も『よいお年を』ってＬＩＮＥをくださいましたし、今日もこうして……。毎日毎日、こちらを気にかけてくださると言いますか……」

「あ、そうなの？　そんな頻繁にやり取りしてるんだ」

「……先輩とはこうじゃないんですか？」

「まあ、俺と小津はその辺、わりとドライだからなぁ」

　顔を会わせれば話はするけど、ＬＩＮＥとかのやり取りなんかは、ほとんどしないというか。

　付き合いの長い友達ではあるものの、基本的に俺にとって小津はまず「悠ゆう伊いの幼なじみ」って感じだからなぁ。

　それに、男の俺があまり密にやり取りしたら、あいつが付き合ってる彼氏に悪い気もするし……。

　今特定の相手がいるのかどうかは分からないけど、基本的にいつだって男はキープしてて、遊びたい放題って話をさんざん聞かされてるし。

　だからホントだったら、クリスマス会に呼ぶのもちょっと気が引けたのだ。まあ、向こうが「別に平気、むしろクリスマスイブに誰だれか特定の相手と過ごすと他ほかの男に悪いし！」とか言うから、遠慮なく招待させてもらったけども。

「そういう距離感が俺と小津というか……。にしても、正直ちょっと意外だな」

　俺がそう話を変えると、つぶらはＬＩＮＥの返事を打ちながら小首を傾かしげる。

「何がですか？」

「いや、遊び人の小津と真面目まじめなつぶらだと、ひょっとしたらそこまでウマが合わないかも、とか思ったりはしてたもんで」

　交友関係ができた経緯が経緯だから悪くは言わないだろうけど、小津が不特定多数の男と遊び回ってることを、つぶらがよく思わない可能性は正直、考慮に入れていた。

　が、どうやらそうでもないらしい。つぶらはむしろ、小津に敬意を抱いてるような印象だし、ＬＩＮＥのやり取りもけっこう頻繁にしているっぽいし。

「確かに正直、梅香さんの、たくさんの男性と浮名を流してらっしゃるところは、私としては理解不能ですけど……」

　と、つぶらは少し困ったように笑って、

「……先輩、お気づきですか？」

「何がだ？」

「私が『先輩』と呼んでいるのは、先輩だけなんです」

「あ……言われてみればそうだな」

　さっきもそうだったけど、小お津づのことは『梅うめ香かさん』と名前で呼んでいる。九く郎ろうのことも確か『九郎さん』だったはずだ。

「最初は梅香さんのことも、小津先輩と呼んでいたんです。けど、梅香さんは『先輩、って呼ぶのは一人だけにしておいた方がよくないかな』と言ってくださって……」

「それって……」

「はい。『それは、つぶらちゃんにとって特別な呼び方でしょ？』と」

　……つぶらにとって特別な相手。つまり俺を呼ぶ呼び方。

　だから同じ呼び方をされるのは悪い……と、気を利かせてくれたわけか。小津のやつ。

「……経験豊富な方は、やはり違いますよね」

「確かになぁ……粋いきな計らいっていうか」

　なるほどな。だからつぶらも素直に、小津のそういう気遣いができるところに敬意を払ってるわけか……。

　と考えていたところで、再びつぶらのスマホが新規のＬＩＮＥ通知を告げた。

「…………」

　それを見ると、つぶらは今度は少し、複雑な顔をした。

「また小津か？」

「はい……、先輩、グループトークにして構いませんか？」

「ん？　別にいいけど……」

「ありがとうございます。では……」

　つぶらがスマホを操作すると、程なく俺のＬＩＮＥに「先輩を交えてのグループトークにさせてもらいました」というつぶらからのメッセージと共に、トークの窓が開いた。

　それに続いて、『功こう成せい、あけましておめでとう。つぶらちゃんと一緒だったんだね』という小津からのメッセージ。

「でも、つぶら。どうしてわざわざグループトークなんだ？」

「わ、話題が話題でしたので」

　と、そこで続いての小津からのメッセージ。

『その後、青あお原はる先輩からアプローチあった？』

　……それも気にしてくれていたらしい。

　というか、このことならつぶらには話してるから、別に俺が小津とやり取りしなくてもよかったんじゃ……。

「お願いします、先輩」

「ああ、うん」

　まあ、別に大した手間でもないからいいけど。むしろ小お津づも気にしてくれてたんなら俺に直接連絡くれりゃ早いのに、ってところだし。というわけで。

『いや、ないけど。お互いに連絡先知らないしさ』

『あ、そっか』

　送り返すと、すぐに小津から返事が来た。

『あれ、結局なんだったんだろうね。まさかホントに好きってことはないと思うけど』

「…………」

　改めて、ちょっと考えてしまった。

　俺も小津の言うとおりだとは思うけど……俺のこと、ムカついてたんだと思うし……。

　でも、だとしたらなんであの人は、いきなりああ言ってきたんだろう？

（俺のこと見直してくれて、いいな、と思ったから……なわけはないしな。前の俺じゃないんだから）

　なんて考えていると、小津から追加のメッセージがやって来た。

『ひょっとして、あれも嫌がらせっていうか、腹いせの一いつ環かんだったのかな？』

『それって遠回しすぎるというか、意味がよく分からなくないか？』

　俺はすぐにそう打ち返した。腹いせをしたいんだったら、あんな打ち切るみたいにするんじゃなくて、俺に世話を焼かせ続けた方がいい気がするし。

　するとまたすぐ小津から、

『自分にあんなコトしておいて、功こう成せいが彼女持ちになってるの、ムカつくからぶち壊してやろうーみたいな』

『女ってそんなこと考えるの!?』

『例えばだってば』

　例えばでもその発想はなかったよ……マジで恐こわいな、女って。

　いやまあ、あくまでも一般論の話で、俺の可愛かわいいつぶらにはその発想はないだろうけど……と視線を向けると、

「…………」

　つぶらは深々と眉み間けんにシワを寄せ、自分のスマホを睨にらみつけるように見ていた。

　……なんでそんな顔してるの？

　というかそもそも、さっきから反応がないけど……。

『とにかく、今度顔合わせたらきっちり問いただした方がいいね』

　そこに小津からのメッセージが続けてやって来る。

　それは俺も同感だ。なのですぐ、返事を打って送る。

『分かってる。学校始まったら一回聞きに行ってみるつもり』

『そっか。了解、首突っ込んでごめんね。どうしても気になっちゃって』

　やっぱり恋愛強者的には、この手の話題は見逃せないみたいだ。

　ひょっとして、つぶらにこまめに連絡取ってるのも、俺たちの仲が順調なのかどうか気になって、とかなのか？

　まあ、そうやって気にしてくれてるのをつぶらはありがたがってるみたいだから、別にいいんだけども……俺としてもありがたいし……。

『それじゃ今年もよろしく、功こう成せい』

『あいよ。こちらこそ』

　と、それで小お津づとのＬＩＮＥは終わった。

　そうしてスマホをポケットにしまうと、俺をじっと見ていたつぶらの視線に気づく。

「あ、話終わらせちゃって大丈夫だったか？」

「大丈夫です。……それより先輩っ」

「ん？」

「……改めて、その、手を、いただけますかっ」

　やたらめったら意気込んでお願いされた。

「もちろんだけど……」

「ありがとうございますっ。では……んっ！」

　がば！とつぶらは俺の手をさっき以上に勢いよく取り、再び口元を寄せた。

「はーっ……は──っ！」

　そしてまた、温かい息を吹きかけてくれる。それもやっぱり、さっきより強く。

「も、もう少し続けて構いませんか！」

「そりゃもちろんだけど……嬉うれしいし……」

　でも、なんで改めてそんな熱心に？

「ありがとうございます。その……ら、ＬＩＮＥをしている間に、また冷えてしまったでしょうし。温め直して差し上げるのは彼女の役目だと思いますし！」

「…………俺の彼女、めっちゃ健けな気げだなぁっ」

　思いっきりジーンときてしまった。そっか、会話に参加してなかったのは、こうするタイミングを計ってくれてたからなのか！

「俺って幸せ者だよなホント……。ヤバい、嬉しすぎてまた崩れ落ちそうなんだけどっ」

「で、ですからアスファルトの上ではやめてください！本当に膝ひざがどうかしてしまいますからっ」

「あはは、うん、頑張って堪こらえる。つぶらと一緒に初はつ詣もうでに行くところなんだし、歩けなくなったら困るしなっ」

「もう……」

　つぶらは吐息混じりに囁ささやきながら、改めて俺の手に頬ほおずりしてくれた。

　君が俺を大事にしてくれてるように、俺も君を大事にするよ……と応こたえるように、俺からもつぶらの熱い頬を包み込むようにした。

「あ……せんぱい……。く、くすぐったいです……でも、せずにはいられないんですよね、そういうことなんですよねっ……ふふっ……」

　──うん。本当に。




　そうして俺たちは電車に乗り、初はつ詣もうでに向かった。

　目的地である神社の最寄りは、うちの駅からだと各駅停車で五駅。

　奇くしくも……と言うのかどうか分からないけど、あの初デートのときに待ち合わせた駅だった。

「思い出すなぁ、初デート。あのときはつぶら、精いっぱいにおしゃれして早くから待っててくれてさ」

　満面の笑みでそう話を振ると、つぶらはモジモジと胸元を押さえて応える。

「は、はい。もう二ヶ月半も前になるんですね、あのときはなんと言いますか、とにかく必死で……」

「……今度は晴れ着のつぶらと、手をつないで一緒に来られてすっげー嬉うれしい！」

「せ、先輩、声が大きいですっ」

「あはは、ごめんごめん。嬉しさのあまりつい」

「……先輩、あの日も今日も私を一目見るなり、その、その、か……可愛かわいいと……仰おつしやってくださっただけでなく、崩れ落ちもしてくださいましたよね」

「確かにな。うーん、成長してなくて申し訳ない」

「何を言うんですか！先輩のそういうストレートな反応、私がどれだけ嬉しかったと思ってッ──」

「つぶら、つぶら。つぶらも声が大きいって」

「あっ……ご、ごめんなさい、つい」

「いや、そういうことを一生懸命言ってくれるつぶらだから、あのとき以上に大好きなんだけどな」

「そっ……やっ……あ、ありがとうございます……。私も大好きですっ」

「だから声、声っ」

「分かっています、分かっていますけどっ。でもあのときの私はまだ恋を自覚していませんでしたから今はそのときの分も言わなくちゃって思ってっ」

「…………」

「せ、先輩？」

「いや、また『可愛かわいすぎか……ッ』って崩れ落ちそうになって」

「ですから嬉うれしいですけど！でも本当に膝ひざに悪いですからっ！」

「あはは。とにかくまあ、今後もこの駅といえば初デートって感じになりそうだな。なんせ今日もある意味初デートなわけだし」

「あ……、そ、そうですよね。今年、最初の……」

　俯うつむいて噛かみしめるように呟つぶやき、きゅぅ……と俺の手を強く握ると、つぶらは、

「……はい。これからは毎年、一緒に来ましょうね」

　赤くなりながらも、しっかりとそう応こたえてくれた。




　神社は駅から歩いてすぐだった。俺は来るのが初めてだったけど、鳥居が線路沿いに立っていて、踏切で線路を渡ってすぐ、直接参道に入るような形だったのには少し驚かされた。

　この辺りでは歴史が古く、大きめな神社だけに、参道は参拝客で大おお賑にぎわい。

　拝殿に続く列も結構長くて、賽さい銭せん箱ばこの前までたどり着くのに十数分かかったほどだった。

　まあ、つぶらと一緒なら、待つこともウキウキと心躍るものになるから、俺としてはなんの文句もない。

「さて……一緒に鈴を鳴らすか、つぶら」

　そしていよいよ俺たちの番がやって来たとなれば、そんな提案もしたくなる。

「あ、はいっ！一緒に初はつ詣もうでに来たんですもんね」

「そうそう。だからわざわざ一緒に鳴らしたい、みたいな」

「神様にも私たちの仲を見ていただくわけですね。でしたら、ますます望むところですっ」

　そう言って、つぶらはふんっと気合いを入れて鈴の緒をつかんだ。

　うわ、背伸びするみたいにしてるから、ぶら下がってるようにも見えちゃって可愛いな。

「あ……」

　なので俺は、そんなつぶらの手を大事に包み込む感じで上から手を重ねた。

「そ、その発想はありませんでした」

「ダメか？」

「い、いえ！その……鈴を鳴らさなくても神様に気づいてもらえそうなくらい、ドキドキしますし……先輩の手と、自分の手はやっぱり大きさも何もかも違うって……」

　俺もだ。そして俺たちのすぐ後ろの人たちが、「このバカップルめ……」みたいな目で見てきてるのが分かった。

　なので、もっとこういうやり取りを続けたい気分はあったけど、そのまますぐに鈴を鳴らした。

　そしてつぶらと照れ笑いし合うと、お互い用意していたお賽さい銭せんを賽銭箱に投げ入れる。

　つぶらは毎年恒例らしく、五円玉。俺は百円玉にした。

「ふ、奮ふん発ぱつしましたね」

「あはは、せっかくだからな」

　百円で『奮発』と言ってくれるあたりが、なんというか、中学生らしい金銭感覚で可愛かわいい。

　ちょっと、年上の優越感的なものを刺激されるというか。いやまあ、俺もバイトをしてないから、大して金があるわけじゃないんだけどさ。

　とにかく、姿勢を正して二礼二拍手。

　隣でつぶらも同じようにしているのを横目で確認すると、目を閉じ、心の中で誓うように強く祈った。

（この調子で、つぶらとずっと一緒にいられますように……）

　うん、まずそれだよな。

　……でも、これだけじゃちょっと足りないな。お賽銭を百円にしたんだし、もう一つくらいお願い事をしても……となると……。

（…………この調子で、強い理性を保っていられますように）

　考えていたら、自然とそんなお願い事が胸に浮かんだ。

　そう、理性。今の俺にとっては必要なものだ。

　隣にいる彼女を大事にしたい。彼女の思いも、ちゃんと汲くんであげたい。

　そのために要求されるのは……間違いなく理性！情けないけど、年とし頃ごろの男としては必要なものだった。

（見守っていてください！）

　と心中で付け加え、最後に一礼すると、息をつきつつ賽銭箱の前を後続の人に譲る。

「せ、先輩、ずいぶん熱心にお祈りしていましたね」

　石畳にぱたぱたと草履ぞうりの音を鳴らし、すぐにつぶらが身体からだを寄せてきてくれる。

「ははは、ちょっとな。つぶらは早かったけど、何をお祈りしたんだ？」

「私は、今年もよろしくお願いいたしますと」

「ああ、なるほどなぁ。毎年来てるなら確かにそれが自然だよな」

「先輩は何をお祈りしたんですか？」

「俺は……ナイショだ」

「あっ。先輩、それは不公平だと思います！」

　途端に真っ赤になって、眉まゆをつり上げて怒り出す。

「あはは、ごめんごめん。つぶらがそうやって怒ってるところ可愛いから、ちょっと見たくなっちゃったんだ」

「そっ……！やっ……そ、そうですか……」

　怒りはしても、つぶらはすぐ真っ赤になって矛を収めてくれるから本当にありがたい。

　まあ、今のは流石さすがに明かすのはちょっと、なんて誤ご魔ま化かしでもあったんだけど。

　ごめんつぶら。男ってのは悲しい生き物なんだ……！

「でもだからと言って話は別です！不公平なのはよくないと思います！」

「あっ、俺つぶらとおみくじも引きたい！」

「誤魔化さないでください！……で、でも私も先輩と引きたいです」

「あっははは」

「……そうやってはしゃぐ先輩は、年上ですけど可愛かわいらしいです」

「う……！は、反撃が来た……！」

「は、恥ずかしくて、でも嬉うれしくて、もっと言って欲しくなってくださいましたか？」

「つぶらはいつもそう感じてるわけな……」

「おみくじを引きましょう！」




　つぶらは今までお参りだけ済ませてすぐ帰っていたそうで、実のところ、おみくじを引いたことがなかったらしい。

　それを聞けば、誤魔化し抜きで一緒に引きたくなるに決まってる。というわけで俺たちはさっそく拝殿から社務所に移動し、二人でおみくじを引いた。

「な、なんだかすごくドキドキしますね、先輩」

「俺は頬ほおを紅潮させながら、いそいそとおみくじを広げてるつぶらにドキドキさせられるけどな」

「ま、またそういうことを言ってッ──」

「嬉しいから言いたくなるんだって。これもたぶん、一生覚えてるだろうなぁ」

「あ……、は、はい、私もです……先輩と初めて行った、初はつ詣もうでのこと……だからなおさらドキドキしているんだと思います……」

「……将来、一緒に笑いながら振り返ろうな」

「…………はいっ」

「あはは。そしておみくじの結果はっ！」

　笑いながら、おどけるようにバッとおみくじを開いた。

「…………」

　止まってしまった。

「先輩っ、私は『吉』でした！」

　つぶらがますます頬を紅潮させて、俺に自分のおみくじを見せてくるものの……。

「そうか……」

「先輩はどうでした？」

「俺は…………その………………」

　不覚にも、上う手まくリアクションできない。

「……また内緒ですか。本当にずるいですよ、先輩」

「いやっそういうわけじゃない！ないんだけど……その、結果が……」

　躊躇ためらいがちに、自分の引いたおみくじを差し出して見せた。

「あ……」

　ひと目見て、つぶらも俺が躊躇った理由が分かったようだ。

　なにせ、そこに大書されていた文字は──『凶』。

　その下には、「願ねがい事ごと：努力を要す」とか「待まち人びと：来たらず」とか、「試練：多数来たる」などといった、ションボリ来るような文言ばかりが並んでいて……。

「こんなの生まれて初めて引いたよ……初はつ詣もうでのおみくじがこうだと、なんか今年一年にケチが付いたみたいでヘコむよな……」

「だ、大丈夫ですっ。一説によると、凶のおみくじは境内の中に結んでいけば吉に転じるそうですから！転じれば私と一緒です！」

　もう真っ赤になって、一生懸命そうフォローしてくれるつぶら。

「そ、そうなのか？　じゃあ絶対結ばないと……！」

「結び所はあそこですね。先輩、行きましょうっ」

　少し離れたところにあるそこ（並んで立てられた赤い二本の柱の間に、たくさんの紐ひもが渡されてるあれだ）には、すでに多数のおみくじが結びつけられていた。お、俺も！さっさとこのおみくじとお別れしたい！と急いで向かう。

「え～っと、こうでいいんだよな？」

「そうですね。では、私も……」

　俺がさっそくおみくじを細く畳んで結びつけると、つぶらもいそいそと、自分のおみくじを結びつけ始めた。

「あれ？　つぶらは吉だから別にいいんじゃないの？」

「……これも先輩と、ご一緒してはダメですか？」

「い、いや、ダメじゃないけどさ！というか嬉うれしいけどさ！」

「ふふ、そうですよね」

　その笑顔に救われた気持ちになる。

　さっそく凶が吉に転じた感じだ。つぶら様々だ。

　うん、そうだよな。つぶらがいてくれれば俺は幸せなんだから、こんなおみくじの結果でも何も不安がることはないよな……。

　──なんて噛かみしめていた、そこに。

　びゅううぅっ！

「きゃっ」

　一陣の突風。つぶらは可愛かわいらしい声を上げ、少しよろめく。

「っと」

　俺は反射的に手を跳ね上げ、つぶらの身体からだを支えた。

「あ……、せ、先輩、ありがとうございます」

「いやいや、転ばなくてよかった……」

　……というか、ありがとうございますはこっちだし。柔らかいつぶらの身体を、抱きかかえさせてもらっちゃったわけだし。

　役得だったというか……いや、邪念はないけどな？　そもそもつぶらが転ばずに済んだのが一番なんだから。

「…………」

「って……つぶら？」

　どうしたんだ？　もう風は止やんだのに、つぶらは俺から離れようとしない。

　それどころか、いっそう身体を寄せるようにして、

「そ、その、また風が吹くかも知れませんから、もう少し……このままで……」

「────！」

　い、いいの!?

　つぶらの「二年待ってください」がどこまでならＯＫなのかは、相変わらず把握できてない。

　だから勇み足を踏むのを避けたくて、ここのところ俺からのスキンシップは避け気味だったけど……神様にも、『強い理性を保っていられますように』なんてお願いしたわけだけど……。

（きょ、今日のつぶら、なんか微妙に積極的だよな？　行きがけには俺の手を抱き上げて、ああしてくれたし……今はこんな……）

　どきん、どきん、と胸の鼓こ動どうが速まる。身体がどんどん熱くなってくる。

「あ、あの、先輩。勘違いしないで欲しいんですけど──」

　いや、分かってる。俺もこれ以上のことはするつもりはない。さっき神様に、理性が保てますようにってお願いしたばっかりだし。

　でも、こういうハグみたいなのがＯＫなら、今後は……。

「クリスマスの──」

　……そんなときだった。

「ん？」

　ふわりと。俺の目の前に、一片の紙切れが飛んできた。

　なんだ？　おみくじか……？

「つぶら、ちょっとごめんな──よっと」

　俺はつぶらを抱きかかえていた手を放し、その紙切れをつかみ取った。

「ああ、やっぱおみくじだ……うげ、しかもまた凶だ」

　こっちは俺が引いたんじゃないとはいえ、一日で二枚も見ることになるとは。

　何？　今年はこの神社、凶の大放出をする方針にでもしたの？

「結んであったのが、さっきの風で飛ばされてしまったんでしょうか」

「だ、だとしたら、結び直しておいてあげないとだなっ」

「はいっ」

　俺もなんというか、そうしないと落ち着かないし。厄を落とさないと、みたいな。

　そういうわけで、さっそく──というところで。

「えええっ……!?」

　石畳をカツカツと鳴らす足音が近づいてきたと思ったら、そんな大声。

「ん？」

　振り返ると……そこには、

「ほ、ほほほ、星ほし井い出でッ……」

　思いっきり目を見開いた、派手な服装に脱色した髪のギャルっぽい女の子。

「えっ……ま、稀まれ先輩!?」

　俺も大声を出してしまった。だって、あろうことかクリスマスイブの夜にああして別れたっきりの稀先輩とまたばったりなんて！

　でも、あのときは一貫して機嫌悪そうな仏頂面だったのに──

「ウソぉ……、ウソみたいっ……」

　今は頬ほおを紅潮させ、アタフタしてて……。

「また会えちゃった……」

　信じられない、みたいにそんなことを呟つぶやいていた。

「ッ……」

「ど、どうもその節はっ……」

　あのときのことを思い出したのか、つぶらがギリリッと眉まゆを寄せたので、俺は仲裁するかのようにとにかく慌てて頭を下げた。

　でも、「また会えちゃった」って……どういうこと？

　というか、なんの心構えもしてなかったところにいきなり現れたから、一体どういう応対をすればいいのかとっさに分からない……！

　というところに、

「しかも……アタシのおみくじ、キャッチしてくれちゃった……」

　なんていう、稀まれ先輩の噛かみしめるような呟つぶやき。

「あ。こ、このおみくじ、稀先輩のだったんですか？」

「うん……凶とかサイアクだし、結ばなきゃって……大吉なら持って帰って、悪い意味のなら吉に転じるために結んで帰るってググったら書いてあったし……」

「あ、ですよね、だから俺もさっき結びました」

「えっ、アンタも凶だったの!?」

「ええまあ……そ、それじゃ、とにかくどうぞ」

「う……うん、アリガト……」

　俺からおみくじを受け取ると、先輩はそれをギュッと胸に抱きしめた。

「…………♪」

　そして、頬ほおを染めながら睫まつ毛げを伏せ、微笑ほほえむ。

　……というか、なに？　この展開と雰囲気。

　とりあえず今は怒ってないみたいだけど……。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　いや、怒るどころかますます赤くなって、なんか身体からだをクネクネし始めたんだけど……どういうこと？

「あ。あの……稀先輩……？」




「……好き！」




「────ッ!?」

「ああっ、もうっ！こんなの運命的じゃん、ていうか神様の思おぼし召めしじゃんっ。つい逃げちゃったけどどうかまた逢あえますようにってお願いしたら、ホントに逢えるとかぁっ」

　稀先輩はもう両手を振り回すようにしながらそう言う。

　じゃあ、じゃあ。クリスマスのあれって本気だったってことなのか……!?

「もおっ……もおっ……アタシとっ──」

　いや、今日の稀先輩はそれだけに留とどまらなかった。




「付き合って！」




「ちょっ……!?」

　なんかとんでもないこと言い出した！

　いや、意味は分かる。告白だ。俺はこの人に告白されてる！されてたんだ！

　でも……でもだよ！そもそもっ──

「な、なんでそうなるんですか！どういうことなんですかあぁっ!?」

　そこでつぶらが大声で怒鳴った。

　そう！どうしてこうなるんだ。どういうことなんだ！俺が実は先輩に好きになってもらえてたなんて、どう考えてもおかしいだろ!?

　──と、混乱しつつそう思いながら。

　俺は内心で、ひそかに噛かみしめてもいた。

（こういう展開、ものすごく身に覚えがある……ッ）

　そう。まるで……。

（立場が逆になったみたいな……前に俺が、この人にしたみたいな……）

　受けた方が戸惑うほどの、いきなりで唐突な告白。

　──あのときの俺にはちゃんと、あのときの俺なりにああした理由があった。

（じゃあ、この人も……なのか……？）

　そう思ったら──

「と、とにかく！話聞かせてください、ここじゃなんですから場所変えましょうっ。とりあえずおみくじ結んでっ……」

　そう言う以外になかった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






　ファミレスというやつは、正月から開いてるからありがたい。働いてる人たちは大変なんだろうけど、座って話す場が欲しかった俺たちとしては大助かりだ。

「はむ、はぁむ、んくん。イチゴのパフェも美お味いしいですね、びっくりしました、先輩、頼んでくださってありがとうございますっ、はぁむん」

　そしてさっきまで憤慨しまくってたつぶらが、（俺が独断で注文した）パフェを食べ始めると、あっという間に沈静化してくれたのも助かった。

　やっぱりパフェ食べてるところも、食べ始めるとあっさり機嫌を直してくれるところもつくづく可愛かわいいな！

　と内心で噛みしめてしまったものの、しかし、申し訳ないけど今は……。

「はー、ここでアタシにもオゴりとか……超男らしい……はー……」

　つぶらと同じく俺が注文したパフェをつつきながら、何やら小声でブツブツ言ってる稀まれ先輩の方が気にかかる。

「えーと……落ち着いたところで、稀先輩。さっそく聞かせてもらいたいんですけど……」

「はっ。そ、そうでした、説明してください！一体どうしてあんなこと言ったんですか、しかも唐突に！」

　切り出した俺に、つぶらは我に返ったかのように追従してビシッと指摘し直す。

　まあ、パフェをすくったスプーンを口元に寄せたままだったし、あげくその口の周りにはクリームとかつきまくりだったから、締まらないことこの上なかったけども。

　が、それはそれ。そして俺はこれ以上つぶらを激げき昂こうさせたくない。

「つぶら、つぶら。ほらほら、パフェ食べてくれっ」

「は、はい……はぁむ、あむ」

「で……稀まれ先輩。さっきのはその、いわゆる……告白……ってやつでいいんですよね」

「う、うん。ひへへ」

　俺が改めて切り出すと、稀先輩は耳のピアスをクリクリ弄いじりながら照れ笑いする。

「だからそれが理屈に合わないと言っているんです！」

　パフェを再度食べ始めたものの、やっぱりつぶらは黙ってはいられないらしい。眉まゆを吊つり上あげてそう怒鳴る。

「先輩には私という彼女がいるにも拘かかわらず、というのを抜きにしても……そもそもです！あなたはかつて、先輩からの告白を無下に断った人じゃないですか！」

　……そうなのである。つぶらが『理屈に合わない』と憤慨するのも無理はない。

　しかも普通に断ったわけじゃないんだ。捨すて台詞ぜりふみたいに「何それキモっ」とか言って、走り去ったわけで。

　その上で、後日俺が「あの告白を撤回させて欲しい」と言ったら、グーでぶん殴ってきたくらいなわけで……

「俺は稀先輩に、めちゃくちゃムカつかれてるんだと思ってたんですが……」

「そ、それは、なんてゆーか……」

　稀先輩は視線を外しながら髪を掻かき上あげると、今度はこぼれた髪の毛先を指にくるくる絡めるみたいに弄もてあそぶ。

　……いや、仕草がいちいち色っぽいとか、そういうことは今はいい。

「は、はい。なんていうか……？」

「…………ホントは星ほし井い出でにコクられてすっごいドキドキしてたの！」

「──!?」

　なっ、なんだってぇぇぇッ!?

　あまりに意外な事実に、思わず内心で叫んでしまった。

　だけど嘘うそを言ってる風じゃない。稀先輩はもう、耳まで真っ赤で。

　いや、でもなんで!?　俺、ドキドキしてもらえるような告白の仕方してた気、正直まったくしないんだけど！それに──

「だっ、だったらどうして、先輩にひどい捨て台詞を吐いて逃げ去ったりしたんですか！」

　そう、それ！と、つぶらが眉まゆを吊つり上あげて投げかけたその疑問に内心で同意する。

　すると稀まれ先輩は、

「だ……だってぇ……、その、その、だ、男子にコクられたのなんか初めてだったし……」

　なんて、片手で頬ほおを押さえながら恥ずかしそうに言うもので、

「「そ、そうだったんですか!?」」

　今度はつぶらと声を揃そろえて驚いてしまった。

「そうだったのっ。実を言うとアタシ、こういうファッションするようになったのけっこう最近で……それまではずっとバスケやってて、体育会系だったから全然モテなくてっ」

「い……、意外ですね」

　思わず言ってしまった。

　いや、だって稀先輩、この格好がホント板に付いてるし……。髪を脱色してる人ってたいてい日本人的な顔つきと合ってなくて、なんとなく浮いてるみたいに感じるものだけど……この人の場合、なんだかとても自然だし。

　色も白いし、目鼻立ちもはっきりしてるからだろうか。つまり、どことなくハーフっぽいというか、雰囲気がある美人なわけで……。

　俺からすると、すごいモテそうな感じがするんだけども。

「で、バスケやめてこういうカッコ始めたら、ギャップがすごいとか言って笑われてばっかで……やっぱり、全然モテなくて」

「そ、そういうもんなんですか」

　まあでも、以前のイメージが強かったら、そうなるのかな。

　いや、俺は以前の稀先輩を知らないから、「こんなに美人なのにモテないなんて」とはどうしても思ってしまうけど。

　と、俺のそんな感慨は今は置いといて。

「だから星ほし井い出でにコクられたとき、すっごいドキドキして、すっごいパニクっちゃたの！恥ずかしくてワケ分かんなくなっちゃってっ……それであんな……」

　稀先輩は両手を握って、必死な感じで言葉を継つぐ。

「う……そ、それはなんだか分かる気がします。私も自分でもよく分からないままに、先輩の言葉に応こたえていた経験がありますし……」

　そんな稀先輩に、グッと詰まったかと思うと、真顔になってコクコク頷うなずくつぶら。

「周囲から怖がられてたところに、まったく気にせず踏み込んできてもらえたときの嬉うれしさは……はい……」

　相変わらず、相手の言葉を誠実に受け止め、理解を示す子だ。大好きだ。いやそれは今はともかく。

「う、うん、思わずヘンなコトは言っちゃったけど、星井出がホントまっすぐ、顔真っ赤にしてコクってくれたのは超ドキッとしたしっ……スマホ拾ってあげただけでっていうのとかも、あーこういうささやかなことに喜んでくれるのってすごいイイじゃん、って思ったのはウソじゃなくてっ……」

　稀まれ先輩の言葉。

　じゃあ……あのとき実は俺たち、同じ気持ちを抱いてたってことなのか？

　俺も、思ってた。この人いいなぁって。そう考えると……ま、マズい、なんか今さら猛烈にドキドキしてきたっ……！

「だ、だったらどうして先輩の告白のことをクラスで吹ふい聴ちようしたんですか！」

　一方、つぶらは改めて眉まゆを吊つり上あげて怒鳴る。一つ理解できた分、いっそう分からないことができた、ってところなんだろう。

「あんな、美化委員長さんが先輩を悪く見るようなっ……」

　確かにそのとおりだった。後で知ったことだけど、美化委員長さんはやっぱり稀先輩と同じクラスで。

　だからあの人は間違いなく、俺の唐突な告白のことを稀先輩から聞いている。そうじゃなければあの日、俺のことをああして無差別告白魔だと警戒しなかったはずで……。

（……あれ？　そうなると……）

　そこで気づいた。

　美化委員長さんのその警戒のおかげで、俺はつぶらと二人で作業することになったんだから……ある意味……。

「……あれ？　それがなければ、先輩と私は……」

　つぶらもそれに気づいたらしく、目を大きくして呟つぶやいていた。

　そう、その流れで行くと、稀先輩は恩人なのである。

　少なくとも、この人がいなかったらつぶらと今みたいな仲になっていない──という観点においては、九く郎ろうや小お津づにもひけは取らない。

　つまり……あれ？　むしろ俺たち、お礼を言うべき？

　と、そろって詰まってしまった俺たちには気づかず、

「悪く言いふらしたりなんかしてないよぉっ！アタシ、どうしようどうしようあんなコト言っちゃったぁって頭抱えてただけだしっ……」

　稀先輩はそのときの状態を再現するみたいに、頭を抱えてブンブン身体からだを振る。

「そ、それじゃ俺のこと、クラスで罵ののしっていたわけじゃないんですか」

「当たり前じゃんっ、そんなことするワケないしぃ！好きになっちゃった相手のコトなんだからぁっ」

「ッ……」

　い、いや、またドキッと来たりはしていない。そしてそうなると、美化委員長さんは稀先輩の嘆きを悪く受け取って、ああして来たってだけの話らしい。

「だけど星ほし井い出でには、謝りに行けなくて……顔、合わせられないっていうか、超行きづらくてっていうかっ……」

「うっ……そ、それも分かります……自分が失言してしまったという自覚があると、どうしてもそうなってしまいますよね……」

　つぶらはまたしても、稀まれ先輩に理解を示していた。……ひょっとして、あの「誰だれでもよかったんですか」のときの話か？

　だったら俺も分かる。確かにあのときは俺も、会いに行かなきゃと思うものの、どうしても躊躇ためらう……というか、尻しり込ごみしてしまっていた。

　小お津づに背中を押してもらえなかったら、どうなっていたか分からない。

「全部……ちゃんと、理由が……」

　噛かみしめるようなつぶらの呟つぶやきには、またしても同感だった。

　この人にだって、ちゃんと理由がある。俺やつぶらにも、あったように。

　だとしたら……少なくとも俺は、ちゃんと聞かなきゃやっぱり失礼だ！

「稀先輩っ。もっと聞かせてもらえますか、俺は聞かなきゃいけないんだと思うんですっ」

「あ……、う、うん、星井出、その顔……っ。アタシ星井出のそのまっすぐ、一生懸命アタシを見てくれてる顔、すっごいドキドキする……」

「あっ、いやっ、そのっ……」

　話は聞きたいけど、そういう話はなんか困る！この人には本当の意味で恋をしてたわけじゃなかったとはいえ、やっぱり一度好意を抱いた相手だけに、どうしてもドキドキさせられてしまうし……。

（隣にこんな可愛かわいい彼女が座ってるっていうのにっ……くぅ、俺ってやつはっ……！）

「…………」

　その可愛い彼女は、もう真剣な顔で黙り込み、稀先輩の話に耳を傾けていた。

　相手の話をきちんと受け止め、理解したい──ってことなんだろう。それはいかにもつぶららしい、俺の大好きな誠実さだった。

　……だから俺も、どうあれきちんと聞かなきゃならない。ましてや聞かせてくれと言ったのは俺なんだから！

　そして稀先輩は、またパーマのかかった髪の毛先を何度も指に絡めながら言う。

「あのときも、思い返せば思い返すほどそうだったから……だからアタシ、もう一回星井出がコクりに来てくれたらなぁとか考えちゃってて……」

　思わず目を惹ひかれてしまうくらい、色っぽくも可愛らしい仕草で。

「そしたらそのうち、星井出ってばホントに来てくれてっ……」

「あ……は、はいっ。でも──」

「そお！でも、あの告白は撤回させて欲しい、とか言い出すんだもんっ！」

「う……！」

　もちろん、俺にはそう言わねばいけない理由があった。

　けど、稀まれ先輩側の事情を聞いてみると、俺のその言葉は──

「しょ、ショック……でしたよね……」

「そうっ！来てくれたぁって喜んでたら、まさかあんな……アタシがどれくらいショックで、カチンときたか分かってくれるでしょぉ……っ!?」

「分かります、分かりますっ。いえっ、俺が分かると言っていいのか分かりませんけどっ……少なくともグーパンされても当然だったと思いますっ……！」

「…………それはすっごい後悔した！」

「えっ？」

　イヤな汗を掻かいてしまってたところで、また意表を突かれたような思い。

　こ、この人の話し方って、独特の跳躍力があるというか……なんかとにかく不意に予測してなかった方に跳んで、「どういうこと!?」ってこっちに思わせることが多すぎる！

「そ、それはどういうことでしょうかっ……」

　なのでこっちも前のめりになって、そう聞かざるを得なくなる。

　すると稀先輩はパフェの半分ほどをぱくぱくぱくっと一気に口に運んで、

「んくんくっ……だって！思わず叩たたいちゃったけど……告白が撤回っていうんなら、アタシがあんな風に逃げちゃったのもナシってコトにしてくれるのかな、って……あとで思って……」

「…………」

「だったら、今度はアタシからちゃんとコクれば……星ほし井い出でに好きになってもらえるかな、って思って……」

　……話が跳ぶのに、最終的になんか分かってしまうから不思議なもので。

　そっか。この人は俺の告白からああして逃げたことを、とにかく悔やんでくれてて……。

　やり直したいと思うくらい、もう、俺のことをすっかり好きになってくれてたんだ。

　たったあれだけのやり取りで。──俺と同じように、『嬉うれしい！』って。

（……マズいっ。ま、ますますドキドキしてきたっ……！）

　そして、そうなると……。

「だ、だけどグーで殴ってしまった手前、やっぱりそれ以降も俺には顔を合わせづらくて……ですか」

「そう！ああっ、今度はアタシからコクりたかったのにぃって！なんでアタシ叩いちゃったのぉ!?　って！」

「じゃあ……ひょっとして、そうやって悔いてたところで、クリスマスイブにばったり会ったわけですか」

「あのときはホント、神様っているのかなぁって思ったよね……ウソみたい、でもすっごい嬉うれしい、なら今度こそって──」

「……で、でも、俺の隣にはつぶらがいた、と」

「そうッッ！星ほし井い出でってばアタシをこんな風にしておいて、自分はなんかカノジョ持ちになってるんだも──んっ！」

「いやっそれはなんと言いますかっ……すいません、すいませんっ！」

「だけど星井出、アタシの名前ちゃんと覚えてくれてて。しかもなんか、お詫わびしたいからなんでも言うこと聞くとか……また、あのまっすぐで一生懸命な顔で言ってくれて……」

「だ、だからクリスマス会に参加させてって、言い出しちゃったわけですか」

「うん……だったら最後の思い出にしよう、星井出にはもうカノジョがいるんだからって、思い知って諦あきらめようって……」

「稀まれ先輩……」

「そうしたら星井出、アタシが思った以上に世話焼きまくってくれるしぃ！」

「いやっだからそれはっ。俺もとにかくまだ怒ってるんなら誠意を見せなきゃってっ……」

「けどこっちはドキドキしちゃうに決まってるじゃん！でも、それでもこれは違う、もうドキドキしても無駄なんだって自分に言い聞かせようとしてたのにっ──なのに星井出ってば、アタシのことかばってくれるんだもん！」

「────」

　つぶらと悠ゆう伊いに、理不尽すぎる、卑ひ怯きようだって難詰されて。

　確かに俺は言った。今日は稀先輩の気が済むまで、俺にこうさせてくれ──と。

「アタシの気持ちだって、きちんと受け止めなきゃダメだと思うんだって……」

　言った。それが誠意だと思った。しかし、今の話の流れだと稀先輩は──

「そんなコト言ってもらえたら……ああもうっ、やっぱり好き！ってなるじゃんッッ」

「は、はいっ！なりますよね、なっちゃいますよねっ……！」

　ヤバい、すごい分かる！逆の立場だったら俺もそうなってた気がする！

「だけどアタシまた恥ずかしくなって逃げ出しちゃってぇ～ッ！」

「いやっそれは、俺たちのリアクションもリアクションでしたし！しょうがないと言いますか無理もないと言いますかっ……」

「だから初はつ詣もうで行ったの！」

「え、えっと？」

　相変わらず要所要所で話がすっ跳ぶなぁ！

「メアドとかＬＩＮＥのＩＤとか知らないから連絡つけようがないし、冬休みだからクラスまで会いにも行けないじゃん!?」

「あ……、な、なるほど。だから神頼みに……」

「うん！もう一度逢あえますようにって、神様にお願いしたらっ──」

「あ、逢えちゃいましたね」

「そう！すごいよね、おみくじは『凶』だったのに！星ほし井い出でってば、それキャッチしてくれて！しかも星井出も『凶』だったとかぁ！一緒だぁってっ……」

「そ、それはなんかもう、ぐわ～って来ちゃいますよね」

「そうッッ。今度こそ、ってなるじゃん！」

　なる。めっちゃなる！あぁ、なんかホントすごい分かる！

「だから改めて必死でコクったの！もう後悔したくないし、自分の気持ちにはハッキリ気づいちゃったんだからぁ！」

　そして、今に至る……と……。

「……そんなカンジ。はぁむ」

　ひととおり話して落ち着いたのか、稀まれ先輩はこぼれる髪を押さえながら、改めてパフェを食べ始める。

「……………………」

　そして俺は……思いっきり、困らされていた。

（つくづくよく分かる……ッッ。稀先輩がああ言ってきたの……ッ！逆の立場だったら、俺も稀先輩みたいに懸命に足あ掻がいてしまってた気がする……ッッ！）

　心の底から、そう思わされてしまっていたからだった。

　そして、なにより……そんなにも好意を向けられてたということに、猛烈にドキドキさせられてしまってもいたからだった。

　いや、だって！こんなの初めてなのだ。今まで何人もの女の子に告白してきたけど、女の子から告白してもらえたのは、つぶらからのたった一度で……。

　しかもそれはある意味、なんて言ってもらえるか事前にほぼ分かっていたのだ。

　だから、こういう「まさか」みたいな驚きを覚える告白には、悲しいかな俺はまったく免疫がなくて。

（いやっ、でもっ……それはマズい。彼女以外にドキドキするなんて悪いッ……）

　そう。そうなのである。

　正直に言えば、稀先輩の気持ちは嬉うれしい。それは男として当然の反応だとは思う。

　だけど俺にはもう、つぶらという恋人がいるのだ。だから稀先輩の気持ちを受け入れるなんてことはあり得ないし──

（稀先輩の気持ちを理解できてしまったことすら、つぶらに申し訳が……）

　と、恐る恐る隣のつぶらに目を向ける。

　なんだか、途中からすっかり黙り込んでいたけど……。

「……………………」

「ッッ」

　見た瞬間、ざあっと血の気が引いた。

　つぶらは綺き麗れいにパフェを平らげ、それはもう深いシワを眉み間けんに寄せたものすごい恐こわい顔で腕を組んでいた。

　お、怒ってる……!?　話を全部聞いた上で、何もかもがあり得ないって！

　稀まれ先輩の言い草も、それに理解を示してる様子の俺に対しても！

「………………………………」

「つっ、つぶら……？」

　つぶらはゆっくり、組んでいた手を解ほどいた。

　そして目をくわっと見開き、断固たる口調で言い放った。




「分かります！」




「………………えっ？」

「稀さん、とお呼びしてもいいですか！」

「えっ、う、うん。その方が嬉うれしいかな、アタシ自分の稀って名前好きだし……」

　稀先輩もさすがにつぶらのこの反応には面食らったらしく、目をパチクリしていた。

　しかしつぶらは意にも介さず、むしろいっそう怒ったみたいな心底生き真面目まじめな顔で、

「では稀さんっ……分かります！稀さんが、先輩に告白したのは！」

「あ、そ、そう？　まさかアンタに分かってもらえるなんてちょっと意外だったんだけど……」

「まずです。先輩にまっすぐ気持ちをぶつけられたら、ドキドキしてしまうのは当たり前です！私にも身に覚えがあります！」

「あっ……うんうん！そーだよね！みーや──あ、美化委員長のあの子ね？　あの子は全然分かってくんなかったけど、やっぱそうだよね！」

「はい！だって先輩、本当に一生懸命気持ちを伝えようとしてくださるんですからっ」

「そうそうっ、だからなんかもう、こっちも素直にドキッと来ちゃうんだよねーっ」

　な、なんか、いきなり意気投合し始めたんですけど……!?

「先輩の前から逃げてしまったのも、顔を合わせづらくなってしまったのも分かります！だって先輩はいつだって素直で一生懸命ですから、ひるがえって自分の失言が本当に恥ずかしくて、申し訳なくなってしまってっ……」

「ちょー分ーかーるーっ！そうそう、こっちも星ほし井い出でみたいに素直にならなきゃいけないのに、って思うんだよねーっ！」

「そうです、そうですっ。だから最終的には、どれだけ恥ずかしくても緊張しても、自分も気持ちを伝えなくちゃいけないと思わされて……」

「うん……星ほし井い出でッてホント、きちんと受け止めようとしてくれるから……」

「はい、そこがなによりも、その、好ましいわけですから……」

「うんうんうんうんっ。星井出のそういうトコ、ホントいいよねーっ」

「稀まれさんも分かってくださいますかっ」

「分かる分かるッ、ちょー分かるッ。だからアタシ、結局思い切ってコクっちゃったんだもん！しかも二回も！」

「……その間、辛つらかったですよね」

「うん……でも、ある意味幸せでもあったかも……だってずっとドキドキ、星井出のコトばっか考えてたんだもん……」

「っっ……分かりますっ。先輩のことを考え始めると、頭がいっぱいになるんですよねっ」

「だからアタシも結局、思い切ってコクっちゃったの！」

「分かります！私もそうでした！きちんと応こたえたい、応えなきゃって……！」

「星井出なら、ちゃんと受け止めてくれるって……」

「そうですよねっ、だから好きになったんですよねっ。好きになることを、怖がらずにいられる人なんですよね先輩ってっ」

「初は鹿じか野のさすがカノジョじゃん、分かってるぅーっ」

「稀さんこそ！こんなに先輩のいいところを分かってくださってるなんてっ……」

　二人とも、もうすっかり大盛り上がりだけど……。

　というか、頬ほおを紅潮させて、夢中で俺のいいところについて話してくれてるつぶらはめちゃくちゃ可愛かわいくて胸がときめくし、稀先輩の素直な笑顔にもドキドキさせられてしまう一方だけども……。

　お、俺は一体どういう顔をしていれば！そして一体、どうやって収拾をつければ……！

（そして、なによりつぶら！稀先輩の気持ち、そんな認めちゃっていいのかよ！）

　いや、本当につぶららしいんだけども！相手の話を真面目まじめに誠実に受け止め、噛かみ砕くだいて、自分なりに理解しようっていうのは！

　そういうところ、心の底から大好きだけど……い、今はちょっとマズくないか？　なにせ経緯が経緯なんだし！

　と、俺が内心で困惑していると──

「………………はっ。い、いえ、だとしてもです！」

　どうやら、我に返ってくれたらしい。つぶらは急に表情を引き締め、稀先輩を睨にらみつける。

「それとこれとは話が──」

「分かってる！だからせめて星ほし井い出でと一回デートさせて！」

「………………」

　言いかけたところで稀まれ先輩に被かぶせられ、つぶらは黙り込んだ。

「い、いやっ稀先輩、いくらなんでもそれはっ……」

　代わりに俺が、さすがにと口を挟む。

　せめて──って気持ちは分からないでもないけど……。

「彼女持ちの身で他ほかの女の子とデートなんかできませんって！なあ、つぶらっ」

「……………………」

「って……つ、つぶらさん？」

　思わずさん付けになってしまった。それくらいの威圧感が放たれた、鬼気迫る、と言っていいくらいの真顔だった。

　そしてつぶらはゆっくり、稀先輩に視線を向けると、

「……分かりました」

　ちょ!?

　な、なに言ってんだ!?　さすがにそれは分かっちゃマズいだろ！

「私という存在がいると分かっていて、それでも、なんですね」

「う、うんっ。このままじゃ引っ込みも収まりもつかないしっ」

「分かります。消化不良と言いますか、不完全燃焼と言いますか、とにかく、モヤモヤしたものが残ったままになってしまう……」

「そうそうっ。初は鹿じか野の、ホント分かってくれるしぃ……！」

「きちんとお話を伺いましたから」

「じゃ、じゃあ……初鹿野……」

「はい……」

　ぎんっ、とつぶらは眼光鋭く目を見開き……。

　そして小さな身体からだいっぱいに力を込めて、言い放った。




「分かります！なので、稀さんは先輩とデートに行ってきてください！」




　──およそ、彼女が口にするとは思えない言葉。

　しかしそれは同時に、相手のことを誠実に受け止めて理解する、これ以上なくつぶららしい言葉でもあった。

　あったけど……。

（い、いいのかよ、つぶら──────!?）

　俺が内心で絶叫してしまったのも、当然すぎるほど当然な展開だった。























『……初は鹿じか野のも青あお原はる先輩もちょろすぎないか？』

　その日の夜……。

　九く郎ろうから電話がかかってきたので昼の話をしたところ、例によって一言で片付けられてしまった。

『まあ、初鹿野がちょろいのは分かっていたが、まさか青原先輩までそうだったとはな。功こう成せいの即告白を食らった段階で、すでに功成に惚ほれていたとは……ふむ……』

「……正直、俺もめちゃくちゃ驚いた」

『おまえの周りにはちょろい人間ばかりが集まるようになっているんだろうか』

「つぶらと稀まれ先輩だけじゃん！九郎とか小お津づとか悠ゆう伊いはどうなるんだよっ」

『オレと妹ちゃんはともかく──まあ、オレたちのことはいいとして』

「おう……」

『どうあれ初鹿野のお墨付きならば、胸を張ってデートに行ってくればいいだろう。せいぜい頑張れ、いろんな意味で。続報を楽しみにしている、それではな』

　ブツッ。

「って切りやがったよ！他ひ人と事ごとすぎるだろこのクールメガネっ！」

　思わずスマホに向かって突っ込んでしまった。

「ん～まぁ実際、くろくん的には他人事なんだけどね……」

　と、今度は俺が、ベッドから間延びした声に突っ込まれる。

　視線を向けると、悠伊は当たり前のような顔で俺のベッドにだらんと寝そべり、スマホをポチポチ弄いじっていた。さっきから、来ていたのである。

　ちなみに『くろくん』とは、悠伊が九郎を呼ぶ場合の愛称だ。つぶらは『つぶ』だし小津は『梅うめちゃん』だしと、近しい相手は名前を省略して呼ぶ、みたいなポリシー的なものがひょっとしたらあるのかも知れないし、なにも考えてないのかも知れない。ゆっこだし。

「というか……おまえはなんでわざわざ俺の部屋来てだらけてるかな」

「ん～、なんとなく……？」

　まあ、人の部屋のベッドでも寝そべれるところがあるならば躊躇ためらいなく寝そべるし、どこであろうとだらける、マイペースな妹なのはいやってほど知ってるので別にいいんだけど。

「おにい、帰ってきたとき、面白い顔してたし……なんかありそうだな～って」

　……そういうのもあったらしい。なんだかんだでよく見てるんだよな、こいつは。

「まあなぁ……。さすがに、正月早々こんな展開になったら」

「それで結局、おにいははるまれ先輩とデート行くわけ？」

「なんだよはるまれ先輩って」

　いや、稀先輩のことだとは分かるけども。

「可愛かわいいかな～って。アオハラって書いてアオハルとかめっちゃ面白いし」

「……それ、本人には言わない方がいいぞ？」

　名前は本人じゃどうしようもない分、弄いじったら悪いと思うし。

「は～い。極力ね……」

「極力かよ！」

「で、どうなわけ？　おにい」

「ん、まあ……俺も稀まれ先輩の気持ちは分かるし……つぶらもああ言ってるわけだし……」

「……なんじゃそりゃ」

「と言われてもな」

「さっきくろくんも言ってたっぽいけど、おにいもつぶもちょろすぎるんだよな～。横恋慕してきた相手の話を真っ正直に聞いて、真っ正面から口く説どき落とされるとか」

「い、いやでも、ゆっこも稀先輩の話聞いたら『分かる……！』ってなっちゃうって！」

「ゆっこは冷めてるし、なんないなぁ……たぶん……」

「う……それも分かる……」

「彼氏が他ほかの女とデートするのに許可出すとか、まぁ……おにいはともかく、つぶはそれでいいのかなぁ」

　と言いながら悠ゆう伊いは髪を掻かき回まわし、着ているパーカーのポケットからＳｗｉｔｃｈを引っ張り出す。持参していたらしい。だらけるどころか俺の部屋でゲームまでやる気か。

　というか悠伊、最近すっかりこういう、パーカーにスウェットのズボンって格好だな。前みたいなタンクトップとショートパンツじゃ、さすがに寒いからか？　今までは冬でもその上からカーディガン羽織る程度で過ごしてたけども……

　いや、今はそれはともかく。

「俺もいいのかな……とは思うけどさ。でも、逆にこれは、つぶらからの信頼の証あかしかなって思ってたりもする」

　と、俺はその後思ったことを、きちんと明言しておいた。

「ん～？　どゆこと？　おにい、詳しく」

「何事も起こらないって信じてくれてなきゃ、他の女の子とデート行ってきてください、なんて送り出せないだろ？」

「ん～まぁ、そうかもね」

「たぶんそれって、あの『二年待ってください』と同じ文脈だと思うんだよ。俺がそれを守れるって信じてくれてなきゃ、つぶらも今みたいに安心してくれてないわけでさ」

「……安心してるの？」

「なんせ、もうヤキモチも妬やく必要がないって言ってくれてたくらいだからな」

「…………ふ～ん」

「なにより、俺は相手の話をきちんと受け止めて、理解しようとするつぶらの誠実さが好きなわけだからさ。今日のことは驚きはしたけど、やっぱり惚ほれ直しもしたわけで……」

「だから、つぶの言うとおり、はるまれ先輩とデート行くんだ？」

「うん、今度行ってくる。そして何事もなく終わらせて、つぶらへの愛を証明してくる！」

　こぶしを握って言った。そう、つまりはそれに尽きるのである。

　つぶらが俺をそこまで信頼してくれてるなら、きちんと応こたえるのが彼氏の務め！そう考えれば、稀まれ先輩とのデートもむしろ望むところだ！見ててくれ、つぶら！なのである。

「……………………う～ん」

「……いや、なんで『うーん』なんだよ、そこで」

「ん～……だってさぁ……」

「ゆっこも俺がどれくらいつぶらを好きか知ってるだろ？」

「それはまぁ、うん……。けど、それはそれとしてさ～……」

　悠ゆう伊いはまた髪の毛を掻かき回まわして、しばらく黙った。が、やがて──

「そこまで考えてるのかなぁ、つぶは……」

「え？　な、なんだよその言い方」

「ま～、別にどうでもいいんだけど……」

「どうでもよくはないだろ！」

「イカやる～……」

「俺の部屋でかよ！自分の部屋戻ってやれよ！」

「めんどいし……おにい、ゆっこの部屋から充電ケーブル取ってきて～……」

「あげく居座る気かよ！俺、今日どこで寝るんだよ！」

「し～らな～い……」

　最近のゆっこは、前にも増してぐうたらぶりに拍車がかかってる気がするんだけど気のせいか？

　まあ、なんだかんだで妹に甘い兄おれなので、結局テレビにつないでゲームに付き合ってやったりしてしまったわけだけど……。

（そこまで考えてるのかな、つぶは……か……）

　……あのつぶらが、考えてないわけないよな。
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『いやいやいや何考えてんの!?』

　その日の夜。夕食やお風呂を済ませ、自室に引っ込んだ後。

　梅うめ香かさんからやってきた再度のＬＩＮＥに、私は少し眉まゆが寄るのを自覚した。だからすぐに、返信を打った。

『何考えてるの、とはどういうことですか？』

　最初は、先輩との初はつ詣もうではどうだった？　という話題だったのだ。

　梅香さんは本当にマメに、私たちのことを気にかけてくれる。とてもありがたいし、心強い。なにせ私より遥はるかに恋愛経験が豊富で、時にアドバイスまでくださる人なのだ。

　──どうしてそこまで気にかけてくださるんだろう。

　そうも思うけれど、それはそれ。なので、稀まれさんとの一件についても全すべて報告した。

　……それに対する返信が、『何考えてんの』。

　正直、少し心外だった。あれは私なりに、きちんと考えがあってのことだったのに。

　と、そう思っていたら、梅香さんからは文章の返信ではなく、通話の着信が返ってきた。

　メッセージのやり取りだと、まだるっこしいからということだろう。今までにも何度か、こういうことはあった。

「もしもし」

　なので、すぐに出た。すると、

『そ、そもそもだよ、つぶらちゃんっ』

　梅香さんはとても焦った様子だった。それは親身になってくださってる、ということだとは思うけど……でも、どうしてなのかは相変わらず分からない。

　きちんと、理解したい。

「はい、ご説明いただければ幸いです」

『なんで青あお原はる先輩の気持ち、受け入れちゃってるっていうか認めちゃってるの!?』

「ひとことで言えば、理解できたからですけど……」

『ひとことで言わないで！もう少し具体的にっ』

「そうですね……これは私も、きちんと恋を知ったからだと思うんです！」

『分かんない、全然分かんないよ!?　じゅ、順を追って説明して、つぶらちゃんっ』

「し、失礼しました。その──」

　私は一度息をつき、頭の中を整理してから、梅香さんに自分の考えを聞いてもらった。

　稀さんが先輩に対して抱いた気持ちは、私もとても理解できたこと。私が稀さんの立場だったら、同じように感じていた気がすること。

　むろん私には、先輩に私以外の彼女がいたら──という状況については想像不可能だけど……。

　でも、稀さんの、自分の中の想おもいはだからといって消えない、もう後悔したくない……という件については、やはり分かる気がしたこと。

「それで、せめて一度だけでもデートをって……分かります！そう、すがるようにしてしまうその気持ち！」

『は、はあ……』

「そう思ってしまったら私は何も言えません！だって、逆の立場だったら私には何も言えないかも知れないんです、それだけで稀まれさんには敬意を抱いてしまいましたし──」

　──そう。「誰だれでもよかったんですか」と先輩に言ってしまったあと、ひたすら後悔して顔も合わせられなくなってしまった私と違って。

　稀さんは、それでもと行動に移した。なぜなら……先輩が、好きだから。

「先輩を好きになる気持ちは、とてもよく分かるんです。私は恋というものをもう知っています。だから分かってしまうんです……っ」

『あ、あはは……つぶらちゃんってホント……心が綺き麗れいって言うか……』

　どうやら梅うめ香かさんにも、ご理解いただけたらしい。

　なら、よかった。せっかく親しくなれたのだ、梅香さんとも悠ゆう伊いとのような関係になりたい──

『だけどどうして彼氏が他ほかの女とデート行くことが平気なのぉ!?』

　……分かり合えるまでには、まだまだ努力が必要らしい。

『だって、なにがあるか分からないでしょ？　もし万が一、功こう成せいがあの人にグラッときたりしたら……ひょっとしたら、と、取られちゃうかも知れないんだしっ』

　そして、「何考えてるの」とは、詰まるところそういうことだったらしい。

「それはあり得ません」

　私はすぐに、胸を張って答えた。

「先輩のこと、信じていますから。だから心配はしていませんし、妬やいたりもしません」

　答えながらちょっと、誇らしくなる。まだまだ未熟な自分が、その境地に達せたことと……。

　なにより、先輩という人が恋人であることに。

「先輩は、私なんかより遥はるかに大人ですから。私の気持ちを、分かってくださってるんです。ですからなんの心配もしていません」

　そう。そうなのだ。先輩は私の『二年待ってください』というお願いを、本当に大事に受け止めて守ろうとしてくださってる。

　……嬉うれしい。安心する。先輩のそういうところが、本当に好きで……。

　私はそんな人の恋人にしてもらえてるんだから、間違ったって不安がったり心配したりするはずが──

『それこそあり得ないってば！』

　梅香さん的には、ないらしい。

『だって功成も男の子なんだよ？　それで、青あお原はる先輩って美人だし積極的じゃん！万が一はないとは言い切れないよ？　つぶらちゃんちょっと油断しすぎだってばぁ！』

「………………」

　申し訳ないけれど……。

　なんだか、だんだん腹が立ってきてしまった。

「いいえっ。私はともかく先輩は絶対に大丈夫ですっ。なにせ私の先輩なんですからっ」

　なので強い言葉で言い返してしまう。

『そんなことないってば、わたしはすっごい心配だよっ。だってだって仮に功こう成せいがあの人にグッと来ちゃったりしたら多分もうっ……』

　私以上に語気を荒らげて、梅うめ香かさんも言い返してくる。だから私は、ついついムキになってしまう。

「あり得ません、絶対にあり得ませんっ」

『わたしはもう気が気じゃないの！』

「……それについては分かりました」

　どうしてそこまで、気にかけてくださるのかはまだちょっと分からないけれど。

　人に気を回す、優しい人だというのは分かる。だけど、この剣けん幕まくはそれだけでもないような……。

『だからっ……つぶらちゃん！』

　と思っていたら、梅香さんはスマホ越しにも身を乗り出すのが見えるかのような勢いで、

『功成たちのデート、後つけて確かめようよ！』

　そう言われたら、こちらの答えは一つだった。

「いいでしょう、それならどちらが正しいかはっきりしますから！」
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「……ある意味、きっちり断れるチャンスでもあるわけだしな」

　と、三日後の駅前。到着すると、俺は改めて気を引き締めるようにそう呟つぶやいた。

　稀まれ先輩は３年生だけに受験のことがあるので、三学期が始まる前の、冬休み中の方がありがたい──とのことで、デートは松の内が明けてすぐの今日になった。

　それでも新年早々予備校があるそうなので、待ち合わせは昼過ぎ。

　というか、とっくに時間は過ぎてるんだけど……さっぱり来る気配がない。

　つぶらだったら、三十分以上前から来てくれてるんだけどな。

「……つぶら、まさか稀先輩とのデートを了承するなんて思わなかったけど」

　正月にも思った通り、これは信頼の証あかしなんだろう。

　だったら俺はつぶらのそれも、稀先輩の気持ちもちゃんと受け止めて、その上でデートは今回っきりにするのが誠意ってやつだろう。

　つまり、今日という日は俺の理性が問われるところ。

　しかしそれについては自信がある。なにせ俺はつぶらほどの可愛かわいい彼女に対してもきちんと……いや、ときどきヤバくなるけどとりあえず現状……我慢できてるんだから！

「ゴメン！待ったぁっ!?」

　駆けつけてくるブーツらしき足音とそんな声。

　大慌ての稀まれ先輩だった。

「ホントゴメンッ！予備校、長引いちゃってっ……ダッシュで来たんだけど大遅刻だよね！あーあもう、せっかくのデートの待ち合わせにアタシぃっ」

「あ、いや……だ、大丈夫です俺もさっき来たところなんで」

　乱れた髪を直すよりも先に詫わびてくれる先輩に逆に申し訳なくなって、気づけばそんな、まるでベタなデートみたいなフォローをしてしまっていた俺。

「ホント!?」

　すると、稀先輩は勢いよく顔を上げ、ぱあっと眩まぶしいくらいの笑顔になる。

　そしてヘナヘナヘナと音がしそうなくらいに一気に脱力すると、

「ならよかったぁー……星ほし井い出で、待たせちゃったりしてなくて……」

　ホントは軽く三十分は待ってたわけだけども……。

　稀先輩はそんなことを俺にいっさい気にさせないような、ただ、俺を待たせないでよかったと安あん堵どに脱力した笑顔になるだけで。

「あっ、イタタタ……っ」

　その顔が急に、しかめられた。

「えっ？　ど、どうしたんですか？」

「ご、ゴメンね、アタシ実は膝ひざがよくなくて……全力ダッシュすると、ときどき古傷が痛むってゆーか……」

「あ……、ひょ、ひょっとしてバスケやめたのって……」

「……うん。実は、そうなんだ」

「な、なのに走ってきてくれちゃったんですか!?」

「だって星井出待たせちゃってるぅーって……夢中で……」

　まだ少し痛みに顔を歪ゆがめながらも、一生懸命苦笑を浮かべる稀先輩。

「で、でも星井出も今来たところだったんなら、無理して走ることなかったね。ひへへ、こっ恥ぱずかしいなー」

「い、いえいえっ、そんなっ──」

　──こういう人だったんだ、稀先輩。

　この前はひたすら説明してもらってばっかりだったから、いまいち分からなかったけど……。

　律儀で。相手に対して一生懸命で。膝ひざに古傷があるなんてことも、笑って言えるくらいに強くて、明るくて。

「えっと……と、とにかくそういうことなら、ひとまず座って休んだ方がいいですよね」

　稀まれ先輩の見せてくれた態度に感じ入ってしまうと、こっちも自然とそういう気遣いが口をついて出る。

「あ、うん、そうさせてもらえると助かるけど……悪いけど……」

「じゃあ、あそこの喫茶店に行きましょう。あー……今、まさに痛いんですよね？　だったら座るまで俺の腕にでもつかまってくださいっ」

　むしろ、こうして俺の方も誠意を見せなきゃいけない気がした。

　すると──

「ホント!?　じゃあ、えいっ」

「っ……」

　稀先輩はまたパッと笑い、即座に俺の腕を取ってくれた。

　その反応の速さは心地いいくらいで……。

　そして、つぶらとは違う、柔らかさよりもしなやかさを覚える感触も。

「ひへへ……優しい……。いきなり、こんな……」

　いきなりこんな、は俺の方こそだった。まさか、初っぱなからこんなギュ～ッとしがみついてくるなんて。

　と軽く面食らっていたら、それだけでは済まなかった。

「あ、あのさ！」

「はっ、はいっ!?　なんですかっ」

「……呼び方、変えていい？」

「はあ……そりゃ別にお好きなようにですけど──」

「………………功こう成せい、くん」

「──っ」

　不覚にも、息を詰めてしまった。

　いや、だって。ずっと名字呼び捨てで俺を呼んでた人が、いきなり「功成くん」なんて……。

　もっと俺のことを好きに……そういうことなのか……？　って、思ってしまうに決まってるじゃないか。

「ひへへ……名前で呼んじゃったー……♪」

　ほら、こんなに嬉うれしそうにしてるし……。

「それじゃ、行こっ。……功成くんっ」

「え、ええ……」

　極端から極端に飛ぶというか……。

　でも、ホント。こういう人だったんだな、稀まれ先輩って……。
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　二人が手近な喫茶店に入っていったのを見届けると、私たちは顔を見合わせた。

「さすが先輩、優しいですね……！」

　私は先輩の振る舞いに感じ入っていた。ひょっとして梅うめ香かさんは、先輩のこういう素敵なところを見せたくて、今日こうして私を連れ出したのもあったんだろうか？

「だからそーじゃなくてぇ！」

「は、はあ……」

　違っていたらしい。

　ビルの物陰から通りに躍り出ると、梅香さんは長い手足を暴れさせて、

「なんか初っぱなからものすごいグイグイ行ってるんだけどぉっ」

「……グイグイ？」

「青あお原はる先輩っ。もう攻めっ攻めじゃない、あざといくらいにあの手この手で！」

「稀さんの膝ひざが悪いというのは、嘘うそじゃないと思いますけど……」

　本当に痛そうに蹲うずくまっていたし、先輩につかまって歩くときも、足をかばう歩き方をしていたし。

　すると梅香さんは手をぶんっと振って、

「そりゃそうかも知れないけど、そういうのを上う手まく使うのが女のテクなの！……たぶん」

「そ、そういうものなんですか」

「しかも功こう成せい、徹底的に押されっぱなしっていうか……ああもうっ、ホント素直だし人がいいんだからなぁ……昔からだけど……」

　梅香さんはそれが歯がゆいらしく、しきりにあたふたと喫茶店の方を気にしていた。

　確かに、いかにも先輩らしいところは、やりとりの随所に表れていたけど……。

（私は梅香さんのようには感じない……ただ、先輩らしいな、好ましいな、と思うだけで……）

　……私と梅香さんは、何が違うんだろう？

「[image: ][image: ]っ、ねえ、つぶらちゃんは妬やけてこないの!?」

「…………えっ？」

　意外なことを問いかけられ、思わず目を見開いてしまった。

　妬やく、ということの意味が分からなかったわけじゃない。私にも、そういう感情がないわけじゃない。

　以前──私たちの仲がすれ違いかけて、部屋に閉じこもっていた私のところに先輩が訪ねてきてくださったとき、お母さんに対してそんな思いを抱いてしまったことがある。

　私の彼氏なんです、お母さんの息子じゃありませんと……。

　今考えると筋違いもいいところだ。将来、先輩と結婚すれば、お母さんは自動的に先輩の義理の母になるし、なにより先輩が私だけを見つめてくださってるのは、これでもかとというほどに理解している。

　そもそも先輩は、私が『好き』を理解できない頃ころから、ずっと諦あきらめずに私と付き合ってくださってた人なのだ。

　そんな人が、私の「二年待ってください」なんていうお願いを聞き入れてくれたんだから……。

　私は、あえて言葉にしないとダメな、まだまだ未熟な人間だけど……。

　先輩は違う。きっと、揺らぐことはない。そう信じられる。

　だから妬くなんてむしろ失礼だと、私は考えてしまうんだけど……。

「と、とにかく私たちも喫茶店入ろうっ、二人に見つからないようにっ……」

　梅うめ香かさんはやはり、私とは違うらしい。

　何な故ぜなんだろう。どういうことなんだろう。

「…………」

　よく分からないけど、何故だか気持ちがざわついて。

　私は梅香さんのあとを追い、こんな尾行みたいな真ま似ねを続けてしまった。
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「功こう成せいくんと同じの頼んじゃったー……♪」

　喫茶店に入ってから、稀まれ先輩はますます上機嫌だった。

「でも、なんかホントゴメンね？　デートだっていうのにいきなり休憩になっちゃって。痛み止めも飲んだから少し休めば引くと思うし、基本的に激しい運動しなければ大丈夫だから──」

「い、いや、無理はしないでくださいって。そもそも俺は今日、基本的に稀先輩が行きたいところに付き合うつもりでしたし」

「あ……、[image: ][image: ]っ」

　稀先輩は目を大きくしたかと思うと、急に髪の毛の先をくるくる弄いじり始める。

「……稀先輩？」

「アタシね！功こう成せいくんのそういうところ、好きだな！また一つ発見！」

「────」

「って、またゴメン、なんか。でも感じたことは素直に言っておかないと、あとで後悔するもんね」

「あ、それは分かります！」

　息を呑のんでしまってた反動もあり、勢いよく同意してしまった。

　というか、まただ。この前もそうだったけど、この人はときどき俺と同じような考え方をしてるんじゃないか？　と思わせるようなことを言う。

「ひへへ……」

　そしてもう、顔中真っ赤にして笑み崩れる。俺が同意を示しただけで、底抜けに嬉うれしそうだった。

　……ここに仮に九く郎ろうがいたら、また「この人ちょろすぎないか？」とか言ってるんだろうな。

　だけど俺的には、こうして素直に喜んでくれるのは嬉しいし好ましい……いや、あくまで一般論というか、人としてって意味だけど！

「[image: ][image: ]っ、[image: ][image: ][image: ][image: ]っ♪」

　そして稀まれ先輩は満面の笑みのまま、身体からだを左右に揺らしていたかと思うと、

「よしっ……はい！」

　と、手元のケーキを切って、一片、フォークに刺した状態で差し出してきた。

「ま、まさか『はいあーん』ってことですか？」

「ダメ？」

「さすがにそれはつぶらに申し訳が……」

「そっか、そうだよね。じゃあ……代わりに隣に座り直してもいい？」

「えっ？　そ、それは──」

「はいあーんよりはマシだよね？」

「そ……そうですかね？」

「ひへへ、アリガトっ。じゃあー……よいしょっと」

　な、なんか気づくと自然に隣に座られていた……！

　腕を抱いたときといい、積極的だ。いや、それを言ったらそもそもこのデートの発端からか。

　などと思っていると、稀先輩は俺に向かって首を傾かしげつつ、

「……迷惑だった？」

「い、いえ、そんなことは……」

　どうあれそう言うしかなかった。

「ならよかったー」

（というか、調子が狂う……徹底してめちゃくちゃ嬉うれしそうだから、こっちもつい振ってくることに乗っちゃうというか……）

「功こう成せいくんってさ、ぶっちゃけ初は鹿じか野のとどんな風に付き合ってるの？」

　そして間を置かずに問いを投げかけてくる。しかも気持ちいいくらいに率直に。

　俺は一瞬、考えてしまった。普通に──と答えかけたけど、どう考えても俺とつぶらの付き合い方は一般的なものじゃない。

「……結婚を前提に付き合ってます」

　だから結局、俺も素直にそう明かした。

「えええっ!?　こ、この歳としで!?」

　そりゃ当然、驚かれるよな。

　それこそが稀まれ先輩とつぶらの違いで、つまり俺が恋をしたか否かの差なんだけども。うん、だからこれは大事だ。きちんと言わないと。

「俺もつぶらも、最初からそれを意識してたんですよ。俺はじいちゃんに早くひ孫の顔を見せてあげたくて」

「そ……それって、早く子作りしたいってこと？」

「そ、そう言っちゃうと身も蓋ふたもないんですが！」

「……もう、そういうことしてるの？」

「してるわけないじゃないですか！」

「付き合ってるのに？」

「……俺とつぶらは結婚前提で、だけどお互い、まだ学生じゃないですか。だからこそ今は清きよい交際中なんですっ」

「クリスマスイブのときもそんなようなこと言ってたもんね……それって、初鹿野がまだ中２だから？」

「まあ……そうですね。だからつぶらも、二年待って欲しいと──」

「なんか分かるかも。その気持ちを汲くんであげたいんだよね」

「そ、そうです！まさに！」

　まさかこれだけの説明で理解してもらえるとは！

「だよね。だってそれ、たぶん初鹿野が将来のこときちんとマジメに考えて言ってきたことだろうし」

「そうなんですよ……！だから俺はですね、その二年待ってという約束を大事にしてあげたいと思ってですねっ」

「こう、我慢することも愛の証明……みたいなカンジかな」

「そうです！って言うか、まさか稀先輩にここまで分かってもらえるっていうか、話が通じるなんて……！自分で言うのもなんですけど、俺らくらいの歳としの普通の考え方じゃないとは思いますし……」

「ひへへ、アタシもビックリした。似たもの同士なのかもね、アタシら」

「かも知れないですね……！」

　話してると、俺がもう一人いて、俺が考えていることをそのまま言葉にしてくれてるみたいに感じてくるほどだ。

「いや、なんか意外です。デートとかは抜きにして、今後も稀まれ先輩とは話がしたいくらい──」

「…………」

「って、稀先輩？」

「ていっ」

　こてんっ。

「っ!?」

　な、なんかいきなり俺の肩に頭を預けてきたんだけど!?

　いや、それだけじゃない。お尻しりの位置もずらして、身体からだを密着させてきたりも……！

「なーかまー」

　照れるわけでも流し目するわけでもなく、ただただ屈託なく顔をほころばせていた。

　そ、そっか、そういうことか。ただ単に稀先輩も親近感や仲間意識を覚えてくれてて、それを素直に喜んで表現しただけなんだ。

（だから勘違いするな、勘違いするなよ俺……！）

「ひへへ……」

「ま、稀先輩？　さすがにそれはちょっと、ねっ？」

「なーにがー？」

「別に勘違いしてるわけじゃないですけどね!?　でもほら、あまりくっつきすぎると、ほら、俺たち別に彼氏彼女じゃないんだし……」

「…………ねえ、功こう成せいくん」

「はいっ!?　だからいい加減──」

「アタシそろそろ足の痛み消えてきたっぽい」

「へ……？　そ、そうですか、それはよかった……」

「普通に歩くだけなら平気だから、ケーキ食べちゃって、出よっか」

　稀先輩はそう笑って、身体を離し──

「今日は仲間同士、二人でちゃんと遊びもしようよっ」

　代わりに、俺の腕をまた抱いて引いた。
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「なにあれっ。なにあれぇっっ」

「…………」

　喫茶店に入り、先輩たちの二つ後ろの席に首尾よく座ってから、梅うめ香かさんは小声で騒ぎっぱなしだった。

　稀まれさんが先輩に対して何かする度に、目を白黒させて慌てたり歯は噛がみしたり。

　……そんな梅香さんを見ているうちに、私はますます気持ちがざわつき始めていた。

　どうして、梅香さんがそんな風に？

　稀さんに妬やくとしたら、それは私の方なんじゃ？

　……そう考えていると、ますます気持ちがざわついてくるのだ。そう。むしろ梅香さんに対して。

（先輩は、私の彼氏なのに……梅香さんの彼氏じゃないのに……なんて、私……）

　そんなときだった。

「俺とつぶらは結婚前提で、だけどお互い、まだ学生じゃないですか。だからこそ今は清きよい交際中なんですっ」

　先輩が稀さんに、きっぱりとそう言っているのが聞こえてきた。

（っっ……先輩っ……！）

　私は途端、ぽおっと頬ほおが熱くなるのを自覚した。

　先輩がきちんとそう明言してくださってるのが、嬉うれしくて──

　……そして、その分だけ後ろめたくなった。

　気持ちがざわついてしまっていた自分が、先輩に比べて、ずいぶん子供っぽく思えて。

　実際、先輩より年下の中学生だから、子供だというのは分かってるけど……。

　それでも、自分は先輩の彼女なんだから。きちんと先輩の隣にいられる女の子でいたいって、日ひ頃ごろそう思っているのに。

　と……私がそう考えている間に、向こうの会話も進んでいたらしい。

「──似たもの同士なのかもね、アタシら」

「かも知れないですね……！」

（ッ……）

　少し、呼吸を止めてしまった。

　私の視線の先にいる、先輩の表情がさっきまでと違っていた。

　戸惑ってるような感じが消えて、まっすぐに相手を見る──私が好きな、いつも私に向けてくれる──先輩らしい目つきになっていて。

　それを、稀まれ先輩に向け始めてて……。

（────ッッ）

　ざわり、と強烈に胸が騒いだ。

「って……あ、あれ？　つぶらちゃん？」

　そんな私の表情の変化に気づいたのか、梅うめ香かさんがきょとんと私を見た。

「な、なんでもありません！」

　私は眉まゆを寄せ、顔を背けながらそう言うしかなかった。

　違う。これは違う。ヤキモチじゃない。私はまだまだ子供だけど……それでも！ヤキモチを妬やくなんてみっともないことはしない──

「って……ちょっ!?　な、なんかあの人、いつの間にか功こう成せいの隣に座ってるんだけどっ、っていうか肩に頭コテンとかしてるんだけどっ！いいのつぶらちゃん、あれいいのっ!?」

「ッッ……わ、私は別に気にもなりませんっ」

「ええええっ……ダメだよ、あれはダメだよぅ……！」

「ダメじゃありませんっ。で、デートならばあれくらいはします！」

「ええええっ、あ、ありなのぉ……？　いいのぉ……っ？」

　そう。だからヤキモチなんか妬かないし、先輩を信頼しているし、なにより──

　二人をデートに送り出したのは、他ほかでもない私自身なんだから！

　これは、違う。違う。違う……。
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　痛みが消えたと言っても、稀まれ先輩の膝ひざがよくないことには変わりない。

　だから俺は次の行き先として手近なゲーセンに入ることを提案し、稀先輩はそれを笑って受け入れてくれた。

「ここならいろいろ遊べますし、もし仮にまた足が痛くなったとしても、座れるところがいくらでもありますし……いいですよね？」

「う、うんっ。アリガト、いろいろ気遣ってくれて。ホントそんな、普通にしてれば心配いらないんだけど……」

　と、稀先輩は再度、腕を抱いてきて、

「……嬉うれしいっ」

　密着して、頬ほおを預けてくる。いや、頬どころか身体からだ全体だった。

「な、ならよかったですけどっ……で、でもそんな身体押しつけてこないでくださいって！」

　顔の熱さとつぶらへの申し訳なさを自覚しつつ、さすがにそれは言わせてもらった。

　今日はホントこの人、グイグイ来るにもほどがある。いや、すごくデートらしいといえばらしいんだけど、ここで間違っちゃいけないのは、俺たちは別に付き合ってるわけじゃないってことなのだ。

　なのにこの人の態度は、まるっきり大好きな恋人に対してのもので。

（困る……んだけど、稀先輩が喜んでくれてること自体は俺も嬉しいんだよな……）

　気遣いたいという自分の気持ちが、きちんと相手に届いてるのが分かる嬉しさ。

　だからどうしても、自分からは押しのけづらくて……それに加えて、だ。

　単純に、稀先輩が密着してきてくれることの気持ちよさ。

　元々はバスケをやっていたからなんだろうか？　感触がただ柔らかいだけじゃなくて、しなやかで、伸びやかで……あげくいかにも年上の女性らしい、いい匂においまでして……。

　悲しいかな。年とし頃ごろの男として、本能的に嬉しくなってしまう……ッ。

（だけど、耐えろっ。それは耐えろ俺ッ。おまえにはつぶらという最高の彼女がいるんだからっ……！）

　そう。つぶらは俺を信頼して、デートに送り出してくれたに決まってるんだ。

　それを思えば耐えられる。だって、俺はつぶらのことが誰だれよりも好きで、誰よりも大事にしたいんだから……！

「むぐぐぐぐ……」

「……そっか、そうだよね。……ゴメンね、アタシってば嬉しくてつい」

　稀まれ先輩は苦笑しながら、そっと身体からだを離してくれた。

　腕を包み込んでいた温かくてしなやかな感触が消え、俺は一瞬、喪失感めいたものに襲われる。

　って……だから俺！理性！別に残念なんかじゃない！

　第一、俺は──

（そういうことは、つぶらとしたいんだから……）

　胸中でそう考えて、一瞬後。ハッとしてしまった。

（い、いや！つぶらとだって、別にっ……つぶらが望まないことなら……）

　密着することだって、キスだって、エロいことだって我慢する。我慢するけど……。

（それはつまり……俺的には、したい……ってこと、なんだよな……）

　今さら、それに気づかされる。でも、気づいてみれば確かにそうだった。

　本当はつぶらにいろいろしたいけど、彼女の気持ちを大事にしたいから我慢する──

　それは、自分の気持ちに素直でありたいという、俺の信念とは反するところがあって。

（素直な俺を、つぶらは好きになってくれたのに……）

　……いや、待て。待て待て俺。確かにそうかも知れないけど。

　それは自己正当化というか、稀先輩の色気に流されそうになってる自分に対する、言い訳みたいなものじゃないか！

　落ち着け。落ち着け星ほし井い出で功こう成せい。本当なら、稀先輩に対してドキドキすること自体がつぶらに悪いんだ。

　いくら稀先輩の気持ちが嬉うれしくて、そして俺を好きになってくれた理由も理解できるからって……この人はつぶらじゃないんだから！俺はつぶらの信頼に応こたえ、愛を証明して見せなきゃいけないんだから！

「…………」

「ま、まあ、とにかくそんな感じで、なんかゲームでもしますかっ」

「……その前にもう一回、腕、ギュッてする？」

「い、いりませんって！」

「でも……」

　と、稀先輩はそこで（どうやら癖らしい）また髪の毛を指にくるくる巻き付けながら、

「功成くん、さっきからずっと、アタシのカラダが気になるみたいだし……」

「ッッ……そ、それは足を心配してるだけですって！」

「……足だけ？」

「当たり前じゃないですか！」

「胸、当てちゃってたのに」

「ッッッ……べ、別に気になりませんでしたよ!?」

「だったら、身体からだ押しつけてくるなー、なんて言うワケないじゃん。つかまらせ続けてくれたはずじゃん」

「そっ……それは……」

「…………彼女と二年、プラトニックな関係続けるって言ってたもんね」

「そ、そうです！だから俺はっ──」

　エロいこととかは興味ないんです、と言い張ろうとしたときだった。

　稀まれ先輩は赤くなりながら、ぽそっと、呟つぶやくみたいに言った。




「……アタシだったら、させてあげるのに」




　どきん！と心臓が跳ねた。

　稀先輩は肩に掛かっていた髪を払うと、もう耳まで赤くしつつモジモジと、

「彼女のために我慢しようっていう……功こう成せいくんのそういうトコも、好きだけど……」

「ぅ……」

「功成くんだって、年とし頃ごろの男子じゃん。興味……ないワケ、ないよね……？」

「そ、それ、は……」

　何な故ぜか、喉のどがヒリついたみたいになって、上う手まく声が出せない。

　稀先輩の潤んだ瞳ひとみと囁ささやくような声に、呪じゆ縛ばくされてるみたいになっていた。

　どうしてこんな。どうして、俺は。

（稀先輩……綺き麗れいだなぁ……）

　今、こんなことをふと考えてるんだ？

「だ、大丈夫。ほらっ、アタシ、先輩なワケだし……功成くんよりはお姉さんな、ワケ、だし……」

　そんな俺をさらに追い詰めるように、稀先輩はうわずった声で。

　──何を言おうとしてるんだ？　この人は。

　指先まで心臓の鼓こ動どうが響くみたいになってるのを自覚しつつ、俺が脳裏でそう考えた、そのとき。

「……こ、功成くんっ。こっち！」

「あ、ちょっ……」

　ぐいっ！といきなり腕を引かれた。

　俺はそのまま、トイレに向かう通路にまで導かれてしまう。

　そして稀先輩は周りを、人目のないことを確認するみたいにキョロキョロ見回すと、髪を掻かき上あげ、胸を押さえ、呼吸を落ち着けて──




「……触って、みる？」




「────」

　上目遣いの囁ささやきに、俺は、息を止めてしまった。

　稀まれ先輩はそんな俺から視線を外さず、ひそひそと、恥じらい含みに目をしばたたいて、

「胸……触って、いいよ……？」

　そんな囁きで、さらに俺を追い詰めてくる。

　だけでなく、目を潤ませて微笑ほほえみながら、

「我慢してるの、エラいと思う。そういうところ、ホント好き。そういう功こう成せいくんだから、初は鹿じか野のもきっと好きなんだよね」

　見上げるその瞳ひとみに、吸い込まれそうになる。突き出されるみたいになってる胸のふくらみに、吸い寄せられそうになる。

　でも、でも。俺は。そんなことは──

「でも……我慢できなくなりそうに、なっちゃうとき、あるでしょ……？」

「う……ッ」

　──あった。正直に言えば、何度も。

　例えば正月、つぶらが俺の腕を抱いて、息を吹きかけて手を温めてくれたとき。

　嬉うれしくて、くすぐったくて、愛いとしくて、ムズムズして……本音では、キスしてしまいたくなっていた。

　だけど、そういう自分を懸命に押し殺してた。つぶらが望まないんなら。許してくれないんならと。

　だけど、稀先輩は……。

「アタシは、功成くんが好きだから……」

「ま、まれ、せんぱい……」

「……いいよ…………」

「────ッッ」

　ああ、マズい。マズいマズいマズい。

　頭がどんどんボーッとして……もう……どんどん…………。
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「ちょちょちょっ、待って待って待ってっ！」

　ゲーム機の陰で、梅うめ香かさんはもう泡を食いっぱなしだった。

「やっぱりっ、やっぱりじゃんっ。だから功成があの人とデートするのはあり得ないって言ってたのにっ。言ってたのにぃっ！なんか積極的っぽい青あお原はる先輩とだったらこういう展開はありうるってっ、功こう成せいだって年とし頃ごろなんだから興味ないわけないってぇっ！」

「……ッ、…………ッッ」

「つぶらちゃんとなら二年は仲が進展しなそうだからちょっと安心してたけどっ……マズいってば、これマズいってばぁ！ああぁどうしようどうしようっ……」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッッッ」

　そして私は、思いっきり歯を食いしばってしまっていた。

（先輩、何をしてるんですか！私というものがありながら！どうしてそんな、『胸触っていいよ』なんて破廉恥なこと、すぐに拒絶しないんですか！）

　そんな感情が、頭に次々と湧わき起こって。

（梅うめ香かさんも、何を慌ててるんですか！あなたはあくまでも先輩のご友人であって、あなたが慌てる筋合いはありません！第一、あんなことはあなた自身は慣れっこなんじゃないんですか!?）

　──自分自身が、恥ずかしくなる。だけども止まらない。

　だからもう、認めるしかなかった。

　私……ヤキモチを妬やいてしまっている……。

　それも、今だけじゃない。認めてしまえば、自分で分かってしまった。

　お正月。初はつ詣もうでに向かう途中で、あんな大胆なスキンシップを図ってしまったことだってそう。

　あのときは自覚してなかったけど……今振り返れば、クリスマスイブのとき、先輩が稀まれさんにああして世話を焼いて……好きだなんて言われて……。

　それが悔しくて、あんな風にスキンシップを図ってしまった。

（みっともない！先輩を稀さんとデートに送り出したのは私自身なのに！）

　私はもう大人なんですからなんて、お母さんに啖たん呵かを切ったくらいなのに！

「あぁもうっ……ハラハラしないの!?　あんなのこのままほっといていいの!?」

（いいわけありませんッ──！）

　梅香さんの焦じれたような小声の叫びに、反射的にそう思ってしまう。

「あんなのもつぶらちゃんはアリだって言うの!?　だったらっ、だったらっ──」

（ありなわけありません！ありませんけどッ──）

　だけど、だけど、だからってどうすれば！だって、どうあれ私は二人のデートに同意してしまっていて……。

　これ以上、先輩に対して、顔向けできない思いはしたくなくて。

　こんなにも妬と心しんを抱くのは生まれて初めてで。

　頭の中が真っ黒になりそうで──

　そんなときだった。

　通路の向こう。先輩が稀まれさんに、一歩踏み出した。

　先輩、まさか──と、私は反射的に思ってしまった。

　本当に、梅うめ香かさんが言うように、稀さんの誘惑に流されて……稀さんの、胸を……。

「っっっっ[image: ][image: ][image: ][image: ]だったらぁっ──」

　と、梅香さんが、物陰から飛び出そうとしたその瞬間。

（──いやです！先輩、私以外の胸になんか触っちゃいやです──！）

　心の中で叫ぶように、私はそう思って。

「えっ……!?」

　梅香さんが、驚いた声を上げた。

　私が弾はじかれたかのように、先に飛び出したからだった。
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「──稀先輩！」

　俺は一歩、踏み出した。

　自分の中に込み上げてしまっていたものを、振り切るような力強さで。

　そう。認めよう。確かに俺は、稀先輩の誘惑にグラッときてた。自分に素直であることが、信条でもあった。

　だけど、だけど！それでも、流されるわけにはいかない！

「俺にはつぶらがッ──」

　いますから、ごめんなさい！そういうことはできません！

　と、そう言おうとしたときだった。

「むいいぃいぃいぃ[image: ][image: ][image: ][image: ]ッッ！」

「えっ、ちょっ、まっ、つぶらちゃっ──」

「!?」

　俺たちのいた通路に駆け込んできた、二つの人影。

　つ、つぶら!?　それに小お津づまで!?

　どうしてここに!?　ひょっとして見てたのか!?　それにつぶら、真っ赤になって歯を食いしばって、両手をブンブン振りながら今まで聞いたことないような声上げて……。

「だ──め──で───すぅ───っ！」

　ど、どういうことだ!?　ダメって……いや、それは当然、『稀先輩の胸に触っちゃダメ』以外にはないんだろうけど……。

（え？　それじゃあ、つぶら……ひょっとして……これって……まさか……）

[image: ]

　ヤキモチ……妬やいて、飛び出してきた……？

「い、いやっ待て！俺は今稀まれ先輩にきっぱり、そういうことはできないって言おうとしてたところでッ……」

「………………」

　ぴたっ、とつぶらは動きを止めた。

　その顔に、ものすごい勢いで赤みが上ってくる。

「えっ、やっ、あっ……わ、私っ……ちがっ……えっ……？」

　そして、うろたえ出す。

　勘違いしていたこと、そして飛び出してきてしまったことに……いや。

「私……どうして……」

　驚いてる……のか？　こうしてしまった自分に……。

「つぶらちゃん……」

　そんなつぶらに、後を追ってきた小お津づも目を丸くしていた。

「ッッ…………、ふ、ううぅっ」

　そして、背後で稀先輩が何かを振り切るように大きく息をついた。

　その勢いのままに、がばっと頭を下げると、

「ごめん！でも功こう成せいくんは何もしてないし、しようともしてないから！」

「稀まれ先輩……」

「で、ですよねっ、そうですよねっ……」

　稀先輩のフォローに、俺は力が抜けたようになり、つぶらは大焦りで何度も頷うなずく。

「なのに……私……」

「と、とにかくっ」

　小お津づがアセアセと俺たちの間に割って入り、全員に「まあまあ」みたいに手のひらを向けて、

「今日のところは、これでお開きにしよっ！ねっ!?」

　確かにいろんな意味で、これ以上続けられる雰囲気じゃなかった。

　そんな風に、稀先輩とのデートは唐突に終わったのだった。














　冬休みってやつは、本当に短い。特に年が明ければ体感的にあっという間だ。

　そういうわけで、三学期初日。高等部と中等部合同の始業式は滞りなく終わり……。

　そして、授業は明日からなので、昼前には放課後になって。

「く、首突っ込んじゃったから、最後まで世話焼かせてもらうけど──」

　と、俺たちをぐるりと見回し、小お津づがそう口火を切った。

「まずは青あお原はる先輩っ。功こう成せいとつぶらちゃんに、きちんとこの前のことについて説明してあげてくださいっ。どうしてむ、胸触っていいよなんて言い出したのか！」

　校内の中央を南北に貫く、久く々ぐ田た並木の一角だった。

　小津が集めたのは俺、つぶら、稀まれ先輩の三人。

　俺が大丈夫なのか気にして、つぶらを誘ってデートを尾行し、そして最終的には俺たちの前に飛び出して来てしまった手前、なのか……。

　小津はどうやらこの際だからと、徹底的に世話を焼くことにしたらしい。

　俺たちにそれぞれ連絡をつけてセッティングし、一堂に会する形でこの場を設もうけてくれた、というわけだ。

　水を向けられた稀先輩は、ひょい、と前に出て、

「はいはい。ま、小津に言われてすることじゃないとは思うけど……」

　……正直、それは俺も同感に思わないでもない。

　けどまあ……当日がどっちらけ的に終わったこともあり、こういうけじめが必要なのも確かだ。その点で、小津の行動は非常にありがたい。

　稀先輩もそういう気持ちがあったから、小津の提案に乗ったんだろう。

「──ホンッット、ゴメンね！」

　そして稀先輩は、俺とつぶらにパンッと両手を合わせた。

「ちょっとやりすぎちゃったっていうか、調子に乗っちゃったっていうか……とにかく、今後は控えるから！受験もあるし、功成くんとまたデートしたいなんて言わないから！」

「いや、俺の方こそ曖あい昧まいな態度取っちゃってたんで……で、でもまあ、結果的には何もなかったわけですしねっ」

「そ、そうですねっ。分かっていましたけどね、先輩なら大丈夫ってっ」

　場を収めるようにそう応こたえる俺と、腰に手を当ててしかつめらしく頷うなずくつぶら。

　こうも真っ正直に謝られたら、こっちも難詰するわけにはいかない。

　というか、そもそもこの人は悪くないんだよな。いや、いろいろ困りはしたけども、デートとなればテンションが上がって積極的になるのは当然だとは思うし、そもそもデート自体はこっちも同意の上だったわけだし。

（だから謝るならむしろ、あんなリアクションしちゃってた俺こそ……であって……）

「そ、それでいいの？　功成、つぶらちゃん。特につぶらちゃんは怒る権利あると思うけど……」

「いえ。こちらも尾行なんてことをしてしまってた以上、そんな権利はありませんし……」

　背中を丸め、窺うかがうような小お津づの言葉に、つぶらは恐こわい顔をしてそう答える。

「う……、そ、それは確かに……」

「私としてはむしろ、……稀まれさんには、お礼を申し上げたいくらいです」

「えっ？」

　続いたその発言に、稀先輩は意外そうに目を丸くする。

　俺もちょっと驚いた。どういうことだ？　つぶら……。

　という俺たちの視線に、つぶらは眉まゆを寄せて頷うなずいて、

「……今まで、自分以外が先輩を好きになるなんて、考えてもいませんでした」

　と、それを悔いるように唇を噛かみ、そして改めて、稀先輩を見み据すえる。

「ですが、今回の一件で分かりました。……先輩ほど素敵な人なら、私以外の女の子だって惹ひかれて当たり前ですよね」

「う、うん……」

「…………」

　稀先輩はきょとんとしたまま頷き、俺は……少し、背筋が伸びた。

　なんだかものすごく、男冥みよう利りに尽きることを言ってもらえてる。

　嬉うれしい。嬉しいんだけど……。

（こ、これはどう受け止めればいいんだ……？？？）

「それが、認識できました。だから……稀さん、ありがとうございました」

　ちょっと困惑している俺を余よ所そに、つぶらは再度、稀先輩に生き真面目まじめに頭を下げる。

　そんなつぶらを、稀先輩はきょとんとしたまましばらく見つめていた。

　が……やがて、

「…………あはっ」

　と、思わず噴き出してしまったかのように笑った。

「アタシ、初は鹿じか野ののコトもけっこう好きかも」

「そ、それは恐縮です。では、よろしければ今後は先日のようなことを抜きにして、お付き合いいただければ幸いです」

「そ、それでいいの？　つぶらちゃん」

　泡を食ったように、小津がそう言う。するとつぶらはこくりと生真面目な顔で頷いて、

「はい。私はそれで充分です。これ以上は水掛け論に終始してしまいます」

「そ、そっか……つぶらちゃんがいいんなら、わたしは何も言えないけど……」

　……俺もだ。まさかそれだけで話が済むなんて。

（でも……だったらなんで、あのときは飛び出してきたんだ……？）

　……稀まれ先輩はそれでいい。それより俺に対して言いたいことが山ほどあるから、早々に話を済ませて次に行こう、ってことか!?

（な、なら覚悟しておかないとっ……）

　とイヤな汗を掻かきつつ内心で思っている俺を余よ所そに、稀先輩はひょこんと頭を下げて、

「……うん。じゃあまあ、そんなカンジでアタシ行くね！またね！」

　と、なんだか機嫌よく去って行った。

「はい。そして──」

　それを見送ると、つぶらは今度は小お津づにまっすぐ向き直って、

「梅うめ香かさんも、いろいろと気にかけてくださってありがとうございました」

「あっやっ……ま、まあねっ、任せといてっ」

　つぶらに頭を下げられて、小津は丸めていた背を反らした。

　そしてつぶらは今度は俺に向き直ると、

「あとは、先輩」

「あ、ああっ」

　背筋を伸ばす！

　が、つぶらは予想外にも、

「……後をつけるような真ま似ねをして、申し訳ありませんでしたっ」

　これ以上なく生き真面目まじめに、勢いよく頭を下げてきた。

（えっ、なんでそうなるの!?）

　俺は大焦りで上半身を乗り出す。

「い、いやっ、謝るのは俺の方だって！つぶらという彼女がいながら、稀先輩とあんな風な雰囲気になっちゃってっ……」

「結局、先輩はしっかりと拒絶しようとしてくださっていたじゃないですかっ。なのに私はあんな、先輩のことを信頼していなかったみたいにっ……」

「そんなことはないって！そりゃつぶらたちが飛び出してきたときは驚いたけどっ……でも、彼女なら心配になって当たり前だと思うし……」

「いえっ、いえっ、そんなことはありませんっ！」

　そ、それでいいのか？　ちょっと、心が広すぎないか？

　いや、俺の方にはまだ罪悪感があるものの、つぶらがそれでいいと言うんなら、こっちもそれについては引き下がる以外にないけど……。

「えっとえっと、じゃあっ、お互い様ってことでもう終わりにしようよ、ねっ」

　と、あの日もそうしていたように、小津が「まあまあ」と俺たちの間に割って入る。

　しかし俺的には、今日はこれで終わりというわけにはいかない。

「いや、もう一つ。……つぶら、ヤキモチなんか妬やかせちゃったことも、ホントごめん！」

　重ねて頭を下げた。それも、つぶらの彼氏としては恥じ入るべき失態だった。

　たとえ諸もろ々もろ未遂であろうと、俺がどれだけ耐えていようと、つぶらに妬やかせてしまった段階で俺的にはつぶらの彼氏失格なのである。

「あっ、やっ……それはっ……」

「許してくれつぶら、でも信じてくれ！俺はつぶら一筋で、つぶら以外とイチャイチャするつもりはいっさいなかったんだ！」

「は、はひ、ありがとうございますっ。そうですよね、先輩ですもんね、はい、分かっています、いえ、分かっていました……」

「そ、そうなのか？　ならよかったけど……でもさ、俺的にはとにかくつぶらを妬かせちゃったことが──」

「わ、私も妬いてなんかいませんでしたから！」

「……へ？」

　意外なリアクションが返ってきて、思わず間抜けな声を出してしまった。

「……ヤキモチ妬いて、飛び出してきてくれたんじゃないのか？」

　だから稀まれ先輩にもさっき、ああ言ってたんじゃないのか？　と思ったんだけども……。

「ちちち違います！」

　つぶらは真っ赤になりながら腕を組み、仕草でも『違う』と言うようにふんっとそっぽを向いた。

　じゃあ……単に俺の勘違いだったのか？　あれは。

「な、ならよかったけど……ふうぅ」

「はい……。そ、そうですよね」

「…………」

「…………」

「本当に妬いたりしてませんから！先輩のことも、信頼していましたから！」

「分かった、分かったって！」

　つぶらがここまで強く言うんだから、本当にそういうわけじゃなかったんだろう。

（……それはそれでなんか寂しい気もするけど……）

　って、俺ぇ！そうじゃないだろって！妬かせたくなかったんだから！

「はいはいはいっ。そういうことならホント、お互い様！これで終わり！」

　再び「まあまあ」と俺たちの間に割って入り、そして小お津づはふうぅと息をついた。

「うん……青あお原はる先輩もああ言ってくれたし、二人もお互い謝りあった。つぶらちゃんもヤキモチ妬いてたわけじゃないっていうことなら……こ、これで大丈夫だよね」

　窺うかがうように、俺たちを見比べる。

「そうだな。だから──」

「なら、あとはわたしだよね……つぶらちゃんを唆そそのかしちゃった手前……」

「って、それは別に気にしなくていいんじゃないか？」

　それこそ、お互い様ってやつで。そういうことを言い出すと、キリがなくなる気がするし。

「こうして世話焼いてもらっただけで、充分すぎるほどありがたいんだけど──」

「わ、わたしが落ち着かないの！」

　……一度世話を焼くと決めたら、どこまでもなやつだった。

「だから……もう一つ世話焼いて、それで勘弁してもらえるかな」

「そりゃもちろんだけど……っていうか俺からは何も言えないけど……でも、これ以上なんかあるのか？」

「ふ、二人はこの後、デートに行って！」

「…………へ？」

「えっと、その、お、お互い、お詫わびしただけじゃ気が済まないところがあると思うしっ。デートして仕切り直しっていうか、それで元通りになって！」

　……なるほど。確かに一理あるな。

　今までの日常に戻すために、二人っきりの時間は必要だろう。あのデートの日から今日まで、微妙に顔合わせづらくて間を空けちゃってたこともあるし。

「恋愛経験値が高いやつはやっぱり考えることが違うなぁ。そうだよな、こういうときこそデートだよな」

「ま、まあねっ。そこはほら、わたしだしっ……」

「ホント、親身になってくれてありがとうな、小お津づ！」

「ど、どういたしまして。あはは……」

「ってわけでつぶら、これから制服デートしよう！」

「そ、そうですね。はい、喜んで……」




　というわけで俺たちは小津に見送られ、二人で街に繰り出した。

　いつもなら駅にまっすぐ向かう道に行くけど、ショッピングモールの方へ行く道を選んで、肩を並べて歩く。

　そのしっくり来る感じに、俺はどんどん調子が戻ってくるのを自覚していた。

「ああ、やっぱ一緒に歩くのはつぶらとがいいな。稀まれ先輩には申し訳ないけどさ」

「そっ……、そうですか、はい、その、私もですっ……」

「だよなぁ。いや、小津のやつはホント、こういうところがさすがだよな。頭が上がらないよ」

「は、はい。確かに、梅うめ香かさんが仕切ってくださらなかったら、一体どうなっていたことか」

「普段は気弱っぽいキャラなくせに、やっぱ恋愛ごとになると頼りになるんだよなぁ、経験豊富なだけあって。うん、あいつがモテる理由もなんか分かる気がするよ。改めて」

「……先輩も、その、梅うめ香かさんは女性として魅力的だと思うんですか？」

「普通にそうじゃないか？　あいつ、あんな遊び人なくせに何気に料理上う手まかったりとか、家庭的なところもあるし」

　まあ、それは「ゆっこ曰いわく」で、俺は実際あいつが家事こなしてるところなんて見たことないんだけど。

　だからあくまでも、客観的に見ての話だ。あいつは昔から男がいなかったことがないらしいから、恋愛対象として見たことは一度もないし。

「つぶら的にも、小お津づはモテて納得ってところなんじゃないのか？」

「…………」

「って……つぶら？」

　いつの間にかつぶらは、むっつり黙り込んで口をへの字にしていた。

「ど、どうかしたのか？」

「……先輩っ。む、胸を触りますかっ!?」

「!?」

　何いきなり!?

　と狼ろう狽ばいした俺に、つぶらは耳まで真っ赤になりながら大きな胸を突き出すようにし、そして睨にらみ上げてくる。

「せ、せせせ、先輩がっ、触りたかったら……」

「そ、そんなのっ……」

　触りたくないわけがない。むしろ猛烈に、熱烈に触りたい！

　けども……な、なんで？　ほっぺにチューすら、『二年待ってください』と言ってきたつぶらが……。

（ま、まさかヤキモチ？　俺が稀まれ先輩に「胸触ってみる？」って迫られて、グラッと来そうになってたから……）

　いや、あるいは今、小津のことを俺が褒めちぎってたから……？

　で、でもつぶら、ヤキモチは妬やいてないって言ってたし！

（じゃあ……ひょっとして、試されてる……？　さっきああして謝り合いはしたけど、なんだかんだで俺の理性にまだ不信感を抱いてて……）

「…………」

　つぶらはツンと胸を突き出して、俺を睨み上げたままで。

　俺は一体どうすれば！つぶらのこの行動をどう取ればっ……!?

　と、答えを探すように、思わず周囲に視線を巡らせてしまったところで。

「…………あっ」

「えっ？」

　さっき通過した曲がり角の陰から、こっちを覗のぞくみたいにしていた小お津づと目が合った。

「な、何をまたつけてきてるんだよ、おまえぇっ！」

　困惑の反動でか、こんなところを見られてた気恥ずかしさでか、思わずそう怒鳴ってしまう俺。

「そ、それより！ダメじゃんそういうのぉ！」

　俺以上の語気で叱しかり返された……！

　小津はそのまま俺たちの方に走ってくると、思いっきり胸を張ってつぶらを睨にらみつけて、

「二人は二年間、清きよい交際するんでしょ!?　なのにっ、なのにそんなのダメじゃん、つぶらちゃん！」

「あ……」

　つぶらはハッとなり、気まずそうに視線を外す。

　それで、俺も少し冷静になる。まさか小津のやつ、俺たちが本当に「大丈夫」か気にして、こっそり後から様子を窺うかがっててくれたのか……？

「そ、そんなの、小津に言われるまでもなく分かってるよ！」

　どうあれ、俺はそう言い返す以外にない。

「なあ、つぶらっ。つぶらだって本気でその気だったんじゃなくて、ホントに俺が大丈夫なのかどうかちょっと確かめてみたかっただけだよなっ」

「も……もちろんですっ。別に、ヤキモチを妬やいたわけじゃありませんし！」

「だよな？　ほらっ小津ッ」

「……なら、いいんだけどっ。ホント世話焼けるんだから……しょうがないなぁーっ……」

　つぶらの答えを聞くと、小津はくるりときびすを返し、そのままぼやくように言いながら歩いて行ってしまった。

　どうやら本当に、俺たちの様子を気にして追ってきただけだったらしい。

（どこまでだよ……）

　いや、ありがたいんだけどな？　だけどこれはさすがにちょっとやりすぎだろう。

　とは思ったものの……。

「…………」

　睫まつ毛げを伏せているつぶらの様子に気づいて、それどころじゃない、なんて気持ちになる。

「まあ、つぶら。気を取り直してデートの続き行こうか！」

　さっき以上に明るく、努めて笑いかけながら言った。

「は、はい。……その、先輩」

「ん？」

「ごめんなさいっ」

「いやいや……ホント、こっちこそ不安がらせちゃってごめんな」

「…………」

　ギュッ、とつぶらはそこで俺の腕を抱いてきた。

「……すきですっ」

　その感触とその一言で、あっという間に素で機嫌がよくなってしまう俺。

「俺もだよ。あはは、うん、これでホント元通りって感じだなっ」

「先輩……」

　じわ、とつぶらは少し目を潤ませた。

　そして、ぽそりと呟つぶやいた。

「……私って子供ですね」

　俺は少し考えて、真顔で返した。

「……いや、こんな立派な胸した子に言われてもな」

「こここ心の底からそう思ってくださってるのは分かりますけどそういうことは言わないでください！」

「ごめんごめん！腕抱いてもらえてるのが嬉うれしくてちょっと口が滑った！」

「もうっ……。わ、私もです」

「あはは」

「ふふっ……」

　うん。やっぱり、こうがいい。





　　　　＊　　　＊　　　＊






　それから数日後の、昼休み。

「先輩。はい、あーん、です」

「お、くれるのか？」

「唐揚げは、今年初ですから。先輩に食べて欲しいんです」

「うわーめっちゃ嬉しいっ、つぶらの唐揚げホント美う味まいもんな～。じゃあありがたく……あ～んっ」

「ふふっ……そんなに大きなお口を開けてもらえると、私も嬉しくなってしまいます……はい、あーん」

　と、俺は中央棟のホールにあるベンチで、つぶらと一緒に昼食を摂とっていた。

　付き合い始めた頃ころは久く々ぐ田た並木で食べていたけど、十一月以降はさすがに気温も下がってきたので、ここで食べるようにしていた。寒さに悩まされることなく、かつ中高共用区画、となると自然とここ中央棟になる。

　まあ、それ以外にも中央棟だと、昼休みにはせいぜい図書室を使用する生徒くらいしか来ないから人目が少ない、というのもあったけど。おかげで「はいあーん」も満喫できている。

「んむんむ……あー、美う味まいなぁっ。よかったら毎日作ってくれないか？」

「ま、毎日唐揚げはさすがに身体からだに悪いからダメですっ」

「いや、今の『毎日俺に味み噌そ汁しるを作ってくれ』的なやつだったんだけど……」

「……お味噌汁なら用意できますけど」

「いや、そうじゃなくてな？」

　なんて、やっているところに。

「妬やけちゃうなぁ～っ」

　と、稀まれ先輩がひょっこり顔を出した。

　ここのところ、自分の食事が終わるとこうして遊びに来てくれるようになったんだよな。

「や、妬けちゃうって、稀先輩っ」

「あーうん、ジョーダンジョーダン、気にしないでー」

「そ、そうですか……ならいいんですが……」

「はいはい。では改めましてこんにちは、稀さん。こっちはまだ食事中ですみませんが……」

「あーそれも気にしないで気にしないで、顔見に来ただけだし。でもその唐揚げ一個くれるって言うんならもらうよ？」

「こ、これは先輩のために作ってきたものだからダメですっ」

「かいがいしーよね初は鹿じか野のって。ね？　功こう成せいくん」

「この調子で毎日味噌汁も作って欲しいんですけどね……」

「ひへへ。功成くん的にはそーなるよねー」

「？？？　いえ、ですからお味噌汁も欲しいなら持ってきますけど……」

「わ、この子意味分かってないんだ！初鹿野らしいなー」

「す、すみません。何か符丁のようなものなんですか？」

「んー……唐揚げ一個くれたら教えたげる」

「くっ……！分かりました、召し上がれ稀さんっ」

「イェーイ♪　あ、妬かないでね功成くん」

「俺は『はいあーん』で食わせてもらいましたんで」

「おあつーい」

「フッフッフ……」

「ってわけで、アタシにもはい、あーん♪」

「ってなんで稀まれ先輩まで!?」

「ちっ、ノリでやってくれないかぁ、功こう成せいくん……」

「実は隙すきを窺うかがってたんですか!?」

「ひへへ、だからジョーダンだってば」

「タチが悪い……！」

「二人がアツアツだからね。ついつい」

「そ、それは恐縮です……」

　と、俺もつぶらもなんだかすっかり、この人と仲よくなってしまってる。

　まあ、そのあたりは、向こうが『仲よくしたい』と訪ねてきてくれてるのが分かるというのもあるし、始業式の日に言ってたとおり、前のような言動を控えてくれてる（いや、たまに今みたいにタチの悪い冗談を言ったりはするけど）のも大きいだろう。

　そして、稀先輩特有の明るい調子もあって、悠ゆう伊いを交えてのときとはまた違う風に楽しいし。

　つぶら共々こうやって付き合っていけるなら、こっちとしてもありがたい限りだよな……経緯が経緯だったし……。

「……う」

「あれ？　小お津づ」

　そんなところに、今日はどういうわけか小津までやってきた。

「どうしたんだよ、珍しいじゃん」

　小津はいつも教室で、クラスの友達と昼を食べてるはずだ。今までこうして、俺とつぶらのところにやってきたことは一度もない。

「う、うんまあ。たまにはみたいな……最近は中央棟って話だったし、あはは……」

　なんて困ったように笑うと、小津は俺たちを見比べて、

「えーっと……ほ、ホントに来てるんですね、青あお原はる先輩……」

「今日はちょい前に来たトコだけど？」

「ん？　つぶら、稀先輩の話、小津にしてたのか？」

　俺は小津にそんな連絡してないし、わざわざ稀先輩が小津に『最近昼休み、二人のところに顔出してるんだ』なんて連絡つけないだろうし。

「ええまあ……昨日、ＬＩＮＥで聞かれたので」

　すると、それでまた気にして覗のぞきに来たのか？　小津のやつ。

「ってわけで……わ、わたしも座っていいかなっ？」

「そりゃ別に構わないけど」

「じゃあ……よいしょ」

　小お津づは俺を挟んで、つぶらとは反対側にささっと腰を下ろした。俺からすると、ちょうどつぶらと小津に挟まれた格好だ。

　そんな俺たちを、前に立つ形の稀まれ先輩は、毛先をくるくると指に絡めながら見比べて、

「……ふーん。それってディフェンス？　小津」

「と、特に意味はないですけど」

　……いや、どういう意味？

「小津、ディフェンスってなんだ？」

「だからなんでもないってばっ」

「そっか。なら別にいいんだけど……」

「初は鹿じか野のにそうされるなら分かるし、仕方ないと思うけどさ。なんで小津がするワケ？」

　稀先輩は髪を掻かき上あげ、小津に小首を傾かしげる。

　……ああ、ひょっとしてディフェンスって、俺を稀先輩からってことか？

　確かに小津が俺の右に座れば、稀先輩は俺の隣に座れなくはなるけども……。

「小津、稀先輩はちゃんと言った通りにしてくれてるぞ？」

「あ、いいよいいよ功こう成せいくん、別に。まあ、そういうことならアタシ今日はこれで帰るね。またね！」

　稀先輩は特にこだわらず、ひらっと手を振るとそのまま教室に戻っていった。

　その後ろ姿を見送り、そして俺は左右の女子二人を見比べる。

「あはは……、こ、功成たちはご飯食べて！」

　背中を丸めつつ、小津は苦笑い。

「……そうですね」

　こく、と生き真面目まじめな恐こわい顔で頷うなずくつぶら。

「……かといって、小津がいると『はいあーん』とかはちょっと、しづらくなっちゃうんだけどな」

「う、言われてみればそういう弊へい害がいがあったねっ……」

　俺が指摘すると、小津は大焦りでアタフタし始める。

「先輩っ。私は別に気になりませんっ、はい、あーん！」

　と一方、つぶらはますます恐い顔になって、箸はしでつまんだ唐揚げをまた差し出してきてくれた。

「え、人目があっても!?　つぶら、強くなったなぁっ」

「っ……つぶらちゃんもやっぱり、積極的になることにしたんだ」

　と、そんなつぶらへ、小津は俺越しにちょっとビビったようなリアクション。

　というか、「やっぱり」？

「小津、それって──」

「私は先輩の彼女というだけですっ」

「う、うん、そうだよね……」

「はいっ……」

「…………」

「…………」

　……え、何？　この空気。

　いや、別に火花が散ってるとかそういうのじゃないんだけど、なんだが無性に落ち着かなくなるような……。

「あー……お、俺がオセロだったらひっくり返って女になってるところだな、今！」

　とにかく空気を変えよう、と必死でギャグを敢行した。

「あ、あはは……功こう成せいそれすごいつまんない……」

「ハイ分かってます……！」

　ちょっと恥ずかしくなってしまった。いや、確かにそのとおりなんだけど！

「……………………」

「って、つぶら!?」

　なんかもう殺気が迸ほとばしらんばかりの恐こわい顔になってるし！

「ごめん、ごめんっ、なんか俺空気読めてなくてっ──」

「…………く、ぷっ」

　と、そこでへの字になっていたつぶらの唇が弾はじけたかと思うと、

「ぷ────っ！せっ、先輩っ、うぷっ、なに言ってるんですかもうっぷぷぷぷぅっ……！」

　まさかの大ウケだった──！

　でも、そうだった。つぶらはこういう定番ギャグみたいなのにまるで免疫ないもんな……！さっきの「毎日味み噌そ汁しるを作って欲しい」も通じなかったし、「バラも綺き麗れいだけどつぶらの方がもっと綺麗だ」ってのには素で照れまくってたくらいだし。

「はは、ウケたんならよかったけど……でもつぶらがそこまで笑ってるところ、まさかこんなギャグで見られるとはだよっ」

「すっ、すみませっ、ぷっ、うくっ……だっダメですっ私お腹なか苦しくてもうっ……」

「いやホント、そこまでウケてもらえたなら言った甲か斐いがあってこっちも嬉うれしいんだけどな？」

「あはは……でも、つぶらちゃん以外には言わない方がいいよ、功成……」

「ハイ分かってます……！」




　とにかくまあ、つぶらがそんな感じでしばらくお腹を抱えて笑い続けてたので、残る唐揚げは自分で食べることにはなったけど……。

「うん、ごちそうさまな、つぶら。それじゃまた後で」

「は、はひ。お恥ずかしいところをお見せしてしまってすみませんでした……」

「いやいや、俺のせいだし。あと大ウケつぶら可愛かわいかったし」

「そっ……、やっ……、あ、ありがとうございます、ならよかったですけどっ……」

　と、昼休みも終わりに近づいてきたので、今日のところはお互い教室に引き上げることにした。

「じゃ、行くか。小お津づ」

「あ、うん」

　中央棟を出ると、小津と二人で歩き出す。同じクラスなので、教室に戻るとなったら必然的にそうなる。

「あ……」

「ん？　どうした、つぶら？」

「い、いえっ。それではまた放課後に！」

「ははは。うん、また」

　笑って手を振りつぶらと別れ、高等部の校舎に向かう。

「いや、今日は貴重なもんが見れたな」

「あれで大ウケしてくれるから、つぶらちゃんはつぶらちゃんって感じだよね、ホント……」

　歩きながら話を振ると、小津は引き続き苦笑いで頷うなずく。

　が、そのうちに表情が、どんどん真顔になっていく。

「……なんだよ」

「つぶらちゃんはつぶらちゃんとして、青あお原はる先輩のことなんだけど」

「ああ、うん。稀まれ先輩がどうかしたか？」

「……あの人絶対、功こう成せいのこと諦あきらめてないよ」

「…………」

「こ、功成たちには分からないかもだけど、恋愛強者のわたしには分かるからっ。だから──」

「なるほどな。今日はそれを気にして、様子見に来てくれたわけか」

「だ、だってやっぱり気になるもん」

　ホント、世話焼きなやつ……。なんか、日が経たつにつれ、だよな。

「だから気をつけろ、って言いたいのか？」

「そ、そこまでは言わないけどさ」

「俺としては、それはどっちかと言えば俺の問題だからなぁ。俺がしっかりしてれば、仮に稀まれ先輩がまだ諦あきらめてなくても二度とああはならないわけだし」

「…………」

　そして今はいい雰囲気なので、できるなら稀先輩とはこのままいい関係を築いていきたいとは思ってる。

　だから小お津づの心配はある意味余計なお世話だし、そもそも、「なんでおまえがそこまで」という思いもないではないけども……。

「でも、ありがとうな」

　苦笑しつつ、結局そう言った。

「……えっ？」

　小津は意外そうに、目を丸くして俺を見てくる。

「ん、変か？　どうあれ小津の気持ちはありがたいだろ、だったらお礼くらいは言いたくなるよ、やっぱ」

「……………………こ、功こう成せい」

　小津的には、相当予想外のリアクションだったらしい。戸惑うように、視線をあっちこっちにさまよわせていた。

　が、やがて背中を丸めると、おずおずとした調子で、

「あ、あのさ、功成……」

「ん？　なんだ？」

「……放課後、ちょっと話せない？」

　そんなことを、切り出してきた。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「あ、おかえり～つぶ～」

　先輩たちと別れ、教室に戻ると、悠ゆう伊いが相変わらず眠たげな調子で出迎えてくれた。

　いや、まさにちょうど昼食後の昼寝から目覚めたところらしい。うーんと伸びをして、髪の毛をくしゃくしゃ掻かき回まわしていた。

「うん、ただいま……悠伊、よだれの跡が付いてる」

「おっと。ま、別にいいや」

「よくはありませんっ。みっともないから拭ふいて！」

「は～いはい……つぶ、ティッシュ～」

「まったく……はい」

　とカバンに常備しているポケットティッシュを差し出すと、悠伊は受け取りながら、私の顔をじっと見てきた。

「……何？」

「ん～……」

　と、口元をティッシュで拭ぬぐうと、

「……つぶさぁ。なんかあった？」

「えっ？」

　半目になって、そう指摘してきた。

　私は不覚にも一瞬、ドキッとしてしまった。

「あ、やっぱり。そんな気したんだよね」

　へらっ、と悠ゆう伊いは途端に表情を崩して笑う。

　……どうしてこの子は、こういった観察眼が驚異的に鋭いんだろう。

　いや、親しい相手のことだから、よく見ててくれてるんだとは分かるけど……。

　それは、友人の少ない私にとって、とても嬉うれしいことではあるんだけど……。

「べ、別に何もないから」

　私はそう応こたえざるを得ない。

　すると悠伊は目を猫のように細くして、

「はるまれ先輩が、なんかやらかしたんじゃないんだ？」

「稀まれ先輩はちゃんと弁わきまえてくださってますっ」

「じゃあおにいがなんかヤンチャしちゃったんだ」

「今日の先輩は最高に楽しくて素敵でした！」

「くふ。すごいノロケ来たよ～……」

「の、ノロケじゃなくて事実だから」

「……じゃあなんで微妙な顔してたの？」

「それはっ……その……」

「ん～まぁ、つぶが言いたくないんならいいんだけどさ……」

「……今日は、梅うめ香かさんもいらしてて」

　悠伊が相手だと、何か隠そうとしても、結局最後には打ち明けてしまう。

　彼女の独特の雰囲気のせいなんだろうか。あるいはこれが、親友同士ということなんだろうか。

「だから、今日は先輩、梅香さんと肩を並べて教室に帰っていって……それに、なんだか……少し胸がチクッと……」

「あ～」

「じ、自分でもよく分からないんだけど」

「妬やいちゃったんだ」

「や、妬いてはいません！」

「ふ～ん。ま、つぶがそう言うんなら」

「…………妬やいてないから」

　それだけは、言い張った。認めたくなかった。

　だって、先輩はあんなにも、以前と変わらない……いや、以前以上の真しん摯しさで、私に接してくださってるのに……

「ん～まぁ、どうでもいいんだけどさ……」

「なら聞かないで！」

　と、反射的に言い返した、そのとき。

　ＬＩＮＥの通知音。

　スマホを取り出すと、先輩からのメッセージ。

　それだけで少し心が浮き立ち、調子を取り戻しかけたけど……。

『ごめん。小お津づが話があるって言うんで、今日の放課後はちょっとそっちに行ってきていいか？』

「…………」

　また、チクリと。胸が。

　でも……いや、だからこそ。

『分かりました。どうぞ行ってきてください。お見送りします』

　私はそう打って返した。

　……今度こそ、胸を痛めたりしない。そう心に誓いながら。

（見ててくださいね、先輩っ……）





　　　　＊　　　＊　　　＊






「い、いってらっしゃい、先輩っ。梅うめ香かさんっ」

「うん、いってきます。今日はごめんな、明日また。つぶら」

「いえっ、はいっ、明日またっ……」

　放課後。俺と小津はつぶらに見送られ、校舎を後にした。

「ま、まさかお見送りしてもらえるなんてね」

「だなぁ。っていうか、つぶらに『いってらっしゃい』なんて言ってもらえたの、何気にこれが初めてだわ。はは、くすぐったいもんだなー」

　小津と肩を並べて歩きながら、思わず笑ってしまう。

　すると小津は背中を丸めながら、俺を窺うかがうように見上げて、

「で、でもホントはつぶらちゃんと一緒に帰りたかった……よね？」

「まあ正直言えば、そうではあるんだけどさ」

「…………」

「でも、小お津づに話があるなんて持ちかけられたら、ちゃんと聞かなきゃだろ」

「……功こう成せいは功成だよね」

「ん？　俺は俺だよ。それで、どこ行く？　話なら座れるところがいいよな、ファミレスか？」

「あー、うん、それなんだけど……こ、功成、あの公園覚えてる……？」

「どの公園だ？」

「昔、ゆっこも交えてよく行った……」

「ああ」

　そう言われれば、すぐに思い出せた。ここ最近はめっきり行かなくなってたけど……。

「学童に行く途中に、よく三人で寄ってたあの公園な」

「う、うん、そう。あそこ」

「というか……今日から彼女作るの頑張るって小津とゆっこに宣言したのも、確かあそこでだったよな」

「うん……あそこで、どう？」

「俺は別に構わないけど──」

　と応こたえかけて、途中でちょっとおかしくなる。少し笑ってしまった。

　──よく考えると、こいつとは変な関係だよな。

　今みたいな話をしてると、いかにもな幼なじみな感じだ。

　いや、実際そう言っちゃってもいいくらいの、長い付き合いではある。

　だけど小津と二人で帰るなんて、あの背中を押してくれた日以来の、二度目で。

　その独特の距離感。

「え？　な、何？」

「いやまあ……、じゃあ、とにかくあそこ行こうぜ」

「う、うんっ」

　──俺たちはどうしてこういう距離感になったんだろう？

　昔に関かかわる場所に行くことになったからか、改めて、そんなことをふと思った。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「…………ふぅぅ」

　先輩たちを見送った後。

　私は意識的に息をつき、気持ちを切り替えようとした。

　だけど──

（ちくん、ちくんって……やっぱり、胸が……）

　……情けない。恥ずかしい。

　そう思うくせに、この場を立ち去れない。

　先輩の背中が消えていった曲がり角に、未練がましく何度も視線を向けてしまってた。

　いってらっしゃいって、送り出したのは私なのに。

（結局……胸がチクチク痛んで、そして……ざわついてしまってる、なんて）

　私って……。

「──あれ？　初は鹿じか野のじゃん」

「っっ」

　そこで出し抜けに名前を呼ばれ、ビクッと顔を上げた。

　いつの間にかすぐ隣に、カバンを提げた稀まれさんがやってきていた。

「どしたの？　こんなところで一人で。功こう成せいくんは？」

「は、はい。先輩は今日は、梅うめ香かさんと話があるそうなので……先ほど、別れて……」

「へー……」

「…………」

　私の視線を追うみたいに曲がり角へ目を向けた稀さんの、その顔をそっと窺うかがう。

　……私や悠ゆう伊いはもちろん、先輩や梅香さんよりもさらに大人っぽい、綺き麗れいな横顔。

「いいの？」

「ッ……」

　その視線がこちらに向き、私はドキッとさせられる。

　いいの？

　──先輩を、梅香さんと行かせてしまって。

　そういう意味だと、不思議なことにすぐ分かった。

　つまり、それはこの人も私と同じく、梅香さんに対して……思うところがあるからで。

「ま、いいよね。ちゃんと話を聞こうっていうのが、功成くんのいいところなんだし」

　だけど稀さんは笑ってそう言う。

　それは、私にはできないことだった。

　だからだろうか。

「ま、稀さんはっ、そのっ……」

「ん？」

「その……こういうとき、胸が痛んだり、ざわついたりは、しないんですか……？」

　気づくと、思わず聞いてしまっていた。

　悠伊にも、きちんとは言えなかったこと。

「ひへへ。功成くんのカノジョの初鹿野が、アタシにそれを聞くかなぁ」

「あ……、ご、ごめんなさいっ、そうですよねっ……」

「アタシはまあ、もういろいろ吹っ切ってるから」

「え……？」

「負けないぞって思うだけかな」

「…………」

「こっちこそ、それをカノジョの初は鹿じか野のに言うかなぁ、だよね。あはは！でも心配しないで、当分はちゃんと自粛するから──」

「稀まれさん、私っ」

「……うん」

　もう、稀さんのそのいさぎよく堂々とした態度に、釣り込まれるみたいに。

「やっぱり、まだまだ子供です……」

　そうこぼしてしまった。

「こんな、こんな。みっともない……先輩の彼女なのに……こんな……」

「んー……」

　そんな私を、稀先輩は髪の毛の先を指にくるくる絡めながらしばらく眺めて、やがて。

「ていっ」

「!?」

　ばしん！といきなり背中を叩たたいてきた。

「こほっ……ま、稀さん？」

「功こう成せいくんが、小お津づと帰ったってコトならさ」

　稀さんは歯を見せて笑って、

「初鹿野は、アタシとお茶して帰らない？」

「────」

　ああ。

　やっぱり、この人は私より大人なんだ。そう思った。





　　　　＊　　　＊　　　＊






　公園は、俺たちの記憶にあるままだった。

　マンションの敷地内に作られているささやかな公園で、遊具はかろうじて、二、三ある程度。

　正直、余よ所その子供が喜んで遊びに来るようなところじゃないだろう。だけど俺や小津、そして悠ゆう伊いは、この公園にとてもなじみがあった。

　うちも小津の家も、子供のころは親が忙しくて。だからそういう家庭の子を預かる施設である、学童保育に入っていた同士で……。

　そしてここは、小学校から学童に向かう途中。一度角を曲がれば立ち寄れる、格好の場所だったからだ。

「功こう成せい、ブランコ乗らない？」

「お、いいな」

　小お津づの提案に乗り、二人で並んでブランコに腰を下ろす。

　久々の感覚だった。小津と──というのも、含めて。

「……なあ。小津とはさ、悠ゆう伊いがいたから話すようになったんだっけ」

　その感覚と、来がけに思い起こしていたことが手伝い、俺はそんな話をまず振ってしまう。

　すると小津は長い髪を押さえながら、こくんと頷うなずいて、

「そうだね。わたしがゆっこと仲よくなったから……」

「同じ班だったもんな、俺たちと小津。学童は学年関係なしだったし」

「ゆっこはもう、あのころからボーッとしてて危なっかしかったし……なんかほっとけなくて……あはは……」

「まあ、あいつはそのくせなんか要領がいいから、小津は振り回されてばっかりみたいだったけどな」

「う。それは今もあんまり変わってないかも……」

「確かにな。おまえが基本的には大人しいくせに、なんだかんだで世話焼きってところも」

「……そ、そうかな」

「昔からじゃん。気遣い屋なところも、気のいいところも。背が高くてすらっとしてるのも……って、これは小４からだったか」

「う……うん」

「小津がモテ出したのも、あのころからだったよな。やっぱその性格でそのスタイルは男に対するアピール度高いよな、俺もこいつならモテて当然だと思ってたし」

「…………」

「おかげでおまえのことだけは、昔っから恋愛対象外だったもんな。ああ、ある意味、だからこの距離感で、今まで付き合いが続いてたのかもな」

「……………………」

　きぃ、と小津はブランコを小さく揺らした。

「やっぱり、そうだよね」

　長い髪がそよいで、綺き麗れいに散っていた。俺はそれから視線を外して、

「そりゃそうだって。常に余よ所そに男がいるとか言ってたやつを、恋愛対象として見れるもんか」

「うん……、そうだよね……」

　きぃ、きぃ、きぃ……。

　小お津づの漕こぐブランコが、次第にその振幅運動を大きくしていく。

　長い髪がさらになびき、長い脚は宙を掻かく。

　そのすらりとした白さから、俺はやはり、今までと同じく視線を外して、

「それで……、話って、なんだ？」

「っ……」

　水を向けると、小津は少し躊躇ためらうような雰囲気に。

「え？　話があったんだろ？　俺、てっきりまた俺とつぶらの仲の話だと思ってたけど……違ったか？」

「う、ううん……違わないけど……」

「そっか、ならよかった。それで……」

「…………」

「……小津？」

「うん……」

　ざざっ！と長い脚を下につき、小津はブランコを止めた。

「わたしね！」

　代わりに勢いよくそう切り出す。

「二人が、二年。清きよい交際するっていうのに、安心してた」

「……安心？」

「その……こ、功こう成せいだなぁって。つぶらちゃんにそうお願いされたから、なんでしょ？」

「それは、うん。そうだけど──」

「相手の言うことや気持ちを、真っ正面から、真っ正直に受け止めてさ。すごい功成らしいよね」

「……褒められてる？　俺」

「うん。少なくとも、つぶらちゃんも青あお原はる先輩も、功成のそういうところが好きなわけだし」

「そ、そっか。そうだよな……」

　ちょっと誇らしくなる。今までずっと、小津からはダメ出しされてばっかりだったし。

　そっか。小津、それを言うためにわざわざ……つまりこの調子で頑張れみたいな……。

「でも……、それじゃダメだよね」

「………………えっ？」

　な、なんでそうなる？　褒めてくれてたんじゃなかったのか？

　と顔を見ると、小津は静かな、真剣な表情で、

「だって実際、つぶらちゃんを妬やかせちゃってたじゃん。青あお原はる先輩に、ああ迫られて」

「お、俺はちゃんと断ろうとしてただろ！」

　俺は怒鳴るみたいに言い返すしかなかった。

「それにつぶらだって、妬いてはいないって言ってたしっ──」

「ホントにそう思ってるの？」

「…………」

　不覚にも、詰まってしまった。

　つぶらからの、想定以上に濃厚なスキンシップのことを思い出して。

　そんな俺をさらに追い詰めるみたいに、

「……功こう成せい、ホントは青原先輩の胸、触っちゃいたかったんじゃないの？」

　小お津づは静かに、問いを重ねてくる。

「そ、そんなことっ──」

「じゃあ、つぶらちゃんの胸は？」

「そっ……、それ、は……」

「……前に、素直で正直なのが功成の取り柄って話、したよね」

「ッ──」

「今の功成って、素直？　正直？」

　……再び、俺は言葉に詰まってしまってた。

　小津の問いかけに抗あらがえない自分がいて。

　──本音を言えば、稀まれ先輩に触りたかった。

　──正直に言えば、つぶらにキスだってハグだってしてしまいたかった。

　だけど、だけどだ。俺はそれを、二年間我慢しなきゃいけない。

　つぶらがそう望んだから。俺はカノジョのその気持ちを、大事にしたいから。

（そういう俺を、好きになってもらえたんだから……）

「す……素直だし、正直だよっ！」

　だから、そう言い返す以外にない。

「ウソだよ」

　小津は一刀両断に、それを切って捨てる。

「功成、青原先輩のアプローチにグラグラきてたじゃん。つぶらちゃんにだって、いろいろしたがってたじゃん」

「だからそれはっ──」

「わたし、全部見てたもん。……なのに功成、無理して我慢して」

「だから無理してねえ！」

　怒鳴り返してしまいながら──俺は、思っていた。

　なんだ？　なんでこんなことを言うんだ？　小お津づは──

「だったら、また誰だれかに迫られても、ちゃんと断れるの？」

　いつもみたいに、恋愛強者としての説教やアドバイスがしたいんだとは思えない。

「青あお原はる先輩は断られて引いたけど、断られても諦あきらめない相手が出てきたらっ……」

　分からないけど……だけど、俺が認めるわけにはいかないことばかりを言ってきてるのは確かで。

「断れるよ！」

　だから、大声でそう言い放つ以外にない。
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　そんな俺に、小津は──




「わたしが功こう成せいを好きだって言っても!?」




　俺以上の大声で、そう言い返してきた。

「……………………えっ？」

　呆あつ気けにとられてしまった俺を余よ所そに、小津は勢いよくブランコから立ち上がる。

　そうしてすらりとした足を運び、俺の前まで歩いてくると。

　俺がそれをバカみたいに、目でたどってしまっていると……。

「ん、ん……っ！」

「!?」

　モジモジと、顔を赤くしながらも、小津はゆっくりスカートを持ち上げ始めた。

　それだけじゃない。強引に俺の手を取ると、長い脚の内股にそっと、忍び入れさせるみたいに……。

「ちょっ、まっ……ななな何やってんだよおまえっ……っ!?」

　このままだと小津の内股に触れてしまう。いや、それどころかニーソの中に俺の手が突っ込まれてしまう。

　なのに小津は顔を赤くするだけで、決死の様子で俺を睨にらみあげて、

「わ、わたしの脚っ、好き……でしょ……？」

「いやだから小津ッ……」

「わたしのスタイル、さっき、褒めてくれたじゃんっ……」

「いやっ、それはっ、それはっ……」

「だから……もう見せちゃいたい。ううんっ、見せるだけじゃなくてっ……このまま……」

　頭が追いつかない！なんだよこの展開！どうしてこうなる!?　なんでこうなる!?

　そう思いながら──目の前でどんどん露出されていく脚線美から、不覚にも目が離せない。

　まるで──




「に、ニーソの、中に……指入れて、いいよ……っ」

「────ッ」




　──思い知らされてしまったみたいに。

　小お津づも、女の子だと。そういう目で見ていい相手なんだと。

　それでも……。

「じょ、冗談はやめろよ！」

　ずっと恋愛対象外という目でしか見ていなかった相手の、そうではない姿と言葉に、猛烈にドギマギさせられながらも……。

　俺は、そう怒鳴る以外になくて。

　だけど。

「冗談じゃないもん！」

　小津は、それを真っ正面から怒鳴り返してきて。

「冗談なんかじゃないもんっ。昔からずっと、だったもんっ。わたしは功こう成せいが──」

　まっすぐに、言った。




「──好き！」

「ッ────────」




　その告白に、ハッと息を呑のんだ。

　本気だ。小津は。

　小津の口から、本気の告白の言葉を聞くなんて思いもしてなかったけど。

　ウソじゃない。冗談じゃない。本気だって、いやでも分かってしまう真剣さだと。




「……付き合って」




　思い知らされてしまった。

　こいつはずっと、この想おもいを胸に秘めながら、俺に接してたんだって……。























「こ、功こう成せいっ、お弁当作ってきたからっ」

　翌日の昼休み。中央棟のホールのベンチ。

　いつもならつぶらと昼を食べ始めてるところで……今日の俺は耳まで真っ赤になった小お津づに、弁当箱らしき包みを突きつけられていた。

「食べて！」

「い、いやっ、だからおまえそれはっ……！」

「功成に食べて欲しくて、作ってきたんだよ……？」

「う……い、いやっ、だとしてもっ──」

「功成のこと好きだから、早起きして頑張ったんだよっ……！」

　……昨日、俺にああして告白してきて。

　それからの小津は、ずっとこうだった。一言で言ってしまえば……熱烈攻勢。

　顔を合わせてからずっと。朝も、休み時間も、この昼休みも全すべて、懸命に俺へ気持ちをぶつけてきていた。

「お、おまえっ。なんでそんなっ、っていうか今付き合ってる男たちのことはいいのかよっ」

「今はもうそんなのどうでもいいの！」

　俺が何度退けても、決して引くことなく。

「功成、好きだよっ……」
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「なっ……まっ……」

　そして、そうなれば当然の流れで、

「まさかとは思っていましたがやっぱりですかあああぁっ！」

　俺の彼女であるつぶらは、跳び上がって怒り出す。

「や、やっぱりって……つぶらは小津の気持ちを察してたのか!?」

「そう考えないと理屈に合わなかったからです！いくら先輩と私の仲が気がかりで世話を焼きたいと思ってくださってるからって、尾行をしようだなんて言い出すのはよっぽどでしたしっ……」

「そ、それは確かにそうかも……」

「梅うめ香かさん、稀まれさんが先輩に何かする度に、ひたすら泡を食っていましたし！彼女である私以上に！それは少し考えてみればっ──」

「そう！思いっきり妬やいてたから、だもんっ！功成が好きだったからだもんっ！」

　今までの小津だったら、苦笑いで引いていただろうけど……。

　今の小津はもう、つぶらの強烈な眼光や威圧感にもいっさい引かず、前のめりになって言い返す。

「それじゃあつまり、私たちの世話を焼いてくださってたのもっ……」

「つぶらちゃん、ホントに隙すきだらけなんだもん。私が諦あきらめたくても諦められなくなるくらい、功こう成せいの彼女をっ……ちゃんとやってくれてなかったからっ……」

「途中からはチャンスを狙ねらっていたわけですか！」

「だったらわたしが彼女でもいいじゃんって思っちゃったもん！」

「いや、待てっ、待ってくれって小お津づッ」

　睨にらみ合う二人の間に、大焦りで割って入る。

　そんな二人の姿を見たくない、というのも、もちろんあったけど……。

　それ以前に、未いまだに信じられないところがあって。

「功成、わたし真剣だよっ。ホントに功成のこと──」

「分かってる！それは分かってる、そうじゃなきゃつぶらの前では言わないだろうしっ……冗談じゃないって言うのは、分かる……」

「……うん。功成は、分かってくれるよね」

「だけど！だったらっ……どうしてあの日、俺の背中を押してくれたんだよ……」

　そう。初めて、小津にお茶に誘われて。初めて二人で一緒に、ファミレスに入って。

　誰だれでもよかったわけじゃないって、分かってるでしょって。

　素直で正直なのが、功成の取り柄なんだからって……俺をつぶらのところに、送り出すみたいにしてくれた。

　そのおかげで俺はつぶらと和解できた。それどころか、つぶらから告白してもらえた。

　だから……小津は言わば、俺たちの恋のキューピッドだった。

　でも、小津がずっと俺のことを好きだったんなら、どうしてそんなことをしたんだ。それが分からない。

「……それこそ、あの日言ったじゃん」

　小津は今日も、胸を張ることも反らすこともなく俺をまっすぐ見て応こたえる。

「誰でもいいんならわたしに乗り換える？って」

「────」

　言われた。確かに。

　だけどそれに対して俺は──

「功成は、いいわけあるかって……」

　そうだった。俺は、そう応えた。

　あのときは小津の気持ちを知らなかったし、つぶらのことで頭がいっぱいでもあった。

　他ほかの答えなんて、あのときは考えられなかった。けど……。

「だから、言ったじゃん、わたし。わたしはもう手遅れだけどって。引っ込みが付かなくなる前に動かなきゃ、取り返しが付かないって」

　……小お津づはあのとき、俺ではなく自分自身に言い聞かせてたんだ。

　俺が、ああ答えたから。

　それって……とても、辛つらい……。

「どういうことですか、きちんと説明してください！」

　話について行けず、つぶらがまた怒鳴る。

　こくん、と小津はそれにしっかり頷うなずいて、

「功こう成せい、覚えてくれてたよね。その……わたしが、急に……こんなになるまで、背が伸び始めちゃった頃ころ」

「え？　それは……うん。小４のときだったよな」

　なんで唐突にそんな話になるんだ？　と思いつつ、頷いた。

　とにかく、それは今でもはっきり覚えている。小津は一時期から急に、ぐんぐん──今でも女子の中じゃ長身の方なんだから、それこそ当時は周りの子供たちから頭一つ以上ぴょこんと飛び出してしまうくらいに──背が伸び始めた。

　それまでは当時の俺より全然小さかったのに、あっという間に追い抜かれてしまったから、よく覚えている。

　それだけじゃない。体つきもみるみる今みたいにすらっとした、モデルみたいな体型になっていってて。

　まさに、第二次性徴ってやつだったんだろう。小津は周りのみんなより一足先に、それを迎えて──

「……すっごい、男子にからかわれるようになっちゃったよね、わたし。デカ女～とか」

「あ……」

　確かにそうだった。なにせ小津の背の伸び方は、急だった上に成長度がすごかった。だからそれまで目立たないやつだったこともあって、一気に注目の的になったのだ。

　そして、子供ってやつはみんなまだ未熟だ。周囲の人間に目立つ存在が出てきたら、どうしてもやっかんだり、からかったりしてしまう。

　俺はそういうのよりゲームや漫画が面白くて、加わってはいなかったけど……。

「わ……私もそうでした！」

　と、そこで意外にも、つぶらが小津に強い同意を見せた。

「私も小５くらいから、一気に胸が大きくなったので……」

「あ、うん。つぶらちゃんはそうだろうね。それくらいじゃないと今そんな立派じゃないだろうし」

「じゃ、じゃあ、つぶらもデカ女とか、男子にからかわれたりしたのか？」

　そんなの許せん！今からでも制裁を加えてやりたい！などと、話の流れを一瞬忘れて義憤に駆られてしまう俺。

「少し。でも私が一いつ喝かつしたら、いっさいそういうのはなくなりましたので」

　……義憤は引っ込めた。

　そりゃ、つぶらの威圧感と眼光だったら、小学生なんか恐れおののくに決まってるよな。

　しかし逆に言うと、基本的に気弱っぽい印象だった小お津づは……。

「わたしは毎日、囲まれてイジられちゃって。やめてって言っても、やめてもらえなくて……」

「……そうだったよな」

「うん……だからわたし、それがすごいイヤで……しんどくて、悔しくて……。でも、伸びちゃった背が縮むわけもないから、どうしようもなくて……だから」

「ど、どうしたんですかっ」

　こぶしを握ったつぶらの質問に、小津は気恥ずかしそうな苦笑を浮かべて、

「意を決して、言い返すことにしたの。『この方がモテるから』って」

「…………」

　──それって。

「っていうかすでにモテてる、学童以外だとわたし男の子にモテモテだから、って」

　小津の口からしょっちゅう聞いてきたようなこと。

「でも……あはは、ぜんぜん信じてもらえなくて……当たり前だよね、なんの根拠も証拠もないんだもん」

「じゃ、じゃあ、引き続きからかわれてしまってたんですか？」

「うん……でもね」

　と、小津はそこで、目を潤ませて微笑ほほえんで、

「功こう成せいだけは、その場ですぐ……素直に信じてくれたの」

「────」

　俺は思わず息を止め、……そして、記憶が蘇よみがえった。

　昔。小津から初めてそんな話を聞かされて、確かに俺はすぐに信じた。

　すげえ、マジで！おまえってそうだったんだ！みたいに。

　だって、信じるに決まってるじゃないか。小津は大人しくていいやつで、俺は嫌いじゃなかった。むしろ好意を抱いていた。そして背がぐんぐん伸びたことも、すごいな、と素直に感心していた。小津のすらりとした長身が、格かつ好こいいと感じてすらいた。

　だから思ったのだ。学童のみんなはまだ子供だから分からないかも知れないけど、俺の知らない大人っぽい世界なら、こういう小津はきっとモテるんだろう。本人が言ってるんだから間違いないんだろう──

「そんな、虚勢っていうか、見み栄えみたいなことをね」

「…………」

　そういうわけじゃなかったんだ。

　つまり。俺は長年、思い違いをしてて……。

「……だからわたし、功こう成せいのこと一発で好きになっちゃったの」

　改めて、息を呑のんだ。

　──分かる気がする。

「は、はいっ。それは、そうですよねっ……」

　つぶらも頬ほおを上気させ、コクコク頷うなずいていた。

「ただでさえ、理解してもらえるのは……受け入れてもらえるのは嬉うれしいことなのに、自分が辛つらいときに、たった一人だけ理解を示してくれたとなったら……当然ですよね……」

「あはは……ゆっこには当時から、『梅うめちゃん、ちょろい』なんて言われてたけどね……」

「……ゆ、ゆっこは知ってたのか？　小お津づの気持ち……」

「知ってたっていうか……バレバレだったみたい」

　俺は素直に信じちゃってたけど……ゆっこからすると、「そんなわけない」ってすぐ分かったってことか？

　確かに、ゆっこならすぐ見抜くかも知れない。だとしたら九く郎ろうもたぶん、とっくに見抜いてておかしくない。そうしたら、二人は確かに小津に「ちょろい」と言うだろう。

　だけど俺は、小津の気持ちを知った今でも、そうは言えない。

　だって──自分のことをそんな風に理解してもらえたら、好きになるに決まってる──と思ってしまうから。

　どきん。どきん。心臓の鼓こ動どうが急に高まり始める。頬が、どんどん熱くなり始める。

「で、でも。でしたらどうして、その気持ちをずっと隠し続けてきたんですか……？」

　そこで、つぶらはおずおずとそう尋ねる。

「う、うん！そうだよ、どうして言ってくれなかったんだよ！」

　俺もそれに同調し、小津に詰め寄った。

　言ってもらえてたら──

（……どうなっていたんだろう。俺たちは。きっと、今とは違う……）

「無理だったからだよ」

　俺たちの疑問を、小津は気恥ずかしそうな苦笑でそう退けた。

「わたしが好きになったのは、『信じてくれた功成』だったんだもん」

「「……………………」」

　俺とつぶらは、そろって言葉を飲み込んだ。

　そんな俺たちに、小津はほろ苦く、

「だから……功成の前でだけは、モテキャラを演じ続けるしかなかったの。わたし」

　……それじゃあ。

　小お津づはずっとそういう想おもいを抱えたまま、彼女が欲しくて悪戦苦闘してた俺に、アドバイスを送ったりしてたんだ。

　それって……とんでもなく、辛つらいよな……。

「……でも、功こう成せいは到底、彼女できそうになかったからさ」

　そんな俺の心を読んだみたいに、小津はくすっと笑ってそう話を継つぐ。

「安心してたの。ちょっとでもいいなと思ったら即その場で告白なんて、絶対彼女になってくれる女の子はいないって。だったら、わたしにもいつか、気持ちを明かせるタイミングが来るかも知れないって。でも……」

「あ……」

　そこでつぶらが声を漏らした。

「私が……」

　──そう。俺は、つぶらと出会った。

　俺のいきなりな告白に、頷うなずいてくれた女の子と。

　だから、小津は……。

「……うん、だから諦あきらめて、振っ切ろうとしたの」

　そういう……ことだったのか……。

「小津……俺……」

　心が痛む。胸が締めつけられる。

　こんなこと聞かせてもらえたら──

「こんなこと……聞かせていただいたら……」

　まるで俺の心中をなぞったかのように、つぶらは押し殺した声で呟つぶやく。

「お気持ち、分かってしまうに決まってるじゃないですかっ……！」

　そう！俺もまったく同じだった。こんな切ない想い、理解できないわけがないって。

　理解できてしまったら──

「でも、やっぱり無理だったの！だからもう打ち明けることにしたの！私は功成が好きー！」

（拒絶できない……………………ッッ！）

　いや！それでも拒絶しなきゃいけないんだ。だって俺にはつぶらがいる。だけど、だけど！

　ああっ、お、俺はいったいどうすればっ……!?

「わ、私は一体、どうすればっ……」

「ごめんね、つぶらちゃん。困らせて。だけどそういうわけだから──」

　小津はつぶらに囁ささやきかけると、覚悟を決めた顔つきでキッと俺を見て、

「功成っ、わたし今度のバレンタインに、本命チョコ贈るから！」

「いや待ってそれはマジでマズい！！！！！」

「お願い、受け取ってぇ！」

　しかも俺の胸に飛び込むみたいに身体からだを寄せてきた……だと……！

　撥はね除のけなきゃいけない。でもそうしたら小お津づの気持ちを全すべて退けることになる。あんなに切ない年月を重ねてきた気持ちを。俺がずっと、辛つらい思いをさせてしまってた小津を！

　でも拒絶しなきゃいけない。そう。つぶらが今度こそ嫉しつ妬とを覚えたりしないうちに──

「っっ……っっっっ……」

　──端的に言って、遅かった。




「──んんんんんんぅむいぃ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」




「!?」

「ひゃあっ」

　そんな謎なぞのうめき声と共に、つぶらはいきなり、俺と小津の間に身体をねじ込んできた。

「ダメ、それ以上ダメですぅ！梅うめ香かさんっダメ、先輩はっ、先輩は私の彼氏なんですからあぁっ！」

　その上で、両手をブンブン振り回す。

　まるで癇かん癪しやくを起こした子供みたいに──いや、そうじゃない。これは──

「私の先輩にチョコなんて贈らないでくださああぁいっ！先輩が私以外からの本命チョコ受け取るなんてっ……いやです、そんなのいやー！」

　完全無欠に、ヤキモチ妬やいてる──ッ！

「ちょ……チョコを渡すのは、個人の自由だもん！」

　そんなつぶらの勢いに抵抗するように、小津はグインッと大きく背を反らす。

「受け取ってもらえたら、わたしが本命ってことになるんだもんー！」

「違いますっ、先輩の本命は私ですっ、だったらっ、だったらぁっ──」

　つぶらはもう首から上を全部真っ赤にして、半泣き寸前の顔で叫んだ。

「私だって先輩に本命チョコ贈りますもん！梅香さんにはぜーったい負けませんもんー！」

「私だって信じてるもん、真っ正面から想おもいを伝えたら、功こう成せいは絶対受け止めてくれるもんー！」

「あり得ません、あり得ませんっ、受け取ってくださるのは私のチョコですー！」

「チョコ作りならわたし自信あるもん！なんせ功成を好きになってから毎年作ってたしっ。一度も渡せたことなかったけど……」

「く……わ、私はバレンタインに参加したことは一度もありませんが……なので正直あまりよく分かってもいませんが……でもっ。絶対に、特訓してでも先輩に喜んでもらえるチョコを作りますっ。見ていてくださいね、先輩っ！」

「はは……ははは……」

　──つぶらの気持ちは嬉うれしい。つぶらからのチョコ、欲しい。

　──小お津づの想おもいは退けられない。小津にチョコを渡されたら、拒否できない。

　俺はッ……ホントに……一体どうすれば………………ッッッ！





　　　　＊　　　＊　　　＊






　それからというものの。

「うおおぉ……マジでどうすれば……」

　俺はもう、ひたすら苦悩の日々を送っていた。

　学校ではもちろん、家に帰ってもだ。ベッドの上で頭を抱え、のたうち回りながら、俺は一体どうすればいいんだと何度も繰り返していた。

「だってさ！ほんっとに小津の気持ちは嬉しいし、どれくらい俺のことを想ってくれてるかも痛いほど分かるんだよ！」

「まあ、おまえが苦悩してるのは、オレもよく分かった。分かりすぎるほどにな……。なにせアホほど聞かされたことだし」

　と、九く郎ろうにも何度こうして聞いてもらったか分からない。

　答えが出せないままだと、つぶらにも小津にも会いづらかった。そういうときに頼りになるのは、申し訳ないけど同性の友人である。

　九郎も九郎で、俺が話を持ちかけると進んで家まで来てくれたし。ありがたいことこの上なかった。

「ここまで真っ正直に悩むのも、功こう成せいくらいだろうな」

「分かってるよ……九郎から見たら、俺は徹底的にちょろいっていうのはさ……。でも、小津にああして気持ちを打ち明けてもらったら、どうしたってきちんと受け止めなきゃってなるし……」

「その上で初は鹿じか野のも、ついに嫉しつ妬と心しんを露あらわにするようになったわけだからな」

「そうなんだよ……！それもつぶらに申し訳なくて、でもどうしようもなくて……」

「ベッドをゴロゴロ転がるばかりの日々、と」

「付き合ってくれてありがとうな、九郎……」

「オレは別に構わんが」

「……そういえば九郎は、その……小津の気持ちのこと、知ってたんだよな？」

　ふと思い出して、それを確認する。

　すると九く郎ろうは当たり前のように頷うなずいて、

「知ってたというか、分からないわけがなかろう。周りで気づいてなかったのはおそらくおまえくらいだぞ」

「マジでッ」

　ゆっこや九郎だけじゃなくて、そこまでだったのか！

「だからおまえは返す返す、ちょろいんだ。だがまあ──」

　と、九郎は落ち着き払った様子でメガネをクイッと直す。今の俺にとっては本当にありがたい、「いつもどおりの仕草」だった。

　そして、言ってくれた。

「そういうおまえだから、小お津づも惚ほれてたんだろうしな」

「九郎……」

「だが、このままでは状況が進展しないので、そろそろ言わせてもらおう」

「へ？　な、なにをだ」

「小津のことはいったん置いておく。……おまえは初は鹿じか野のと、事実上の婚約を交わしているのだろう？」

「それは……、うん……そうなんだけど……でも、小津のことは置いておけないっていうか……」

「さっきも言ったとおり、まさにおまえのそういうところに小津のやつは惚れたんだろうとは思う。だがな、功こう成せい」

「う、うん」

「それは子供の感覚ではないか？」

「…………」

　ハッとさせられた。息を、止めてしまった。

　そんな俺に、九郎はまったくもっていつもの調子で、

「オレたちもそろそろ、大人になり始めなければいけない歳としだ。それこそ、二年後には法的に結婚可能な年齢になるのだから。なのに──」

　メガネのレンズ越しに、冷静に俺を見み据すえて、

「おまえは子供のままで結婚する気か？」

「九郎……」

　──今のままではダメだろう、と。

　九郎の言いたいことは分かる。分かるけど──

「で、でも、俺……」

「清きよい交際もいいだろう。相手の気持ちを尊重するのも、素晴らしいことではあるだろう。だが、そうやって二年間、あらゆることを真っ正直に受け止め続けるつもりか？」

　冷たく突き放すみたいに。

　だけど、分かってる。九く郎ろうはとびっきりに付き合いよく、親身に──、

「時にはそれだけではダメなことを、おまえは思い知るべきなんだろうな」

　そう、言ってくれた。




　……そうして九郎が帰っていった後、廊下で悠ゆう伊いとも話した。

　ここ最近は一貫して、我関せずの態度を取っていた妹だったけど……。

「ん～まぁ、ゆっこ的にはどっちの味方もできないしさ」

「そ、それはそうだよな。つぶらは親友で、小お津づは幼なじみなんだし……」

「……梅うめちゃん、この調子じゃおにいとくっつくことはなさそうだな～って思ってたから、今までずっと放置してたけどさ……。子供のころに芽生えて今まで来てる気持ちだから、もう構図をひっくり返しようもないんだろうな、みたいに」

「うん……実際、そうだったみたいだけど……」

「……でも、梅ちゃんはついに、子供のころのままをやめたんだよね」

　悠伊は半目になって髪を掻かき回まわすと、パーカーのポケットに手を突っ込んで、

「おにいは変わってないね」

　そう言い残して、自分の部屋に引っ込んだ。

「…………」

　九郎の言葉と、悠伊の言葉。

　それはどちらも、今までの自分から卒業しなければならないことを示し唆さしていて。

「俺は……まだ、子供のころのままなんだな……」

　今の俺が、俺らしい姿なんだと思ってた。

　だけど、それじゃ答えが出せないなら……確かに……。




　俺は、大人にならなきゃいけないんだろう。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「ひへへ、戦利品無事ゲットー」

「は、はいっ。無事に確保できてなによりでしたっ……」

　購入したばかりのチョコの箱を稀まれさんと見せ合いつつ、私は気持ちの高揚を覚えていた。

　ここのところ続けていた、バレンタインに向けての『チョコの特訓』。

　それに付き合ってくださっていた（といっても、一緒にチョコ用意しよう、と言ってきたのは彼女の方からだけれど）稀さんと、今日は都心のデパートのチョコレート売り場に赴いたのだ。

　なんというか、ものすごい人──というだけではなかった。

　熱気があって。だけれど、みんなどこか浮かれていて。その中で必死な人もいて。女同士ではしゃいでいる人もいて。

　そんな混然とした、それでいてみんな一つのところ──つまりは、並んだチョコに──群がっている場に加わり、ああでもないこうでもないと稀まれさんと悩みながら最終的に一つのチョコを選んで買い求め、その足で二人で手近なファミレスに入ったところなんだから……。

　高揚感を覚えているのは当然だった。だって、

「みんな、バレンタインにはこうやって一生懸命チョコを選んで、これはと決めた相手に贈るんですね。そういう、素敵な催しだったんですね……！」

　そんな感動と、胸の高鳴りがあった。

　今までは縁がなくて、よく知らなかった。だけどもう、私もそれを経験して、そして先輩に……って。

「受験も間近で本当に大変な時期なのに、お付き合いいただきましてありがとうございます、稀さんっ」

「あーいや、まあ、息抜き大事だし？」

　稀さんは笑って恩に着せる様子もない。

　そういうさっぱりとした態度には感銘を受けると思っていたら、

「それに、別にみんながみんな好きな人とか狙ねらってる人に贈るってワケじゃないし」

「……はい？」

「だから義理チョコだってあるっていうか、むしろ義理チョコの方が用意大変って話したじゃん」

「そっ……それは伺いましたけど、え？　そ、それではあの盛り上がりも……？」

「あー。まあどっちかというとここのチョコは友チョコメインじゃない？」

「とも……ちょこ……？」

「っていうかアタシ今日、こっちのもそっちのもそのつもりで選んだんだけど。帰ったら味見し合いっこしようね！」

「だ、ダメですよ！これは先輩のために買ったものなんですから！」

「本番まだ先だし。さっきも言ったけど、ここのチョコは本命向きじゃないし」

「お店によってそんな格付けが!?」

「まー、しょうがないよね。ってワケでアタシも初は鹿じか野のも今日買ったのは友チョコ。友達同士で交換するの」

「い……いえっ、そもそもどうしてそんな概念があるんですか！バレンタインは意中の相手にチョコを贈る風習だったはずです！」

「それにかこつけて自分たちもチョコ食べたいし？」

「本末転倒です！」

「いろいろ食べ比べてチョコの味覚えないと、下手に男子に贈れないし？」

「そ……、それはそのとおりですね。なるほど……」

「ひへへ、アタシ初は鹿じか野ののそゆトコ、好きだよ。功こう成せいくんと一緒」

「あ、ありがとうございます。私もその、稀まれさんのことは……不思議な人だとは思っていますが嫌いではないです」

「不思議？　なんで？」

「そ、そもそも私に、一緒にチョコを用意しようという話を持ちかけてきたこと自体、私にとっては理解不能でしたので」

　だけど不慣れな私にとってはありがたかったので、彼女の話に乗せてもらった。

　バレンタインというものに今年は向き合わねばいけないと思ったとき、最初から、慣れている人にご意見を仰がねば、とは思っていた。

　経緯が経緯じゃなかったら、たぶん梅うめ香かさんを頼っていたんだろうけど……。

　そういうわけにはいかなくなった。だから、稀さんの申し出は本当にありがたいものだった。

　しかし、どうして彼女がそんな話を持ちかけてきたのかは分からない。

「どうしてなのか、伺ってもいいですか」

「んー、まー、アタシも一人で用意するのはつまんないしってトコだったし……けどほら、アタシの友達はみんな受験でそれどころじゃないって時期だったし」

「ああ、なるほど……それで私に白羽の矢を……って、私と稀さんはそこまで親しい仲じゃなかったはずですよ!?」

　昼に話すようになってからはずいぶん親しくはなったけど、本来はむしろ逆だった。先輩を、取り合うような。

　……それが今はこうということは、先輩のことはきっぱり諦あきらめてくれたということ？

「えーと、なんだっけ。中等部のバスケ部で監督に言われたやつ……将を射んと欲すればマズい馬がどうのこうのっていう」

「まず馬を射よ、です」

「たぶんそれ。そんなカンジ」

「つまり未いまだに将せんぱいを狙ねらってるってことなんじゃないですか！」

「あー大丈夫大丈夫！今はただ義理チョコ贈らせてもらいたいってだけだから」

「そっ……そう、ですか……」

　義理チョコは、好意はないけど付き合い上贈らなければいけない相手に、贈るものだそうだ。

　つまり他意はなく、文字通りの義理。

「なら、別に目くじらは立てませんけれど……」

「ひへへ」

「な、何がおかしいんですか」

「なんか初は鹿じか野の、すっかりヤキモチ妬やくようになったよね！」

「う……は、はい……恥ずかしながら……」

　本当は、自分でも分かっていた。自分が抱いていた胸のざわつきが、嫉しつ妬となんだと。

　だけど、ずっと認められずにいた。

　年上の先輩と、私は付き合っている。なら、私は先輩にふさわしい彼女でいなきゃいけない。

　そして先輩は、私のお願いを聞き入れて、二年待つ、と約束してくれた。

　本当は、いろいろしたいことがあっただろうに。私だって、それくらいは分かる。

　それでも聞き入れてくださった。

　……先輩は大人なんだな。きちんと、我慢ができるんだな。そう感じ入った。

　だから私も、大人でいなきゃいけないと思ってた。嫉妬なんかしたりしない、余裕のある……。

　──そう思うこと自体が。

「私……子供です。子供でした……」

　今となれば、恥ずかしい。

　だってもう分かるのだ。自分は間違っていたって。

「自分以外が、先輩を好きになるなんて思ってもいなくて……。一度、告白ができただけで、安心なんか、してしまってて……」

「んー、それはしょうがないんじゃん？　だって実際まだ中２なんだし」

「……でも、もう分かりました。稀まれさんのおかげでもあります」

「っていうと？」

「私は常に、先輩に好きでいてもらえる努力を、……稀さんたちから見ても分かるくらいに、続けていなきゃいけないと思ったんですっ」

　そう。──でないと、先輩を独り占めできない。

　先輩が稀さんや梅うめ香かさんに目が向かないくらい。稀さんたちが、叶かなわないと思ってくれるくらいに──私は先輩の彼女で居続けなくちゃいけない。

「二年待ってもらうなら、その分誰だれよりも……」

「………………だったらさぁ」

　にっ、と歯を見せて、稀さんは笑った。

「素直にならないとね」

　──そのとおりだった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






　気づけば一月も、もうすぐ終わろうとしていた。

「先輩。お待たせしました」

「あ……、いや、大丈夫。待ってないよ」

「ならよかったです」

　その日の昼休み。俺はずいぶんひさびさに、つぶらとこの中央棟ホールで落ち合った。

　──けりが付くまでは。

　お互い暗黙の了解みたいにそう思っていたからか、俺たちはここ最近、こうして一緒に昼休みを過ごすことを避けていた。

　だけど、今日は俺が連絡をし、つぶらに来てもらったのである。

　……腹を決めたから。

「話があるんだ」

　俺がそう告げると、つぶらはこくんと頷うなずいてくれた。

「はい。私も、先輩にお話ししたいことがありました」

「そ、そうだったのか？」

「……先輩と顔を合わせないでいると、あれこれ考えるばかりでしたから」

「……それは、俺もだな」

「おそろいですね」

「はは」

「ふふ……」

　そういうことなら、と思えば俺たちは自然と笑い合って──

　そして、申し合わせたかのように同じタイミングで真顔になる。

「聞いて欲しいんだ、つぶらっ」

　俺は身体からだの横でこぶしを握りしめ、少し前のめりになってしまいながら切り出す。

「はいっ、聞かせてくださいっ。……私のも聞いてくださいっ」

　つぶらも小さな身体からだ全体に力を込め、俺を睨にらみつけるように見み据すえる。

　その視線に頷いて応こたえて、

「うん……ずっと、言えずにいたけど……」

　俺は、気持ちを言葉にしていく。

　──本能的な抵抗感。

　子供のころから今日まで大事に思い、続けて来たことを、破るような罪悪感。

　だけど……もう、つぶらに伝えなきゃいけなかった。

　たとえそれが……。




　つぶらの気持ちを、無視するようなものであろうとも。

　それが欲しいなら。ひょっとしたらつぶらも、と思うなら──




「ごめん！俺、二年も待てない！」

　言った。

　守ると堅く心に誓っていた約束を、自分から破るようなこと。

「私はずっと、稀まれさんにも梅うめ香かさんにもヤキモチを妬やいてしまってました！」

　つぶらも叫ぶようにそう言った。

　今までずっと、否定し続けてたこと。

「ッッ……」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っっ」

　俺たちは顔を見合わせ、同時に赤くなる。

　だけど一度腹を決め、踏み切ったらもう止まれない！

　むしろ『今までの自分たち』を、二人で振り切るような速度で──

「だからっ……」

「先輩、だからっ……」




「おっぱいに顔埋うずめさせてくれ！」

「私の胸に先輩の顔を埋めさせてくれませんか！」




「…………」

「…………」

　俺たちは、同じ行為を意味することを、言った。

　とびきり恥ずかしく──今まで、懸命に目を背けていたようなことを。

　そろってますます赤くなる。見つめ合ってしまう。

「……はは、は」

「ふふ、ふっ……」

　そして再び、自然と笑い合ってしまえば──

　あとはもう、込み上げる想おもいのままだった。

「つぶら！」

「せんぱぁいっ！」

　がばっ、むにゅん！

　俺は飛び込むようにつぶらの胸元へ顔を突っ込み、つぶらは飛びつくように俺の頭を抱き、自らの胸元へ抱き入れた。

　途端に、二人で震えた。

「う、わ……あったかい……柔らかい……ヤバい……つぶらの、匂におい……」

「せ、先輩……これ、すごい……じわぁんて……先輩の顔の感触と、温度が……胸に……」

　今までにない濃度で、身体からだを触れ合わせてる感覚。そうしていることの感動。

　なにより……目の前の恋人が、自分と同じように感動しているのが分かる、喜び。

　もう、胸を高鳴らせながら、言ってしまうに決まっていた。

「つぶらっ。も、もっと、いいか……？」

「はいっ……もっと、触れたいです。もっと、感じたいです。もっと感じて欲しいです、先輩っ……」

「つぶらあぁっ」

「せんぱあぁあいっ」

　ふにゅふにゅふにゅふにゅぅ……っ！

　溺おぼれるみたいに、二人で夢中になる。
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　最高に気恥ずかしくて、最高に嬉うれしくて……。

「ずっと、ずっとしてみたかったっ」

　俺はもう、考えたことをそのまま言葉にしてぶちまける。

「エロくてごめんっ、二年待つって請け合ったのに、実はこんなでごめんっ」

「はい、はいぃ、私もっ、んんっ、ずっと避けてしまってましたけどっ……本当は……実は……してみたかった、ですっ……」

　つぶらもそれは、同じであるようだった。

　俺の頭を胸に抱き、二つのふくらみに俺の顔を埋うずめ込みながら、うわずった声で懸命に伝えてきてくれる。

「お母さんが、俺にこうしてたのを見てから、か……？」

「はいっ、でもっ、それだけじゃなくてっ……つまりっ……」

「うんっ……聞きたい、聞かせてくれ、つぶらっ……」

「先輩と一緒です、私、まだ中２ですけどっ、でもっでもっ……私も、せ、先輩がいやらしいんなら、私もいやらしいんですぅっ……！」

「────ッッ」

　クラッとした。気が遠くなりそうだった。

　あのつぶらが。いや、つぶらだからこそなのか──

「告白したあの日、先輩がほっぺにキスしてくださってっ……」

「それが、イヤじゃなかった……ってことか……？」

「はいぃ、実はぁ……あまりにドキドキして、嬉しくてっ……は、はまってしまいそうで、恐こわくてっ……」

「だから、『二年待って欲しい』って……？」

「はい……先輩、約束してくださって……一生懸命守ろうとしてくださってて……。だから私、安心してしまってましたけど……」

「うん、俺もそれは感じてた……でも……」

「はい、でも──」

「それだけじゃ、ダメなんだよな。そういうことなんだよな」

「はいっ……。ダメなんです、約束だけじゃダメなんです、それだけじゃ、稀まれさんにだって梅うめ香かさんにだって納得してもらえない……」

「うん……そうだよな……」

　俺はゆっくり、つぶらの胸から顔を離し、彼女を見上げる。

　つぶらもゆっくり両手の力を緩め、俺を解き放つと、見下ろした。

　今までにない、見つめ合い方。

　そして俺たちは、まっすぐ立って向かい合う。

「俺も……やっと分かった。相手の言葉をそのまま受け止めてるだけじゃ、ダメなんだって。相手の気持ちを全部、受け止めることはできないんだって」

「……今までは、これでいいんだと、思って来ましたけど」

「うん……時にはそれを、退けることもしなきゃいけないんだな」

　本当に、自分の気持ちに素直でいたいなら。

　……本当に、相手のことが好きなら。

「私たちって二人とも、傍はたから見たら滑こつ稽けいなんでしょうね」

「だろうな……でも……」

「だからこそ、こうなれたんですよね。私たち」

「……うん。そう思う」

「せんぱい。すきですっ」

「俺も好きだ、つぶらが大好きだ……！」

「はい、先輩っ……だから──」

　つぶらは恥じらいと感激に目を潤ませながら、真っ赤な顔をほころばせた。

「これから、少しずつ。二人でこういうことも、覚えていきましょうねっ……」














　──バレンタイン当日の、昼休み。

「そういうわけで、先輩……」

「功こう成せい……」

「功成くん、アタシのもよかったら──」




「「「受け取ってくださいっ」」」




　いつもの、中央棟のホール。だけど今日はいつもとまるで違っていた。

　俺は三人の女の子から、それぞれチョコレートを差し出してもらっていた。

「っていうか、なんで青あお原はる先輩までぇっ？　そういうの自粛するはずじゃ……」

　と、一人は、小お津づ。

　ずっと前から俺を好きでいてくれて──今まではずっと、友達でいてくれた女の子。

「ダイジョーブ、義理だから、義理！いーじゃん渡すのは自由なんだからっ」

　と、もう一人は、稀まれ先輩。

　俺と同じように相手の気持ちを嬉うれしく思い、俺と同じように、好意を抱いてくれた人。

「梅うめ香かさんも仰おつしやっていたことですね」

　そして……つぶら。

　運命的に巡り会い、好き合えるようになった俺の彼女。

「う……、文句言えなくなっちゃったよ……」

「問題ありません。どうあれ……先輩が、受け取ってくださるかどうか、ですから。そうですよね？」

「……うん。そうだね、つぶらちゃん」

　覚悟を決めたかのように、小津は頷うなずくと、さらに一歩踏み出す。

　稀先輩も、そしてつぶらも、それに倣ならうようにそれぞれ踏み出した。

　そして、そろってじっと俺を見つめる。

　まるで祈るみたいに。ただただ、まっすぐに。

　それを向けられている俺は、内心で噛かみしめるように考えていた。

　──ついこの間まで、ただひたすらに苦く悶もんしてた。

　こうやって、チョコを差し出されたら自分は断れないって。

　相手の気持ちを思えば、拒否できるわけがないって。

（だけど……今は）

　胸中で呟つぶやくと、顔につぶらの柔らかなぬくもりが蘇よみがえるような気がした。

（……うん。だから、俺は……）

　その顔を引き締めて、俺は勢いよく頭を下げた。

「ごめん、小お津づ！」

　と、まずは、小津に。

「稀まれ先輩も、ごめんなさい！二人の気持ちは嬉うれしいけどっ……」

　そして稀先輩にも同じように頭を下げると、ゆっくり顔を上げて、二人を交互に見て、

「……俺にはつぶらがいるから、受け取れません」

　きちんと、伝えた。

「本命チョコはもちろん、たとえ、義理でも。今日、初めて彼女からチョコをもらうから……義理チョコでも、受け取ったら申し訳なくなります。だから、ごめんなさい！」

　そうして、改めて大きく頭を下げた。

　俺はまるで、禁忌を犯したようなイヤな汗を掻かいているのを自覚する。

（でも──）

　と、そう噛かみしめていると、しばらくの沈黙。

「…………そっか」

　先に反応したのは、稀先輩だった。

　ひょい、とチョコを引っ込めると、一つくるりと髪の毛を指に絡め、そして、

「残念。じゃ、アタシ帰るね、またね！」

　歯を見せて笑うと、さっぱりとした調子でホールを出て行った。

　……ああいうところが、稀先輩だよな。

　あの人らしいさっぱりした態度は、やっぱり嫌いじゃない。

　理屈から言えば、義理なんだから受け取っても問題ないということもできた。

　だけど、違うのだ。今日は──真っ正直に、「義理なら」なんて受け取るわけにはいかなかった。

　もう、それじゃダメだと分かるから。

「……うん」

　そんな稀先輩の態度を見送って、小津は小さく呟つぶやいた。

　そして、改めて俺に向き直る。

「それじゃ……わたしも」

　──晴れやかな笑顔。

　そうしてチョコを引っ込めると、一歩踏み出し──

「功こう成せい。……ありがとう、ちゃんと断ってくれて」

　肩越しに、そう笑った。

「小津……」

　その笑顔と言葉は、俺の胸に染み入るように響いた。

　──今までの俺だったら、懸命に弁解していただろう。

　おまえの気持ちは分かるのに、こんな風な返答しかできなくて申し訳ないと謝っていただろう。

　だけど──今は。ここでお詫わびや返礼をすることはできなかった。

　むしろ、そんなことをするのは、彼女が見せてくれた態度に対して失礼だ……とすら、思えた。

「じゃあね」

　だからただ、黙って見送った。

「…………」

「…………」

　そうしてホールには、俺とつぶらだけが残った。

　つぶらはしばらく、二人が立ち去った方を見て、キュッと唇を噛かんでいたけれど……。

「……先輩」

　やがて、目を潤ませながら俺を呼んだ。

「うん……」

　俺は、しっかりと頷うなずく。つぶらにきちんと向かい合う。

　するとつぶらは、苦笑のような、切なげに顔を歪ゆがめるような笑みを、ぎこちなく浮かべて、

「このことは、きっと、将来……笑って思い出せはしないと思います」

　噛みしめるように、そう言う。

「……そうだな。俺もそう思うよ」

　俺も噛みしめるように、頷いてそう応こたえた。

　たぶん、俺もつぶらと似たような笑みを浮かべていたはずだ。

　──今日のことはきっと、思い出す度に胸がチクチク痛むだろう。

　申し訳なさと切なさが、どうしたって込み上げるだろう。

　だけど……それでも。




「──受け取ってください、先輩っ」

「うん……、ありがとう、つぶら」




　つぶらは勢いよくチョコを差し出し直し、俺はしっかりと、それを受け取った。

　──これは、俺たちの恋が先に進むためには、どうしても必要なことだった。

　恋とは、そういうものだった。

　俺もつぶらも、今まではちゃんと認識できてなかった。

　でも、もう、分かるから。

「……つぶらっ」

「んぅっ」

　俺はギュッと、受け取ったチョコごとつぶらを抱きしめた。

　二人のチョコを断った分……俺はつぶらに愛を表現する。

　そうじゃないと、顔向けできない。

　叶かなえてあげられなかった恋があっての、俺たちの恋なんだから。

「だ、ダメですよ先輩、今はこんなっ……」

　つぶらは、それでも湧わき起こってきてしまう抵抗感を示すように、俺の腕の中で身じろぐ。

「これは、二人に悪──」

「ダメじゃない。する。したい。……つぶらが、好きだからっ」

　俺はつぶらの抵抗を押し込めて黙殺するように、さらに力を込めて抱きしめた。

「んんぅっ……せ、先輩……」

　ぶるる、とつぶらは小さく震えた。

　そして──やがて、吐息と共にそっと頬ほおをもたれてきてくれる。

「ん……ダメって言ってるのに……」

　その身体からだからは、まるで俺の腕の力に溶かされたみたいに、力が抜けていた。

「抱かれちゃい、ました……」

　──そう。これでいいんだ。だって……。

「つぶら、うっとりしてくれてる……」

「……はい。ごめんなさい……」

　つぶらはどうしても、まず恥じらいや生き真面目まじめな理性が先に立ってしまう。

　だけど心の奥では、「されたい」とちゃんと、思ってくれてて。

　だから俺は、表面上の言葉だけで引いていてはいけない。

「ん……ぅ」

　それを肯定してくれているかのように、頬を俺にすりつけ、つぶらも愛の表現。

　いや、それだけじゃなかった。つぶらは俺を見上げると──

「せ、先輩っ。その、お、お願いがありますっ」

　そう、これ以上なく生真面目な恐こわい顔で切り出してくる。

「うん……なんだ？」

「少し、屈かがんでもらえますかっ……」

　さっきまでと打って変わって、緊張が窺うかがえる声音。耳まで真っ赤だけど、眉まゆの寄った、これ以上なく真剣な顔つき。

　頷うなずいて、俺は胸を高鳴らせながら腰を屈める。

　するとつぶらは、こくんと頷うなずいて──

「し、します。私からも。私も、先輩にっ……」

「う……うんっ、うんっ。うんっ……！」

「私が、先輩の彼女なんですっ。だから、た、たとえまだ中２でも、どれだけ恥ずかしくても、こ……こわくても、する、んですっ……先輩っ」

「ああっ……」

　聞いてるだけで、恐こわいくらいの胸の高鳴り。何かを予感して、身体からだが熱くなる。

　そんな俺に──




「──んっ、ちゅっ！」




　つぶらはつま先立ち、俺の首に抱きつくと、その可か憐れんな唇を頬ほおに押しつけてきてくれた。

　じぃん！と俺は熱い戦せん慄りつが頭を駆け抜けた感覚を覚える。

　つぶらからの、初めてのキス。

「……し、しちゃい、ましたっ」

　つぶらはもう、首から上全すべてをバラ色に染め上げていた。

　そのくせ、自分がしたことに怯おびえるみたいに、ブルブル震えているから──
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「はは……つぶらっ」

「ひゃん!?」

　俺はもう顔中で笑いながら、がばっと再びつぶらを抱きしめた。

　そして素直に、喜びを露あらわにする。

「これは確かにハマっちゃうって！嬉うれしくて、くすぐったくて、ドキドキしてヤバいっ……！」

「で、でもするんですっ。したいですし、しなきゃいけないんですっ」

　俺の腕の中で、つぶらは恥じらいを吹き飛ばそうとでもしてるかのようにわめく。

「だって、だってっ。だって私は──」

　そんな懸命さがますます愛いとおしくて、

「つぶらは俺の彼女だもんな！」

　もう笑み崩れてしまいながら、さらに強く、抱きしめた。

「んんっ、そ、そうですっ……。だから、言葉だけじゃダメなんですっ！んちゅっ！」

　もう一回してきてくれた！

　じぃん！と熱いものが再び頭を駆け抜ける。

　いや、もう、それどころか全身がムズムズと熱を持って──
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「はぅ、はぁう、せ、先輩っ何か仰おつしやってくださいっ。もしくは抱いたりしてくださいっ。じゃないと私、恥ずかしくてドキドキして死んでしまいますからっ──」

「あははははっ！」

　がばっ！ぐいぐいっ！

「ぴゃあぁ!?」

　笑いながら思いっきりつぶらを抱え上げ、左右に振ってしまった。

「せっ、せせせせせんぱいっ──!?」

「すっげー嬉しい、つぶらからのほっぺにチュー！」

「あ……」

　じわぁっ、とつぶらの瞳ひとみが一気に潤んだ。

　それがますます嬉しくて、俺はさらにつぶらを高く抱き上げ、大きく左右に揺さぶってしまう。

「ぴゃあぁっ!?　ぴゃあぁあうっ!?　わ、分かりますっ、分かりましたっ、あああっ分かりましたからそんなに抱え上げないでくださいぃっ、足がっ足がっ浮いてしまってますからっ、恐こわい恐い恐いです先輩っ……」

「離さないから大丈夫っ」

「ああもうっ……先輩ったらぁ！」

　ぎゅうっ！とつぶらは俺にしがみついて、

「だいすきですっ……！」

　叫ぶように言ってくれるものだから、もう堪たまらなかった。

「……んちゅっ！」

「!?」

　音高く、俺からも頬ほおにキスをした。

　びくん！とつぶらは身体からだを硬直させて、そして眉まゆを吊つり上あげる。

「こっ、ここっ、ここで先輩からもなんて反則ですよぉっ！」

「今しないで、いつするって言うんだよっ」

　俺はやはり、つぶらのその言葉を真っ正面から否定する。

　今までならしなかったこと。今ならもう、できること。

「それはっ……こ、これから、何度でもっ……」

「うん！一緒に覚えていこう、つぶら！」

「……はい、先輩……っ」

　つぶらは結局、また身体の力を抜き、微笑ほほえんでくれた。




　──そう。こういうことなんだ。俺たちに必要だったのは。

　俺は今までずっと、相手の言うことを素直に、真っ正直に受け止めることしかしてこなかった。

　つぶらは自分からも告白できたことで、ある意味安心してしまってた。これで自分はもう大人だと、だからヤキモチなんか妬やかないと、ある意味背伸びしてしまってた。

　でも……俺はそのままじゃ、八方美人になるだけだった。つぶらという存在がありながら、稀まれ先輩にも、小お津づにも、応こたえなきゃいけないって思ってしまってた。

　つぶらとの約束も、額面どおりに受け取って──彼女が本当に抱いていた気持ちを、思い量ることがいっさいできていなかった。

　つぶらはつぶらで、そのままじゃ苦しくなるだけだった。ある種の余裕を見せていたから、稀先輩や小津がああいう行動に出たんだから。

　なのに自分が嫉しつ妬としていることすら認められなくて……だから俺に対して、他ほかの女性を見ないでください、と言うことすらできずにいた。

　俺たちは二人とも、足踏みしてしまってた。

　二年後という言葉だけの約束に、すがるみたいにして。

　──でも、それじゃダメなんだ。

　恋を貫きたいのなら。

　恋をしているのは俺たちだけじゃないと、思い知ることができたなら。

　俺は、時には相手の言うことを、退けることは必要で。

　つぶらは誰だれが見ても、自分が俺の彼女だと思い知ってもらえるように、行動で常に示し続けることが必要で。




「……子供でしたね、私たち」

「うん……でも、もう、違う」

「はい、先輩……」

　たとえ、こうすることが、胸の痛みを伴うものでも……。

　それが必要ならと、俺たちは一緒に理解した。




「……改めて、頑張ります。先輩。稀まれさんにも、梅うめ香かさんにも、問答無用で……私以外には先輩の彼女になれないって、分かっていただけるように」

「うん……、ありがとう、つぶら。俺も頑張るよ」

「せ、先輩は、その」

「たとえつぶらに真っ赤になって『それはダメです！』って言われても、素直に引かないで、押す！つぶらの気持ちを、思い量れるように頑張る！」

「だ、ダメです」

「…………」

「…………」

「ちゅっ」

　思いっきりドキドキさせられながら、勇気を出してもう一度頬ほおにキスをした。

「んんぅっ……。せ、先輩、ダメです……ドキドキしすぎて死んでしまいますから……」

「ちゅっ、ちゅっ！」

　重ねて、下。

「んんぅふっ……せ、せんぱぁい……んっ、ちゅっ！」

　頬にキスし返してきてくれた！

「…………」

「…………」

「ぷっ」

「ふふっ、ふふふふっ……」

　俺たちは、同時に噴き出した。




　──この冬。

　こうして俺たちは、少しだけ大人になった。

　それは本当にささやかな一歩ではあったけど……。

　告白というものは恋の結末ではなく、始まりなんだと二人で理解する一歩でもあった。

　……これからも、こうやって。

　少しずつ俺たちは、進んでいくんだろう。














　──おにいとつぶ、今ごろよろしくやってる頃ころかな。

　あたしはぼんやり考えた。そして、ファミレスのテーブルに着いている、他ほかの二人を眺め回した。

「……最初から、そのつもりだったワケ？」

　と、頬ほお杖づえをつきながら梅うめちゃんに笑いかけてるのは、はるまれ先輩。

　会うのはクリスマスイブ以来。あのときよりずっとさっぱりしてる印象で……。

　格好はギャルっぽいけど、どっちかというと運動部っぽい雰囲気を感じた。

　これが本来の、この人の空気なのかな。なんてことを思った。まあ、どうでもいいんだけど……。

「あはは……、なんていうか……」

　そして、テーブルの反対側。あたしの隣で苦笑いを浮かべてる、幼なじみの梅ちゃん。

　今日は珍しく、背中が丸まっても反ってもいない。

　いちおうフォローでもしとこうかな、と思って連絡をつけて、合流したんだけど……。予想外なことに、梅ちゃんは落ち込んでも虚勢を張ってもいなかった。むしろスッキリしている様子で、

「……きっぱり、振って欲しかったから」

「どうして？　梅ちゃん」

　あたしとしたことが、たまらず聞いてしまった。

　──実のところ。

　今回の一連の出来事は、極力関かかわりたくない。距離を取っていたい。そう思ってた。

　だって、おにいはもう、つぶとくっついたんだから。

　あのつぶが、自分から告白までできるようになったんだから。

　もう心配は要らない。もう口を出す必要もない。もう──これ以上は、辛つらくなる。

　ところが梅ちゃんは逆だった。

　むしろいっそう、首を突っ込んで。それだけじゃなく、ついにはおにいに告白まで……。

　そして、きっぱりフラれた。

　長年の恋が、終わってしまった。

　なのに梅ちゃんはあたしの問いかけに、相変わらずスッキリした顔で、

「これで、振っ切れるからね。ちゃんと玉砕できた、って感じなんだ」

「……なにそれ」

　玉砕、したかったわけがないのに。

　あたしだったら、ごめんなのに……よく分かんない。

　すると梅ちゃんは、あはは、と苦笑いして、

「うん……わたしね？　最初は二年間、清い交際するっていう二人に安心してたの。背中押しちゃった手前、二人のお付き合いは受け入れるしかなくて……でも、当面は進展しないなら、まだ辛つらい思いはしなくて済むや、みたいに」

「要するに、おにいとつぶがやることやっちゃってるとこに直面するのを、先送りできて～みたいな？」

「う……、そ、そう言っちゃうと身も蓋ふたもないんだけどね。でもほぼそんな感じ……」

　それはよく分かる。臆おく病びようで見み栄えっ張ぱりの梅うめちゃんなら、そう考えるだろう。

　なのに……。

「……ああ、そこにはるまれ先輩が現れたから」

「そのはるまれ先輩って何？　星ほし井い出で」

　くるん、と毛先を指に巻き付けながら、本人に聞かれた。

「ん～まぁ、ハラホロヒレ、みたいだし？」

「可愛かわいい響きだしって？　なら許す」

　適当に答えたら、なんか普通に拾われてしまった。

「……やるなぁ、はるまれ先輩」

「小お津づ、この子面白いね。アタシこの手のタイプけっこう好きかも」

　しかもちょろい。さすが、ちょろおにいに惚ほれただけのことはある。

　そしてアタシも、こういう人は嫌いじゃない。

「あはは……。ゆっこに普通について行けてるし、青あお原はる先輩……」

「梅ちゃんは話の腰を見事に折られてるしね……」

「そうだった！え、えっと、どこまで話したっけっ」

「先送りにして安心してたけど、はるまれ先輩が現れて」

「あ、うん……それでね、最初はヤキモキしちゃってたけど……つぶらちゃんってばヤキモチも妬やこうとしないから、功こう成せいのこと青原先輩に持っていかれたらどうするの！とか考えちゃって」

　うん。そりゃそう思うよね。つぶのウブな……というか、抜けたところだ。

　あたしも正直、そこは少し心配してた。たぶんあの子分かってないな、って。

　まあ、だとしてもそれはそれ、とも思ってたけど。どのみち、もうあたしが口を出すことじゃないって。

　そう考えていると、はるまれ先輩は梅ちゃんをジト目で睨にらむみたいにして、

「アタシが功成くんと付き合うのは受け入れられなかったワケ？」

「……青原先輩が横からかっさらうのがありなら、わたしが功成奪っちゃってもいいじゃん、とは思っちゃってましたけどね。少し……あはは……」

「ふーん。ああ、だからなんかディフェンスされてたんだ」

「でも……そうこうしてるうちに、つぶらちゃんがきちんとヤキモチ妬いてくれるようになったから」

　梅うめちゃんは、ちょっとほろ苦く微笑ほほえむ。

「ああ、これなら功こう成せいとちゃんと、進展してくれるなぁ……って。だからわたしも、ならちゃんと、玉砕しないとって思って……」

「……略奪愛するのはやめて、諦あきらめることにしたんだ」

　あたしがそうまとめると、梅ちゃんは慌てて手を振った。

「そ、そうじゃなくて！なんていうか……結局、わたしの感情は未練だっていうのは、分かってたから。功成とつぶらちゃんがきちんと踏み出してくれるんなら、ああ、もう叶かなわないんだなぁって、……断ち切って欲しかった」

　……それってつまり、『自力じゃ諦められなかったから』ってことじゃん。

　一瞬、そう考えてしまったけど……でも、それはちょっと違うのか。

（梅ちゃんは、諦めたかったんじゃなくて……）

「わたし、功成のこと、ずっと好きだったけど……二人をくっつけたのも、わたしなんだから……」

　……祝福、してあげたかったんだ。心の底から。

（梅ちゃんだなぁ……）

　あたしがそう思っていると、はるまれ先輩がおかしそうに笑った。

「ふーん……ようやくアタシ、小お津づがどういう子かちゃんと分かったカンジする」

「え？　ど、どんな感じなんですか？」

「嫌いじゃないよ。ううん、好きだな！アンタのことも」

「あ、青あお原はる先輩……」

「ちなみにアタシは功成くんのコト諦めてないから♪」

「ちょっ!?　そ、そうなんじゃないかとは思ってましたけどやっぱりなんですか!?」

「うん♪　受験終わったし、改めてチャレンジしちゃおっかな、みたいな」

「言われてみれば、『受験があるから功成のことデートに誘ったりしない』って言い方してた気がする……ず、ずるいっていうか、なんていうか……あはは……」

「人聞き悪ぅい。そういうアンタこそ、ホントにこれできっぱり振っ切れたの？」

「ふ、振っ切れて……ますよ!?」

「ホントにぃ？」

「まだ好きですけどぉ！だって６年分だし！」

「ひへへ。ま、お互いガンバロっ♪」

「どういう意味ですかそれ!?」

「とりあえず、受け取ってもらえなかったチョコ、分けて食べない？」

「あ、そうですね……供養っていうか、なんていうか」

「…………」

　結局……。

　この二人はまだ、いわゆる恋敵ってやつのはずだ。

　だけど二人はもう、笑い合いながらお互いのチョコ食べたりしてて。

「……おにいとつぶに限らず、梅うめちゃんもはるまれ先輩もちょろいよね……」

「何いきなり、ゆっこっ。っていうかそれは分かってるってばぁ！」

「そう言われたらそうかもだけどさー。でもしょうがないじゃん、ドキドキしちゃったんだから」

　とにかく……はるまれ先輩は改めて恋に向き合うつもりらしい。

　ん～まぁ、それについては頑張れおにいとつぶ、としか言いようがない。とりあえず、つぶはしばらくこの人とよくつるんでたみたいだから、そうなると今後はあたしがつぶを構ってあげないと、かな。

　だからそれはそれでいいとして……。

　あたしの心を波立たせるのは、梅ちゃん。

　まだおにいが好きなはずなのに、そんなスッキリした顔で。きっぱりと、自分の気持ちを封印するって決めていて。二人を祝福してあげたいって、思ってて。

「…………梅ちゃんはすごいな……」

　思わず、呟つぶやいてしまった。

「え？　な、何？　ゆっこ」

「…………」

　あたしは聞こえないふりをした。髪の毛を掻かき回まわし、天井を見上げた。

　──最初から諦あきらめてる。最初から、封印してる。それでもときどきあふれそうになるのを、世話焼いたりすることで流して捨ててた。

　そんなあたしには……梅ちゃんみたいには……。

　ましてや、はるまれ先輩みたいには……。

（…………ううん。あたしも──）




　そうしなくっちゃ、いけないのかな……。






あとがき






　というわけで、『おまちょろ』２巻でした。

　ひたすら『功こう成せいとつぶらの二人の話』だった１巻と打って変わって、それ以外の子たちも様々な主張を始め、行動に移し始めました。

　文中でも触れましたが、カップルはくっついてからが本番です。告白はエンディングではなくオープニングです。そして恋人同士は、恋の階段を上った分だけ絆がより深まり、想おもいも濃厚になってゆくものです。つまり、まだまだこれからです。

　なので、２巻を書き終わった段階での率直な感想といたしましては、願わくば今後もこのカップルとその周辺の子たちを描かせていただけると嬉うれしいな……というところです。

　ところで話は変わりますが、僕は梅うめ香かのような、「周りをよく見ていて、この場に何かが足りないと感じたら、自分が最終的に損すると分かっていても動いてしまう」という、一言で表現すれば空気を読むタイプの子が好きで好きでしょうがありません。

　１巻でも２巻でも、彼女は自ら功成の背中を押す役目を選びました。いろいろな想いがあったでしょうに、それを押し殺して、身を引いて、ですよ。ああもう！ってなりませんか。僕はなります。抱きしめてあげたくなります。むろん僕は功成ではないので、彼女は悲鳴をあげて逃げるかと思いますが、そういうところも含めて好きです。

　彼女の想いは今回で一区切りにはなりましたが、もちろん長年抱えてきた想いですからそう簡単には消えません。彼女の今後も、是非に描かせていただけると幸いに存じます。もちろん、ゆっこも、稀まれも。当然、功成とつぶらも。




　謝辞を述べさせていただきます。まずは引き続き、愛らしく素敵なイラストを描いてくださったすいみゃ様へ。今回ももう……可愛かわいすぎて最初に拝見した時「ウワーッ！」って素で叫びました。あなた様に絵をご担当いただけている『おまちょろ』という作品は、本当に幸せ者です。ありがとうございました。

　担当編集Ｏ様。今回も様々なご厄介をおかけいたしました。無事に最後まで書けたのは、全すべてあなた様のおかげです。

　装そう丁ていをご担当くださったドーナツスタジオ様、また、今作の出版に関かかわった全ての皆様も、誠にありがとうございました。

　そして、お読みくださった全ての読者様。本当に本当にありがとうございました！日々の疲れには甘いもの。皆様にほんのひとときでも、胸がホワッと、またはキュンッとする時間をお届けできたなら、それに勝る喜びはありません。皆様のときめきが当方の生きる糧かてです。

　それではまた、お会い出来るようならば。保ほ住ずみ圭けいでした。
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「お母さん。前々から、聞いてみたかったんですけど……」

　イブの夜。二人でクリスマス会の後片付けをしている最中。

　私は隣で食器を流している母にそう切り出した。

　それは、あの衝撃の展開を早く忘れ、日常に揺り戻したい──なんていう理由もあったかも知れないけど……。

　とにかく、母の胸の膨らみを横目で見たとき、ふと聞きたくなってしまったのだ。

「お母さんは、その、先輩のどこを、そこまで気に入ったんですか？」

　その胸に、ああしてギュッと抱き入れてしまうくらい。

　──私では、到底できないくらいに。

「彼が、上の棚のものを取ってくれたからですが」

　お母さんは表情も変えず、端的にそう答えた。

「…………」

「…………」

「そ、それだけですか？」

　思わず聞き返してしまった。

　いや、その経緯は私も知っている。しかしまさか、本当にそれだけというのは……。

　私から告白をしたあの日。先輩に言われたことを私は思い出す。

　──俺もおまえもちょろすぎないか。

　私たちについては、まあ、いい。お互いきちんとした理由はあったけども、そう表現されても仕方がないところはあるし、なにより先輩が『一緒』と言ってくれたんだから、私にとってはむしろ嬉しいことだった。

　けど、まさかお母さんまで……というのはちょっと複雑だ。先輩と一緒なのは、私だけの特権だと思っていたのに……。

　と考えていたところ、お母さんは私の問いに少し眉根を寄せて答えた。

「それだけですが、それだけではありません」

「ど、どういう意味ですか？　それは」

　再び聞き返すと、お母さんは私をギロリと睨みつけるようにして、

「私は人に怖がられます」

　……確かに、そのとおりだ。私は慣れているけれど、お母さんのこの目つきに圧おされない人はまずいない。……父のように。

「そして私は、彼にとって恋人の親です」

　お母さんはその威圧的な視線を私から外すと、流し終えた食器を水切りかごに入れ、水道の蛇口を閉めてから言葉を重ねる。

「あの年頃でしたら、相手の親には顔を合わせづらいものでしょう。ましてや私ともなれば、腰が引けて萎縮していて当然でしょう」

　……確かにそうかも知れない。

（だけど、先輩は……）

「そう。功成さんは違いました。上の棚の茶器を取ってくれた。それだけではあります。ですが……彼がどれだけの葛藤や抵抗感を越えて、ああしてくれたか」

　お母さんは濡れた手を拭くと、自分の身体を抱くようにして、

「そう思うと、ああ、こういう心優しい息子が欲しかった……と、女としては思ってしまうものです。ただ、愛おしくて、胸に抱きたくなるものです」

「…………」

　──お母さんの言っていることは、まだ中２の少女に過ぎない私には全て理解できない。

　だけど、部分的には分かる。先輩の、先輩らしい素敵なところ。お母さんはそこを、素直に好きになったのだ。

　それは、私にとっても嬉しい……。

　と、私がしみじみ、噛みしめるようにしていると、

「……ああ」

　と、お母さんは何か得心いったように呟いた。

　そしていきなり私を胸に抱き入れた。

「んみゅぐ……お、お母さん？」

「大丈夫です。女の子に対しては、そんなことを思ったりしませんよ」

「え……？」

「あなたは私の自慢の娘です。ですから、妬かなくてもいいんですよ」

　別に、妬いて黙っていたわけではないのだけれど……。

　それでも私は、お母さんの柔らかな胸と匂いに包まれながら、嬉しくなってしまうのだった。

　同じ人の、同じところを、同じように好きになった。

　自分は確かに、この人の血を引いているんだ……という実感に、私からもお母さんを抱き返した。

　──先輩にも、いつか、こうできるんだろうか。私も。

（してみたい……でも……）

　私はまだ、お母さんみたいには……。

「大丈夫ですよ」

　私の心を読んだみたいに、お母さんがささやいた。

「あなたも、私と同じ、女ですから」

　……ただただ、愛おしくて。先輩を胸に抱きたくなる。

　その日が来るのは──私がその領域まで達することができるのは、一体いつなんだろう。

　早くその日が来て欲しいような、まだ、恐いような……でも……。

「……はい。お母さん」

　私は頷いた。

　胸はときめき、今からその日を待ち望んでいるかのようだった。
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